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二

諸
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一
九
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〇
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前
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か
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で
の
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際
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学
者
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理
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評
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三
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郎
教
授

（
四
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田
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良
一
教
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お
わ
り
に

は

じ

め

に

国
連
憲
章
第
五
一
条
は
、

武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
に
」
自
衛
権
を
行
使
し
う
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
国
際
法
上
の
個
別
的
自
衛
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権
は
武
力
攻
撃
に
対
し
て
の
み
行
使
し
う
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
形
を
と
ら
な
い
法
益
侵
害
に
対
し
て
も
行
使
し
う
る
の
か
を
め
ぐ
っ
て

は
、
国
連
憲
章
制
定
以
来
、
国
家
実
行
上
、
そ
し
て
学
説
上
の
対
立
が
あ
る１

）。
そ
の
一
つ
の
要
因
は
、
一
九
世
紀
か
ら
国
連
憲
章
締
結
以
前

の
時
期
の
自
衛
権
が
武
力
攻
撃
に
対
し
て
の
み
行
使
で
き
た
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
見
解
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る２

）。
本
研
究

は
、
全
体
と
し
て
一
九
世
紀
か
ら
国
連
憲
章
締
結
以
前
の
時
期
の
自
衛
権
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
、
紙
幅
の
制
限
上
、
一
九
三
〇
年
代
の
前
半
か
ら
中
葉
の
時
期
の
み
を
対
象
と
し
、
こ
の
時
期
に
、
海
外
に
お
い
て
、
そ
し
て
日
本

に
お
い
て
、
自
衛
権
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。
こ
の
た
め
の
一
つ
の
素
材
と
し
て
こ
の
時

期
に
自
衛
権
が
問
題
に
な
っ
た
満
州
事
変
を
取
り
上
げ
、
こ
の
事
変
を
法
的
に
正
当
化
し
た
り
逆
に
そ
れ
ら
を
法
的
に
批
判
し
た
り
す
る
海

外
で
の
、
そ
し
て
日
本
国
内
で
の
議
論
を
分
析
し
、
当
時
、
国
際
連
盟
、
諸
国
家
、
そ
し
て
国
際
法
学
者
が
自
衛
権
を
ど
の
よ
う
に
解
し
て

い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
。
な
お
、
国
際
法
学
者
に
つ
い
て
は
、
満
州
事
変
に
対
す
る
評
価
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
の
教
科
書
な
ど

の
著
作
で
論
じ
ら
れ
た
自
衛
権
理
論
自
体
も
検
討
対
象
と
す
る
。
以
上
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
て
き

た
自
衛
権
の
先
行
行
為
の
み
な
ら
ず
、
先
行
行
為
の
主
体
お
よ
び
権
利
行
使
の
対
象
、
そ
し
て
正
当
化
さ
れ
る
措
置
に
も
着
目
す
る３

）。

本
稿
は
、
副
次
的
に
次
の
よ
う
な
目
的
を
持
つ
。
そ
れ
は
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て
の
日
本
の
国
際
法
学
者
の
自
衛
権

理
論
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
以
下
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
。
満
州
事
変
は
日
本
が
当
事
国
と
な
っ
た
事
変
で
あ
っ
た

た
め
に
当
然
だ
と
も
言
え
る
が
、
海
外
の
国
際
法
学
者
と
比
較
し
て
日
本
の
国
際
法
学
者
は
、
満
州
事
変
勃
発
前
後
の
時
期
に
、
日
本
が
満

州
事
変
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
の
正
当
化
根
拠
と
な
っ
た
自
衛
権
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
、
そ
し
て
満
州
事
変
の
合
法
性
に
つ
い
て
も
多
く

の
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
の
国
際
法
学
者
の
自
衛
権
理
論
の
多
く
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
も
の
か
ら
の
変
化
が
見

ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
新
し
い
要
素
が
加
わ
っ
た
り
し
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
自
衛
権
を
め
ぐ
る
日
本
国
内
の
議
論

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
先
行
研
究
に
お
い
て
分
析
が
な
さ
れ
て
き
た
が４

）、
一
九
三
〇
年
よ
り
前
の
時
期
の
自
衛
権
理
論
と
の
比
較
で
一
九
三
〇

年
代
の
そ
れ
を
分
析
し
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
上
述
の
「
変
化
」
を
描
き
出
す
こ
と
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
の
国
際
法
学
者
の
自
衛
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権
理
論
が
何
を
根
拠
と
し
て
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
意
義
深
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
日
本
の
国
際
法
学
者
の
自
衛
権
理
論
に
多
く
の
紙
面
を
割
き
、
そ
れ
を
詳
細
に
検
討
す
る
。

本
稿
の
分
析
は
、
次
の
よ
う
な
順
序
で
行
う
。
第
一
章
に
お
い
て
、
ま
ず
、
一
九
三
〇
年
代
に
自
衛
権
が
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
一

つ
の
理
由
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

戦
争
の
違
法
化
」
に
よ
り
法
的
意
味
で
の
戦
争
の
み
な
ら
ず
武
力
行
使
も
禁
止
さ
れ
た
と
の
捉
え
方

が
有
力
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
満
州
事
変
に
つ
い
て
の
日
本
政
府
の
見
解
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
国
際
連
盟
と
諸
国
家
の
議

論
を
分
析
し
、
日
本
政
府
、
国
際
連
盟
、
そ
し
て
諸
国
家
の
自
衛
権
解
釈
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
章
に
お
い
て
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
か

ら
中
葉
の
欧
米
お
よ
び
日
本
の
国
際
法
学
者
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
自
衛
権
理
論
一
般
お
よ
び
満
州
事
変
に
対
す
る
法
的
評
価
を
分
析
し
、
当

時
の
欧
米
お
よ
び
日
本
の
国
際
法
学
者
が
自
衛
権
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。

第
一
章

満
州
事
変
と
国
際
連
盟
お
よ
び
諸
国
家

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月
一
八
日
、
関
東
軍
は
、
奉
天
郊
外
の
柳
条
湖
で
南
満
州
鉄
道
を
爆
破
し５

）こ
れ
を
契
機
と
し
て
軍
事
行
動
を

開
始
し
、
同
日
、
関
東
軍
は
北
大
栄
、
奉
天
、
瀋
陽
、
営
口
、
長
春
な
ど
の
一
八
都
市
を
次
々
と
占
領
し
た
。
同
年
一
二
月
二
八
日
に
は
、

錦
州
へ
の
進
撃
を
開
始
し
、
一
九
三
二
年
一
月
三
日
に
錦
州
が
陥
落
し
、
同
年
一
月
二
八
日
、
上
海
事
変
が
勃
発
し
た
。
中
国
が
一
九
四
一

年
に
日
本
に
対
し
て
宣
戦
布
告
を
す
る
ま
で
は
、
日
本
も
中
国
も
宣
戦
布
告
を
行
わ
ず
、
本
事
変
が
法
的
意
味
で
の
戦
争
で
は
な
い
と
い
う

立
場
を
維
持
し
続
け
た
。
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第
一
節

戦
争
」
の
禁
止
と
武
力
行
使

国
際
連
盟
の
場
で
は
、
日
本
や
中
国
が
満
州
事
変
は
法
的
意
味
で
の
戦
争
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
国
際
連
盟
は
、
国

際
連
盟
規
約
第
一
六
条
が
「
戦
争
に
訴
え
た
連
盟
国
」
に
対
し
て
行
う
こ
と
を
認
め
る
制
裁
を
適
用
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た６

）。
イ
ー
グ
ル
ト

ン
（E

a
g
leto

n
）
は
、

法
的
意
味
で
の
戦
争
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
し
こ
の
著
作
が
書
か
れ
て
い
る
段
階
（
一
九
三
三
年
｜
著
者
注
）

で
は
そ
れ
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
べ
て
の
関
係
当
局
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る７

）」
と
述
べ
て
い
た
。
法
的
意
味
で
の
戦
争

は
存
在
し
な
い
が
現
実
に
は
日
本
軍
が
中
国
に
お
い
て
武
力
を
行
使
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
武
力
行
使
の
合
法
性
に
焦
点

が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
以
下
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
自
衛
権
が
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
一
つ
の
理
由
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

戦
争
の
違
法
化
」
に
よ
り
法
的
意
味
で
の
戦
争
の
み
な
ら
ず
武
力
行
使
も
禁
止
さ
れ
た
と
の
捉
え
方
が
有
力
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。

一

国
際
法
学
者

戦
間
期
に
戦
争
を
違
法
化
し
た
と
さ
れ
る
条
約
で
は
、
国
際
連
盟
規
約
や
不
戦
条
約
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
場
合
戦
争
の
制
限

や
禁
止
を
規
定
し
た
条
文
に
「
戦
争
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
、
満
州
事
変
の
よ
う
に
、
戦
争

状
態
の
存
在
を
否
定
し
な
が
ら
実
質
的
に
は
戦
争
と
変
わ
り
の
な
い
状
況
が
発
生
し
た
の
を
受
け
て
、
不
戦
条
約
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
の

が
法
的
意
味
で
の
戦
争
の
み
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
も
禁
止
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
の
欧
米
の
国
際
法
学
者
に
つ
い
て
は
、
不
戦
条
約
の
解
釈
の
仕
方
が
一
様
で
は
な
く
見
解
の
対
立
が
見
ら
れ
た
が
、

不
戦
条
約
第
二
条
に
よ
っ
て
法
的
意
味
で
の
戦
争
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
も
禁
止
さ
れ
た
と
の
説
も
有
力
で
あ
っ
た８

）。
当
時
日
本
で
代
表
的

な
国
際
法
学
者
で
あ
っ
た
立
作
太
郎
教
授
、
田
岡
良
一
教
授
、
横
田
喜
三
郎
教
授
は
、
一
貫
し
て
、
不
戦
条
約
第
一
条
で
は
法
的
意
味
で
の

（78-４- ）1077 5
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戦
争
の
み
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
条
は
単
に
法
的
意
味
で
の
戦
争
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
至
ら
な
い
強
力
的
手
段
を
も
禁
止
し
て
い

る
と
解
釈
し
て
い
る９

）。

二

国
家
実
行

満
州
事
変
で
の
日
本
の
行
動
の
合
法
性
を
め
ぐ
る
各
国
の
議
論
・
声
明
な
ど
を
見
る
と
、
各
国
は
、
法
的
意
味
で
の
戦
争
に
至
ら
な
く
て

も
、
武
力
行
使
は
少
な
く
と
も
不
戦
条
約
第
二
条
の
意
味
で
の
「
平
和
的
手
段
」
で
は
な
い
と
み
な
し
て
い
た
と
言
え
る
。
一
九
三
一
年
一

〇
月
八
日
の
錦
州
事
件
を
機
に
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
国
際
連
盟
理
事
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
は
、
一
〇
月

一
七
日
、
日
中
を
除
く
理
事
国10

）に
、
日
本
と
中
国
各
々
に
対
し
て
不
戦
条
約
第
二
条
に
よ
っ
て
注
意
を
促
す
こ
と
を
提
議
し
、
一
八
日
よ
り

各
理
事
国
は
両
国
に
対
し
て
同
文
通
牒
の
形
式
で
注
意
を
喚
起
し
た11

）。
ま
た
、
錦
州
が
陥
落
す
る
と
、
一
九
三
二
年
一
月
七
日
、
ア
メ
リ
カ

は
国
務
大
臣
ス
チ
ム
ソ
ン
（S

tim
so
n

）
の
名
に
お
い
て
日
本
と
中
国
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ス
チ
ム
ソ
ン
通
牒
を
発
し
た
。
こ
の
中
で
、

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
九
国
条
約
ま
た
は
そ
の
他
の
条
約
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ま
た
は
そ
の
国
民
の
権
利
を
害
す
る
一
切
の
事
実
上
の
状
態
の

合
法
性
を
容
認
せ
ず
、
ま
た
は
、
不
戦
条
約
の
約
束
お
よ
び
義
務
に
違
反
し
た
手
段
に
よ
り
成
立
し
た
一
切
の
状
態
、
条
約
ま
た
は
協
定
を

承
認
す
る
意
思
が
な
い
こ
と
を
通
告
し
た12

）。
こ
れ
ら
は
、
直
接
的
に
日
本
軍
の
行
動
を
非
難
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
自
衛
権
の
行
使

で
は
な
い
武
力
行
使
は
不
戦
条
約
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
う
る
。
よ
り
明
示
的
に
、
一
九
三
一
年
一
〇
月
二
四

日
、
第
六
五
回
国
際
連
盟
理
事
会
第
一
五
回
会
合
の
場
に
お
い
て
、
ブ
リ
ア
ン
は
、

世
論
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
軍
事
占
領
が
『
平

和
的
手
段
』
と
み
な
し
う
る
と
は
容
易
に
認
め
な
い
で
あ
ろ
う13

）」
と
述
べ
て
い
る
。

一
九
三
二
年
二
月
一
六
日
、
一
二
国
理
事
の
対
日
警
告
の
形
式
で
、
連
盟
規
約
に
約
定
さ
れ
た
平
和
的
解
決
方
法
に
無
留
保
に
服
す
る
こ

と
が
可
能
だ
と
日
本
が
思
考
し
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
し
、
国
際
紛
争
の
解
決
は
決
し
て
平
和
的
手
段
以
外
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
て
は
な
ら
な

い
旨
を
規
定
し
た
不
戦
条
約
に
関
し
日
本
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る14

）。
後
日
一
九
三
二
年
三
月
五
日
の
国
際
連
盟
臨
時
総
会
一
般
討
議
に
お
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い
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
代
表
は
、
こ
の
通
告
に
お
け
る
一
つ
の
原
則
は
、
国
家
は
単
に
宣
戦
し
な
い
と
い
う
だ
け
で
国
際
連
盟
規
約
お
よ
び
不

戦
条
約
に
違
反
せ
ず
に
行
動
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
し
、
国
際
連
盟
規
約
と
不
戦
条
約
は
、
単
に
宣
戦

を
禁
止
し
た
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
侵
略
行
為
、
そ
し
て
国
家
政
策
の
手
段
と
し
て
平
和
的
手
段
以
外
の
い
か
な
る
手
段
に
訴
え
る
こ
と
も

禁
止
し
た
と
述
べ
た15

）。

ま
た
、
国
際
連
盟
総
会
の
場
に
お
い
て
も
、
一
九
三
二
年
三
月
一
一
日
、

国
際
連
盟
規
約
又
は
不
戦
条
約
に
反
す
る
手
段
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
い
か
な
る
状
態
、
条
約
、
協
定
を
も
承
認
し
な
い
こ
と
は
連
盟
国
の
義
務
で
あ
る16

）」
と
決
議
さ
れ
、

紛
争
当
事
国
の
何
れ
か

一
方
に
於
け
る
武
力
圧
迫
の
脅
威
の
下
に
日
支
紛
争
の
解
決
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
連
盟
規
約
の
精
神
に
反
す
る17

）」
と
い
う
よ
う
に
日
本
は

非
難
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
も
、
日
本
軍
の
行
動
が
国
際
連
盟
規
約
や
不
戦
条
約
に
違
反
す
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一

九
三
二
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
連
盟
臨
時
総
会
の
一
般
討
議
に
お
い
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
代
表
は
、
武
力
行
使
を
禁
止
す
る
連
盟
規
約
は
当

事
国
が
戦
争
と
称
す
る
と
否
と
を
問
わ
ず
有
効
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
他
国
の
領
土
に
出
兵
し
、
軍
事
行
動
を
行
う
こ
と
は
連
盟
規
約
お

よ
び
不
戦
条
約
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た18

）。

さ
ら
に
、
国
際
連
盟
の
外
で
も
、
不
戦
条
約
の
解
釈
に
つ
い
て
国
際
法
協
会
が
一
九
三
四
年
九
月
一
〇
日
に
開
催
し
た
ブ
ダ
ペ
ス
ト
会
議

で
採
択
さ
れ
た
ブ
ダ
ペ
ス
ト
決
議
で
は
、
戦
争
の
み
な
ら
ず
、
武
力
行
使
も
不
戦
条
約
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た19

）。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
っ
て
法
的
意
味
で
の
戦
争
の
み
な
ら
ず
武
力
行
使
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
法
的
意
味
で
の
戦
争
を
構
成
し
な
い
武
力
行
使
は
合
法
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
主
張
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下

で
も
、
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
の
武
力
行
使
は
不
戦
条
約
に
違
反
し
な
い
と
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
満
州
事
変
に
お
け
る
日
本
の
中

国
で
の
武
力
行
使
も
、
自
衛
権
に
よ
り
正
当
化
が
試
み
ら
れ
た
。
以
下
で
は
、
日
本
の
自
衛
権
の
主
張
を
詳
し
く
み
た
後
で
、
そ
の
主
張
は

国
際
連
盟
そ
し
て
諸
国
に
よ
っ
て
妥
当
な
も
の
だ
と
さ
れ
た
の
か
否
か
を
検
討
す
る
。
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第
二
節

日
本
政
府
の
見
解

柳
条
湖
事
件
が
関
東
軍
の
計
画
的
行
動
で
あ
っ
た
可
能
性
は
、
在
奉
天
林
総
領
事
よ
り
幣
原
外
相
宛
に
一
九
三
一
年
九
月
一
九
日
に
は
既

に
知
ら
さ
れ
て
い
た
が20

）、
日
本
政
府
は
、
日
本
軍
の
行
動
が
自
衛
権
の
行
使
で
あ
っ
た
と
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。
政
府
は
、
同
年
九
月
二

四
日
に
発
表
さ
れ
た
「
満
洲
事
変
に
関
す
る
政
府
第
一
次
声
明
」
に
お
い
て
、
柳
条
湖
事
件
に
つ
い
て
の
公
式
な
説
明
を
行
っ
た
。
そ
の
声

明
で
は
、
中
国
軍
隊
の
一
部
が
「
南
満
州
鉄
道
の
線
路
を
破
壊
し
我
守
備
隊
を
襲
撃
」
し
た
と
い
う
事
実
関
係
を
前
提
と
し
た
上
で
、
日
本

軍
の
兵
力
の
総
計
が
一
万
四
百
を
超
え
な
い
の
に
対
し
て
、
そ
の
四
辺
に
二
二
万
の
中
国
軍
が
い
た
た
め
に
事
態
が
急
迫
し
て
い
た
、
そ
し

て
帝
国
臣
民
が
重
大
な
不
安
の
状
態
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、

機
先
を
制
し
て
危
険
の
原
因
を
艾
徐
す
る21

）」
必
要
が
あ
っ
た
と

主
張
さ
れ
た
。
ま
た
、
長
春
か
ら
吉
林
に
部
隊
を
出
動
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は22

）、
軍
事
占
領
を
行
う
た
め
で
は
な
く
、

満
鉄
に
対

す
る
側
面
よ
り
の
脅
威
を
除
」
こ
う
と
し
た
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
目
的
を
達
し
た
ら
、
出
動
部
隊
は
長
春
に
帰
還
す
る
は
ず

で
あ
る
と
付
言
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
柳
条
湖
事
件
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
満
鉄
付
属
地
外
へ
の
出
兵
は
、
中
国
軍
か
ら
の
（
潜
在
的
）
攻

撃
か
ら
、
自
国
民
そ
し
て
「
自
国
並
自
国
臣
民
の
正
当
に
共
有
す
る
権
利
利
益
」
で
あ
る
鉄
道
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
、
と

い
う
の
が
政
府
の
主
張
で
あ
っ
た23

）。
自
衛
権
と
い
う
用
語
は
、
こ
こ
で
は
直
接
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
本
政
府
は
、
不
戦
条
約
の
批

准
過
程
よ
り
、
自
国
民
保
護
の
た
め
の
出
兵
や
満
蒙
に
お
け
る
日
本
の
権
益
擁
護
が
自
衛
権
の
範
囲
で
あ
る
と
主
張
し
う
る
と
い
う
見
解
を

持
っ
て
い
た
し24

）、
以
後
の
日
本
の
主
張
の
中
で
、
た
び
た
び
、
自
国
の
行
動
は
自
衛
権
と
し
て
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。

同
年
一
〇
月
八
日
の
錦
州
爆
撃
に
つ
い
て
は
、
一
〇
月
一
二
日
の
国
際
連
盟
理
事
長
へ
宛
て
た
回
答
の
中
で
、
日
本
軍
の
爆
撃
自
体
は

「
偵
察
に
赴
い
た
日
本
軍
飛
行
機
が
中
国
軍
隊
の
狙
撃
を
受
け
た
結
果
之
に
対
抗
」
し
た
「
自
衛
的
反
撃
」
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る25

）。

ま
た
、
付
属
地
外
に
お
け
る
軍
隊
は
「
南
満
州
鉄
道
の
安
全
及
び
同
地
方
に
於
け
る
帝
国
臣
民
の
生
命
財
産
の
安
全
が
確
保
」
さ
れ
る
な
ら

ば
こ
れ
を
付
属
地
内
に
復
帰
さ
せ
る
方
針
を
示
し
、
付
属
地
外
へ
の
軍
隊
の
出
兵
は
南
満
州
鉄
道
の
保
護
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
柳
条
湖
事
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件
直
後
と
同
様
の
説
明
に
加
え
て
、
自
国
民
の
生
命
財
産
保
護
も
軍
隊
の
駐
屯
の
根
拠
と
し
た26

）。
こ
の
自
国
民
の
生
命
財
産
が
、
中
国
各
地

に
お
け
る
排
日
運
動
に
よ
っ
て
も
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
撤
兵
が
困
難
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
後
、
満
州
鉄
道
付
属
地
か
ら
撤
兵
で
き
な
い
理
由
と
し
て
、
排
日
運
動
か
ら
日
本
人
の
生
命
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

一
〇
月
一
八
日
よ
り
送
付
さ
れ
た
上
述
の
同
文
通
牒27

）に
対
し
て
、
日
本
政
府
は
、
一
〇
月
二
二
日
付
の
回
答
に
お
い
て
、
日
本
が
不
戦
条

約
上
の
責
任
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る
と
述
べ
た
後
で
、
し
か
し
、
九
月
一
八
日
以
来
の
軍
事
行
動
は
、
中
国
軍
隊
お
よ
び
兵
匪
の
無
法
な

攻
撃
に
対
し
て
、
軍
自
身
を
防
衛
し
、
か
つ
南
満
州
鉄
道
お
よ
び
帝
国
臣
民
の
生
命
財
産
を
保
護
す
る
必
要
に
基
づ
い
た
も
の
に
他
な
ら
な

い
と
す
る28

）。

一
〇
月
二
六
日
に
発
表
さ
れ
た
「
満
州
事
変
に
関
す
る
政
府
第
二
次
声
明29

）」
で
も
、
満
州
事
変
は
、

中
国
軍
憲
の
挑
発
的
行
動
に
起
因
」

す
る
と
繰
り
返
し
て
お
り
、
ま
た
、
日
本
軍
が
満
鉄
付
属
地
外
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
帝
国
臣
民
の
生
命
財
産
の
保
護
の
た

め
」
や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
っ
た
と
い
う
従
来
通
り
の
説
明
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

一
九
三
二
年
一
月
の
上
海
事
変
に
際
し
て
も
、
中
国
軍
（
便
衣
隊
）
が
日
本
軍
を
手
榴
弾
で
攻
撃
し
、
正
規
兵
が
日
本
軍
に
砲
火
を
浴
び

せ
た
た
め
に
、
日
本
軍
が
こ
れ
に
応
戦
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
く
な
り
、
そ
れ
は
、

日
本
人
な
ら
び
に
支
那
人
を
も
含
む
外
国
人
の
生

命
財
産
の
保
護
の
為
の
緊
急
時
に
お
け
る
自
衛
行
為
で
あ
る30

）」
と
の
上
海
総
領
事
の
声
明
が
連
盟
理
事
会
に
て
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
三
二
年
一
一
月
一
八
日
の
「
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
に
対
す
る
帝
国
政
府
意
見
書31

）」
に
お
い
て
、
日
本
の
主
張
が
包
括
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
自
衛
権
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
自
衛
権
の
自
己
解
釈
権32

）を
有
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
九
月

一
八
日
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
将
校
の
み
が
、
日
本
軍
の
行
動
が
自
衛
措
置
で
あ
っ
た
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う33

）。

ま
た
、
自
衛
権
の
保
護
法
益
は
在
外
自
国
民
の
生
命
財
産
の
み
な
ら
ず
、
極
東
に
お
け
る
日
本
の
地
位
（th

e w
h
o
le p

o
sitio

n o
f Ja

p
a
n

 
in th

e F
a
r E

a
st

）
も
含
む
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
自
衛
の
手
段
に
つ
い
て
は
、
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
利
益
の
重
要
性
に
よ
っ
て
変
わ
る
と
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い
う
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
う
る34

）。

以
上
の
よ
う
に
、
柳
条
湖
事
件
か
ら
始
ま
る
中
国
領
土
に
お
け
る
日
本
軍
の
一
連
の
行
動
は
、
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
合
法
で
あ
る
と
の

主
張
が
な
さ
れ
た
。
自
衛
権
の
先
行
行
為
は
、
中
国
軍
、
そ
し
て
排
日
運
動
や
兵
匪
な
ど
に
よ
る
中
国
に
お
け
る
日
本
の
権
益
や
日
本
人
の

生
命
財
産
の
侵
害
で
あ
る
。
自
衛
権
の
保
護
法
益
は
、
日
本
軍
や
日
本
人
の
生
命
財
産
が
主
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
の
権
益
、
そ
し

て
、
極
東
に
お
け
る
日
本
の
地
位
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
自
衛
権
の
先
行
行
為
の
主
体
は
、
攻
撃
を
加
え
る
中
国
軍
あ
る
い
は
排
日
行

動
を
容
認
す
る
中
国
で
あ
り
、
自
衛
権
の
行
使
の
対
象
も
中
国
自
体
で
あ
る
と
捉
え
う
る
。
た
だ
し
、
排
日
運
動
の
主
体
が
主
と
し
て
私
人

で
あ
る
こ
と
や
兵
匪
も
侵
害
行
為
を
行
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
私
人
の
行
動
に
よ
る
自
国
民
の
生
命
財
産
や
自

国
の
権
益
の
侵
害
に
対
し
て
、
そ
の
侵
害
を
自
ら
排
除
す
る
と
い
う
こ
と
も
自
衛
権
の
内
容
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
な
い
と
解
し
う
る
。
自
衛

の
手
段
に
つ
い
て
は
、
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
利
益
の
重
要
性
に
よ
っ
て
変
わ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
自
衛
権
を
行
使
す
る
国
家
が

自
己
解
釈
権
を
持
つ
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

第
三
節

国
際
連
盟
お
よ
び
諸
国
家
の
自
衛
権
解
釈

日
本
は
以
上
の
よ
う
に
自
衛
権
の
主
張
を
し
た
が
、
国
際
連
盟
お
よ
び
諸
国
家
は
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
自
衛
権
に
関
連
し
て
展
開
さ
れ
た
議
論
を
分
析
し
、
国
際
連
盟
お
よ
び
諸
国
家
の
自
衛
権
解
釈
を
検
討
す
る
。

一

国
際
連
盟

（
一
）
満
州
事
変
勃
発
直
後

一
九
三
一
年
九
月
三
〇
日
に
、
国
際
連
盟
理
事
会
は
全
会
一
致
で
決
議
を
採
択
し
、
日
本
政
府
は
日
本
臣
民
の
生
命
の
安
全
お
よ
び
財
産

（法政研究78-４- ）10 1082
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の
保
護
が
有
効
に
確
保
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
軍
隊
を
鉄
道
付
属
地
内
に
撤
退
さ
せ
る
た
め
に
す
で
に
開
始
さ
れ
た
撤
退
を
で
き
る
だ
け
す
み

や
か
に
続
行
す
る
、
と
い
う
日
本
代
表
の
声
明
を
了
承
し
て
い
た
（

35
）

n
o
tes

）。
国
際
連
盟
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
段
階
で
は
、
日
本

の
行
動
が
自
国
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
の
た
め
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
了
承
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
際
連

盟
が
自
国
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
を
了
承
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
「
自
衛
権
」
の
行
使
と
し
て
認
め
う
る
と
の
見
地
か
ら
の

了
承
で
あ
っ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い36

）。

（
二
）
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
と
一
九
人
委
員
会37

）報
告
書
の
採
択

一
九
三
一
年
一
二
月
一
〇
日
の
決
議
に
基
づ
い
て
、
一
九
三
二
年
一
月
一
四
日
に
任
命
さ
れ
た
、
日
支
紛
争
に
関
す
る
国
際
連
盟
調
査
委

員
会
（
い
わ
ゆ
る
リ
ッ
ト
ン
調
査
団38

））
が
、
同
年
二
月
二
九
日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
現
地
で
調
査
を
行
い
、
そ
の
報
告
書
が
一
九
三
二
年
九

月
四
日
に
署
名
さ
れ
、
一
〇
月
二
日
に
国
際
連
盟
諸
国
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
に
通
達
さ
れ
た
。

そ
の
報
告
書
に
お
い
て
は
、

九
月
一
八
日
午
後
一
〇
時
よ
り
一
時
半
の
間
に
鉄
道
線
路
上
も
し
く
は
そ
の
付
近
に
お
い
て
爆
発
が
あ
っ

た
の
は
疑
い
が
な
い
が
、
鉄
道
に
対
す
る
損
害
は
あ
っ
た
と
し
て
も
長
春
か
ら
の
南
行
列
車
の
定
刻
到
着
を
妨
げ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
だ
け
で
は
軍
事
行
動
を
正
当
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
同
日
夜
に
お
け
る
日
本
軍
の
軍
事
行
動
は
正
当
な
自
衛
手
段
と
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い39

）」
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
の
自
衛
権
の
主
張
は
退
け
ら
れ
た40

）。
し
か
し
、
自
衛
権
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
行
為
が
存
在
し
な
か
っ
た

と
判
断
し
た
の
か
あ
る
い
は
均
衡
性
を
欠
い
て
い
た
と
判
断
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
こ
の
報
告
書
の
み
か
ら
結
論
を
導
く
こ
と
は
困
難
で
あ

る41
）。

も
っ
と
も
、
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
の
中
で
は
、
日
本
が
「
領
域
外
」
に
お
い
て
日
本
の
「
権
益
」
を
擁
護
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
「
自
国

民
の
生
命
財
産
」
保
護
の
た
め
に
自
衛
権
を
行
使
し
た
と
い
う
主
張
に
対
す
る
批
判
は
見
当
た
ら
な
い
。

一
九
三
三
年
二
月
二
四
日
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
一
九
人
委
員
会
が
作
成
し
た
報
告
書
が
、
国
際
連
盟
総
会
に
お
い

て
賛
成
四
二
カ
国
、
反
対
一
（
日
本
）、
棄
権
一
（
シ
ャ
ム
）
で
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
と
同
様
、

九
月
一
八
日
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か
ら
一
九
日
に
わ
た
る
夜
に
現
場
に
い
た
日
本
将
校
は
、
自
衛
の
た
め
行
動
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
可
能
性
は
排
除
し
な
い
が
、
奉
天
お

よ
び
そ
の
他
の
満
州
各
地
に
お
い
て
と
ら
れ
た
日
本
軍
の
軍
事
行
動
は
自
衛
の
措
置
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
紛
争
の
全
期

間
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
た
日
本
の
軍
事
措
置
も
全
体
と
し
て
は
自
衛
の
措
置
と
み
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い42

）」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
報
告
書
で
あ
る
た
め
に
当
然
と
も
い
え
る
が
、
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
と
同
様
、
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
結
論
に
達
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
い
か
な
る
説
明
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
か
ら
も
一
九
人
委
員
会
の
報
告
書
か
ら
も
、
自
衛
権
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
満
州
事
変
に
お
け
る
日
本
の
自
衛
権
行
使
に
つ
い
て
、
国
際
連
盟
総
会
の
場
で
そ
の
違
法
性
が

認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
自
衛
権
に
つ
い
て
の
自
己
解
釈
権
が
否
定
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二

諸
国
家

国
際
連
盟
に
お
け
る
英
仏
な
ど
の
大
国43

）は
、
満
州
事
変
勃
発
当
初
、
国
際
連
盟
に
お
い
て
日
本
に
対
し
て
好
意
的
態
度
を
示
し
て
い
た
と

さ
れ
る44

）。
ア
メ
リ
カ
の
ス
チ
ム
ソ
ン
国
務
長
官
は
錦
州
事
件
後
、
態
度
を
硬
化
さ
せ
、
錦
州
に
お
い
て
日
本
人
に
対
す
る
攻
撃
が
あ
っ
た
と

い
う
報
告
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
日
本
に
対
し
て
強
調
し
て
い
た45

）。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
府
関
係
者
は
、
日
本
人
の
生
命
お
よ
び
財
産
の

保
護
の
た
め
、
日
本
軍
は
即
座
に
撤
兵
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
理
解
を
示
し
て
い
た46

）。
こ
の
こ
と
は
、
大
国
が
、
領
域
外
に
お
け
る
自

国
民
や
権
益
保
護
の
た
め
の
行
動
は
容
認
さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
「
自
衛
権
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る

と
解
し
て
い
た
の
か
は
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い47

）。

た
だ
し
、
不
戦
条
約
の
批
准
過
程
に
お
け
る
議
論
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
は
自
国
領
土
外
に
お
け
る
自
国
民
や
利
益
を
守
る

こ
と
を
も
自
衛
権
の
内
容
と
捉
え
て
い
た
か
ら48

）、
領
土
外
に
お
け
る
自
国
民
や
権
益
保
護
の
た
め
の
自
衛
権
行
為
と
い
う
日
本
の
主
張
を
容

認
し
て
い
た
も
の
と
捉
え
う
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
不
戦
条
約
の
交
渉
過
程
で
、
重
要
な
利
害
関
係
を
も
つ
特
定
の
地
域
に
つ
い
て
の
自
衛
権
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を
留
保
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
そ
の
地
域
に
対
す
る
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と49

）、
イ
ギ
リ
ス
が
日
本
に
対

し
て
理
解
を
示
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
、
中
国
に
対
す
る
他
国
か
ら
の
攻
撃
が
存
在
し
な
い
本
件
で
の
日
本
の
主
張
を
た
だ
ち
に
容

認
す
る
こ
と
に
は
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

国
際
連
盟
の
中
で
日
本
に
対
す
る
批
判
を
主
導
し
た
の
が
ペ
ル
ー
等
の
小
国
で
あ
っ
た
。
日
本
の
行
動
が
均
衡
性
を
欠
い
て
い
た
、
あ
る

い
は
自
衛
権
を
行
使
す
る
た
め
の
急
迫
性
が
な
か
っ
た
と
い
う
批
判
も
見
ら
れ
た
が50

）、
そ
も
そ
も
、
自
国
民
の
生
命
財
産
保
護
の
た
め
に
他

国
の
領
土
に
侵
入
し
え
な
い
と
す
る
見
解
も
多
く
見
ら
れ
た
。
一
九
三
一
年
一
二
月
一
〇
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
ペ
ル
ー
代
表
は
、
弱
国

の
生
存
と
権
利
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
四
原
則
を
挙
げ
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
自
国
民
の
生
命
財
産
の
保
護
を
確
保
す
る
た
め
に
あ
る
国

が
有
す
る
権
利
は
、
他
の
国
の
主
権
を
尊
重
し
た
う
え
で
行
使
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
い
か
な
る
国
も
こ
の
保
護
を
行
う
た
め
に
警
察
行
為

実
行
の
目
的
を
以
っ
て
他
の
国
の
領
土
に
軍
隊
を
派
遣
す
る
権
利
を
有
さ
な
い
と
声
明
し
た51

）。
こ
の
よ
う
に
、
ペ
ル
ー
は
、
自
国
民
の
生
命

財
産
の
保
護
の
た
め
で
あ
っ
て
も
、
他
国
の
領
土
に
軍
隊
を
派
遣
し
え
な
い
と
解
し
て
い
た
。
こ
の
四
原
則
は
、
後
の
国
際
連
盟
内
で
の
満

州
事
変
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
支
持
を
集
め
た52

）。

当
時
の
小
国
の
議
論
を
見
る
と
、
自
国
民
の
生
命
財
産
保
護
の
た
め
に
他
国
領
土
内
で
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
立

場
を
と
る
国
家
が
多
い
。
パ
ナ
マ
は
、
国
家
主
権
は
、
他
国
の
自
国
民
を
保
護
す
べ
き
国
の
権
利
の
行
使
に
対
す
る
限
界
と
な
る
と
し
た53

）。

サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
は
、
国
際
連
盟
総
会
が
、
自
国
民
の
保
護
そ
の
他
の
い
か
な
る
理
由
が
あ
れ
、
領
域
不
可
侵
と
そ
の
必
然
的
な
コ
ロ
ラ
リ
ー

と
し
て
の
不
干
渉
主
義
を
宣
言
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た54

）。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
他
国
の
領
土
に
出
兵
し
、
軍
事
行
動
を
行

う
こ
と
は
連
盟
規
約
及
び
不
戦
条
約
に
違
反
す
る
と
述
べ
た
後
に
、
現
在
の
事
態
の
ご
と
く
自
衛
の
観
念
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
と
、
国
際

秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
も
述
べ
て
い
る55

）。
エ
ス
ト
ニ
ア
代
表
も
、
兵
力
の
派
遣
お
よ
び
他
国
領
土
の
占
領
が
正

当
防
衛
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
広
い
解
釈
を
承
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
る56

）。

満
州
事
変
を
め
ぐ
る
国
際
連
盟
に
お
け
る
議
論
の
中
か
ら
、
当
時
の
小
国
の
自
衛
権
解
釈
を
詳
細
に
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
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く
と
も
、
次
の
よ
う
に
解
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
衛
権
は
、
例
え
自
国
民
の
生
命
財
産
保
護
の
た
め
で

あ
っ
て
も
他
国
の
領
域
に
お
い
て
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
捉
え
ら
れ
て
い
た57

）。

ま
た
、
自
己
解
釈
権
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
が
見
ら
れ
る
。
国
際
連
盟
特
別
総
会
で
の
ギ
リ
シ
ャ
代
表
の
発
言58

）の
中
に
は
、
自

衛
措
置
を
採
用
す
る
国
家
は
、
そ
の
行
動
に
つ
い
て
他
国
が
議
論
す
る
こ
と
を
回
避
で
き
ず
、
国
際
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
に
関
し
て
は
理
事
会

か
総
会
の
絶
対
的
評
価
に
服
す
る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
規
則
が
我
々
の
法
的
実
行
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
っ
て
本
件
で
は
総
会
は
こ
れ
を
無
視

し
え
な
い
、
と
い
う
主
張
が
見
ら
れ
る59

）。

第
二
章

一
九
三
〇
年
代
前
半
か
ら
中
葉
ま
で
の
国
際
法
学
者
の
自
衛
権
理
論
と
満
州
事
変
に
対
す
る
評
価

満
州
事
変
に
対
す
る
諸
国
家
の
対
応
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て60

）の
、
欧
米
そ
し
て

日
本
の
国
際
法
学
者
の
自
衛
権
理
論
お
よ
び
満
州
事
変
に
対
す
る
法
的
評
価
を
分
析
し
、
当
時
の
国
際
法
学
者
が
自
衛
権
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。

第
一
節

欧
米

本
節
で
は
、
ま
ず
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て
の
欧
米
の
国
際
法
学
者
の
自
衛
権
理
論
を
検
討
し
た
後
で
、
欧
米
の
国
際

法
学
者
達
が
、
満
州
事
変
を
法
的
に
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
す
る
。
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一

自
衛
権
理
論

満
州
事
変
に
お
い
て
は
、
中
国
に
よ
っ
て
日
本
の
領
土
に
対
す
る
侵
略
は
行
わ
れ
て
は
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
自
衛
権
の
行
使
と
し
て

侵
略
に
対
す
る
防
衛
戦
争
が
行
わ
れ
た
事
例
で
は
な
い
。
日
本
は
、
満
蒙
に
お
け
る
自
国
の
権
益
や
自
国
民
の
生
命
財
産
、
そ
し
て
極
東
に

お
け
る
日
本
の
地
位
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
中
国
に
お
い
て
自
衛
権
を
行
使
し
う
る
と
主
張
し
て
い
た
。
自
国
領
域
外
で
自
国
の
権
益
や
自

国
民
の
生
命
財
産
を
守
る
こ
と
を
、
欧
米
の
国
際
法
学
者
は
自
衛
権
の
内
容
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
三
〇
年
代
の
欧
米
の
国

際
法
学
者
は
、
領
域
外
に
お
け
る
自
国
民
の
生
命
財
産
の
保
護
、
そ
し
て
自
国
権
益
の
擁
護
が
、
自
衛
権
の
行
使
と
認
め
ら
れ
る
と
捉
え
て

い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
一
九
三
〇
年
代
に
欧
米
の
国
際
法
学
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
著
作
の
中
に
現
れ
る
自
衛
権

理
論
を
検
討
す
る
。

結
論
か
ら
い
う
と
、
こ
の
時
期
の
国
際
法
学
者
の
自
衛
権
理
論
は
極
め
て
多
様
で
あ
り
、
一
つ
の
説
が
支
持
を
集
め
て
い
た
と
い
う
よ
う

な
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
自
衛
権
の
先
行
行
為
や
保
護
法
益
に
着
目
す
る
と
、
彼
ら
の
自
衛
権
理
論
は
、
大
き
く
い
う
と
次
の
よ

う
な
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
第
一
に
、
ジ
ロ
ー
（G
ira
u
d

）
の
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
進
展
し
た
実
定
国
際
法
に
よ
る
「
戦
争
の
違
法
化
」
を
受
け

て
、
自
衛
権
を
、
自
国
領
土
へ
向
け
ら
れ
た
違
法
な
侵
略
や
攻
撃
が
あ
る
場
合
に
、
違
法
と
な
っ
た
戦
争
を
許
す
概
念
で
あ
る
と
い
う
よ
う

に
、
自
衛
権
の
内
容
を
極
め
て
制
限
的
に
解
す
る
国
際
法
学
者
が
見
ら
れ
る61

）。
こ
の
よ
う
な
国
際
法
学
者
は
、
侵
略
や
攻
撃
以
外
の
手
段
に

よ
る
権
利
侵
害
に
対
し
て
、
ま
た
、
国
家
の
経
済
的
損
害
や
国
民
へ
の
損
害
が
存
在
す
る
場
合
に
、
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
否
定
し
て

い
る62

）。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
国
際
法
学
者
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
衛
権
を
自
助
と
し
て
捉
え
る
者
が
存
在
し
た
。
彼
ら
に
よ

る
と
、
自
衛
権
は
、
他
国
に
よ
る
違
法
な
権
利
侵
害
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
権
利
を
実
現
す
る
た
め
に
、
本
来
違
法
な
措
置
を
と
る
こ
と
を

許
す
概
念
だ
と
さ
れ
る63

）。
こ
の
よ
う
な
自
衛
権
は
国
家
の
第
一
義
的
権
利
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
実
証
主
義
者
に
多
く
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見
ら
れ
る
よ
う
に
、
伝
統
的
に
自
助
が
許
さ
れ
た
国
際
社
会
に
お
い
て
は
自
衛
権
は
独
立
し
た
存
在
意
義
を
持
た
な
い
が
、
第
一
次
世
界
大

戦
後
に
戦
争
が
制
限
な
い
し
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
衛
権
は
、
自
助
と
し
て
戦
争
を
す
る
こ
と
の
違
法
性
を
阻
却
す
る
概
念
と
な

る
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
前
者
の
説
を
と
る
と
、
正
当
化
さ
れ
る
の
は
本
来
違
法
な
措
置
で
あ
り
、
後
者
の
説
に
よ
る

と
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
禁
止
さ
れ
た
戦
争
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
両
者
と
も
自
衛
権
を
自
助

と
し
て
捉
え
る
点
で
は
一
致
す
る
。
そ
し
て
、
自
衛
権
は
権
利
侵
害
を
自
国
に
対
し
て
行
う
国
家
に
対
し
て
権
利
保
護
の
た
め
に
行
使
し
う

る
と
広
く
解
す
る64

）。

第
三
に
、
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
（B

rierly

）
の
よ
う
に
、
ホ
ー
ル
（H

a
ll

）
な
ど
が
主
張
す
る
自
己
保
存
権
が
法
的
権
利
で
あ
る
こ
と
を
否

定
す
る
一
方
で
自
衛
権
は
法
的
権
利
で
あ
る
と
認
め65

）、
自
国
の
安
全
を
脅
か
す
他
国
の
違
法
行
為
に
対
し
て
、
本
来
違
法
な
措
置
を
と
る
こ

と
を
許
す
概
念
だ
と
捉
え
る
国
際
法
学
者
が
見
ら
れ
た66

）。
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
は
、
単
に
国
家
の
利
益
や
そ
の
国
民
、
正
当
な
権
利
を
守
る
た
め

に
力
に
訴
え
る
こ
と
は
、
自
衛
権
の
内
容
に
含
ま
れ
て
い
な
い
と
解
す
る67

）。

第
四
に
、
以
上
の
国
際
法
学
者
が
他
国
の
違
法
行
為
を
自
衛
権
行
使
の
要
件
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
っ
て
も
、

伝
統
的
に
先
行
行
為
が
必
ず
し
も
違
法
で
な
く
と
も
他
国
の
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
を
許
す
と
さ
れ
て
い
た
自
己
保
存
権
と
、
自
衛
権
と
を

明
確
に
区
別
し
な
い
国
際
法
学
者
も
依
然
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
自
衛
権
は
先
行
行
為
の
違
法
性
を
必
ず
し
も
前
提
と
し
な
い

も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
正
当
化
さ
れ
る
手
段
も
戦
争
に
限
ら
な
い
と
す
る68

）。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
自
衛
権
を
広
く
解
す
る
国
際
法
学
者
で

あ
っ
て
も
、
在
外
自
国
民
の
保
護
を
認
め
る
か
、
ま
た
法
益
一
般
を
守
る
た
め
の
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
見

解
の
一
致
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
在
外
自
国
民
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
そ
の
た
め
の
自
衛
権
行
使
を
否
定
す
る
者
が
存
在
し
た
一
方
で69

）、
こ

の
時
期
の
多
く
の
国
際
法
学
者
は
、
在
外
自
国
民
の
保
護
が
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
特
に
そ
れ
が
「
自
衛

権
」
の
行
使
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
捉
え
る
者
も
い
た70

）。
ま
た
、
法
益
一
般
を
守
る
た
め
の
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
な
い
者
も
存
在
し
た
一

方
で71

）、
国
際
法
学
者
の
中
に
は
、
先
行
違
法
行
為
が
存
在
し
な
く
と
も
、
国
家
の
重
大
な
利
益
に
対
す
る
侵
害
や
そ
の
脅
威
が
あ
る
場
合
に
、
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そ
の
重
大
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
解
釈
す
る
者
も
い
た72

）。
そ
の
場
合
、
自
衛
権
は
復

仇
と
は
異
な
り
先
行
行
為
が
違
法
性
を
帯
び
な
い
場
合
に
行
使
し
う
る
と
み
な
す
者
と73

）、
先
行
行
為
が
違
法
性
を
帯
び
な
い
こ
と
を
必
ず
し

も
自
衛
権
の
要
件
と
は
し
な
い
者
と
に
分
か
れ
て
い
た74

）。

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
国
際
法
学
者
の
自
衛
権
理
論
は
極
め
て
多
様
で
あ
り
、
自
衛
権
の
先
行
行
為
、
保
護
法
益
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
る
か
に
つ
い
て
の
一
致
し
た
見
解
は
な
く
、
在
外
自
国
民
の
保
護
の
た
め
あ
る
い
は
法
益
侵
害
に
対
し
て
自
衛
権
を
行
使
し
う
る

か
に
つ
い
て
の
見
解
は
分
か
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
国
際
法
学
者
が
、
自
衛
権
に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
な
手
段
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

自
衛
権
と
し
て
と
り
う
る
手
段
は
、
先
行
行
為
の
主
体
お
よ
び
自
衛
権
行
使
の
対
象
に
よ
り
異
な
る
と
す
る
論
者
も
存
在
し
た75

）。
す
な
わ
ち
、

先
行
行
為
の
主
体
も
そ
の
対
象
も
国
家
で
あ
る
場
合
、
防
衛
戦
争
と
な
る
が
、
先
行
行
為
の
主
体
も
自
衛
権
行
使
の
対
象
も
私
人
の
場
合
は
、

戦
争
に
至
ら
な
い
自
衛
行
為
と
な
る
と
い
う
よ
う
に
区
別
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
多
く
の
国
際
法
学
者
は
そ
の
よ
う
な
区
別
を

し
て
お
ら
ず
、
自
衛
権
の
先
行
行
為
の
主
体
や
そ
の
行
使
対
象
と
、
正
当
化
さ
れ
る
手
段
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
そ
の
詳
細
を
論
じ
て
い

な
い
こ
と
の
方
が
多
い
。
例
え
ば
、
カ
ウ
フ
マ
ン
（K

a
u
fm
a
n
n

）
は
、
正
当
防
衛
権76

）は
国
際
法
に
違
反
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
許
す
と

解
し
、
そ
の
よ
う
な
措
置
に
は
、
領
土
の
占
領
、
平
和
的
封
鎖
に
ま
で
至
る
軍
事
的
措
置
、
そ
し
て
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
も
含
む
と
解
し
て

い
た
が77

）、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
な
手
段
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
論
じ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
国
際
法
学
者
は
、

自
衛
権
に
基
づ
い
て
「
国
際
法
に
違
反
す
る
措
置
」
を
と
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
と
捉
え
た
上
で
、

国
際
法
に
違
反
す
る
措
置
」
の
中
に
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
違
法
化
さ
れ
た
「
戦
争
」
を
含
め
て
解
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
戦
間
期
の
多
く
の
国
際

法
学
者
は
、
自
衛
権
に
基
づ
い
て
許
容
さ
れ
る
の
は
戦
争
も
含
ん
だ
「
国
際
法
に
違
反
す
る
措
置
」
で
あ
る
と
捉
え
る
が
、
自
衛
権
の
先
行

行
為
の
主
体
や
そ
の
行
使
対
象
と
、
正
当
化
さ
れ
る
手
段
と
の
対
応
関
係
を
論
じ
て
い
な
い
。
自
衛
権
に
基
づ
い
て
何
が
正
当
化
さ
れ
る
と

み
な
す
か
と
い
う
こ
と
は
、
自
衛
権
の
均
衡
性
の
捉
え
方
に
依
存
し
て
い
た
と
い
え
る78

）。
も
っ
と
も
、
現
実
に
は
、
先
行
行
為
の
主
体
が
国
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家
で
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
が
私
人
で
あ
る
場
合
と
比
較
す
る
と
、
先
行
行
為
が
侵
略
な
ど
重
大
な
も
の
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
し
た
が
っ

て
自
衛
権
の
手
段
も
防
衛
戦
争
と
な
り
や
す
い
。
ま
た
、
先
行
行
為
の
主
体
が
私
人
で
あ
る
場
合
は
先
行
行
為
が
国
家
に
よ
る
も
の
と
比
べ

て
よ
り
軽
微
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
と
ら
れ
る
手
段
も
防
衛
戦
争
と
い
う
形
を
と
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う

こ
と
は
予
測
で
き
る
。
し
か
し
、
先
行
行
為
の
主
体
や
自
衛
権
行
使
の
対
象
と
自
衛
権
の
手
段
と
が
対
応
す
る
と
捉
え
て
い
な
い
者
の
方
が

多
い
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
日
本
政
府
や
日
本
の
国
際
法
学
者
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
対
応
関
係
が
あ
る
と
捉
え
て
は
い
な
か
っ
た
。

二

満
州
事
変
に
対
す
る
評
価

次
に
、
欧
米
の
国
際
法
学
者
に
よ
る
満
州
事
変
の
評
価
を
検
討
す
る
。
本
節
一
で
挙
げ
た
国
際
法
学
者
の
多
く
は
、
満
州
事
変
に
対
し
て

の
法
的
評
価
を
し
て
い
な
い79

）。
そ
の
他
の
欧
米
の
学
者
で
も
、
満
州
事
変
に
対
し
て
の
法
的
評
価
を
し
て
い
る
者
は
多
く
は
な
い
が80

）、
以
下

で
は
、
欧
米
の
学
者
の
中
で
、
満
州
事
変
に
つ
い
て
の
法
的
評
価
を
し
た
者
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
が
自
衛
権
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

を
検
討
す
る
。

満
州
事
変
に
つ
い
て
の
法
的
評
価
を
し
た
者
は
、
中
国
の
条
約
無
視
や
反
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
っ
た
が81

）、
日
本
の
軍

事
行
動
は
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
定
め
た
不
戦
条
約
第
二
条
に
違
反
す
る
と
評
価
す
る
。
そ
の
主
た
る
論
調
は
、
日
本
の
軍
事
行
動
が
均
衡

性
を
欠
く
と
い
う
こ
と
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自
衛
権
の
主
張
を
正
面
か
ら
否
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

マ
ロ
リ
ー
（M

a
llo
ry

）
は
、
日
本
の
行
動
は
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
約
束
し
て
い
る
不
戦
条
約
第
二
条
に
違
反
す
る
こ
と
は
疑
い
な

い
と
し
て
、
日
本
の
自
衛
権
の
主
張
を
黙
示
的
に
否
定
し
て
い
る
が82

）、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
は
議
論
し
て
い
な
い
。
マ
ク
マ

レ
ー
（M

a
cM

u
rra

y

）
は
、
日
本
の
軍
事
行
動
は
、
行
政
的
無
秩
序
と
無
責
任
と
い
う
状
況
に
お
け
る
日
本
人
の
生
命
と
利
益
の
保
護
と

い
う
目
的
で
の
干
渉
（in

terp
o
sitio

n

）
と
し
て
の
当
初
の
正
当
化
の
範
囲
を
た
だ
ち
に
超
え
、
大
規
模
な
軍
事
侵
略
に
な
っ
た
と
し
た83

）。
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マ
ク
マ
レ
ー
は
日
本
人
の
生
命
と
利
益
の
保
護
と
い
う
目
的
で
の
干
渉
は
許
容
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

干
渉
が
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
と
解
釈
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
。
コ
ー
ル
グ
ロ
ー
ブ
（C

o
leg
ro
v
e

）
は
、

国
際
法
に
よ
る
と
自
助
や
自
衛
権
に
先
行
し
て
一
定
の
手
続
き
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
解
釈
し
て
お
り
、
中
国
軍
に
よ
る
攻
撃
が
あ
っ
た
と

す
れ
ば
若
干
の
追
撃
が
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
錦
州
爆
撃
や
全
満
州
の
占
領
は
正
当
化
で
き
ず
、
日
本
は
紛
争
の
平
和
的
解
決

義
務
に
違
反
し
た
と
論
じ
て
お
り
、
日
本
軍
の
行
動
が
均
衡
性
を
欠
く
と
判
断
し
て
い
る84

）。
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
は
、
満
州
事
変
に
お
け
る
最
初

の
武
力
行
使
に
つ
い
て
の
真
の
見
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
後
の
軍
事
行
動
を
防
衛
措
置
と
は
み
な
し
難
い85

）と
し
て
、
日
本
の
軍
事

行
動
の
均
衡
性
に
疑
問
を
呈
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
欧
米
の
国
際
法
学
者
の
批
判
の
多
く
は
、
主
と
し
て
日
本
の
軍
事
行
動
が
均
衡
性
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
中
国
の
領
土
で
自
衛
権
の
行
使
を
し
た
こ
と
自
体
、
あ
る
い
は
日
本
人
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
と
い
っ
た
主
張
に
対

す
る
批
判
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
の
た
め
に
自
衛
権
を
行
使
し
う
る
と
捉
え
て

い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い86

）。
一
方
、
イ
ー
グ
ル
ト
ン
は
自
国
領
土
、
自
国
の
い
か
な
る
権
益
に
対
す
る
急
迫
し
た
脅
威
に
対
し
て

自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
も
不
戦
条
約
は
禁
止
し
て
い
な
い
と
し
て
、
日
本
の
主
張
を
擁
護
し
て
い
る87

）。

次
に
、
自
衛
権
の
自
己
解
釈
権
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
事
後
的
に
世
論
な
い
し
国
際
機
関
に
よ
っ
て
自
衛
権
の
合
法
性
が
判
断

さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
見
解
の
対
立
は
、
海
外
の
国
際
法
学
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
満
州
事
変
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
も
顕
著

に
現
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
一
九
三
〇
年
代
の
多
く
の
欧
米
の
国
際
法
学
者
は
、
自
己
解
釈
権
を
否
定
し
て
い
る88

）。
満
州
事
変
後
、
ア
メ

リ
カ
の
国
際
法
学
界
で
は
満
州
事
変
に
つ
い
て
の
関
心
が
非
常
に
高
く
、
そ
の
中
で
も
自
己
解
釈
権
を
め
ぐ
る
議
論
に
は
特
に
多
く
の
紙
面

が
割
か
れ
て
い
る
。

自
己
解
釈
権
を
否
定
す
る
の
は
ラ
イ
ト
（W

rig
h
t

）、
国
際
社
会
は
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
解
す
る
の
は
イ
ー
グ
ル
ト
ン
で
あ
り
、

自
己
解
釈
権
を
肯
定
す
る
の
は
ボ
ー
チ
ャ
ー
ド
（B

o
rch

a
rd

）
と
ブ
ラ
ウ
ン
（B

ro
w
n

）
で
あ
る
。
ラ
イ
ト
は
不
戦
条
約
締
結
時
と
同
様
、
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自
衛
権
の
自
己
解
釈
権
を
否
定
し
、
自
衛
権
を
正
当
化
す
る
「
必
要
性
（n

ecessities

）」
を
決
定
す
る
の
は
、
国
際
連
盟
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る89

）。
満
州
事
変
に
関
連
し
て
は
、
一
九
三
一
年
一
二
月
一
〇
日
の
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
を
設
置
し
た
国
際
連
盟
総
会
報
告
書
も
こ
の
よ

う
な
見
解
を
支
持
し
て
い
る
と
す
る90

）。
ま
た
、
イ
ー
グ
ル
ト
ン
は
、
国
家
の
個
別
的
判
断
に
代
わ
る
集
団
的
判
断
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
一
般
的
合
意
が
あ
り
、
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
進
歩
し
て
い
る
と
解
す
る91

）。
も
っ
と
も
、
彼
は
、
不
戦
条
約
が
侵
略
や
自

衛
の
定
義
を
し
て
お
ら
ず
そ
の
判
断
に
つ
い
て
国
家
に
完
全
な
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る92

）。
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
報
告

書
や
そ
れ
に
続
く
国
際
連
盟
の
行
動
を
高
く
評
価
す
る
学
者
も93

）、
自
己
解
釈
権
を
黙
示
的
に
否
定
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

他
方
で
、
不
戦
条
約
の
解
釈
に
照
ら
し
て
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
結
論
や
国
際
連
盟
理
事
会
の
ス
チ
ム
ソ
ン
通
牒
に
疑
問
を
唱
え
る
形
で

自
己
解
釈
権
を
肯
定
す
る
者
も
い
た
。
ボ
ー
チ
ャ
ー
ド
は
、
不
戦
条
約
締
結
当
初
か
ら
、
不
戦
条
約
に
は
法
的
効
力
が
な
い
と
主
張
し
続
け

て
い
た
が94

）、
一
九
三
三
年
の
ア
メ
リ
カ
国
際
法
学
界
雑
誌
上
の
「
戦
争
と
平
和
」
と
題
す
る
論
文
で
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、

自
国
が
自
衛
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
か
否
か
の
問
題
の
排
他
的
判
定
者
で
あ
る
こ
と
を
各
々
の
締
約
国
に
認
め
た
不
戦
条
約
に

日
本
が
違
反
す
る
と
い
う
結
論
に
至
る
前
に
、
リ
ッ
ト
ン
卿
が
ど
の
よ
う
な
議
論
を
聞
い
た
か
、
確
か
め
る
こ
と
に
関
心
が
あ
る95

）」
と
述
べ

て
お
り
、
ま
た
、
不
戦
条
約
に
反
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
結
果
を
承
認
し
な
い
と
い
う
主
義
に
対
し
て
は
、

署
名
国
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

た
よ
う
に
、
不
戦
条
約
は
ほ
と
ん
ど
破
り
得
な
い
と
い
う
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
や
や
奇
妙
で
あ
る96

）」
と
い
う
よ
う
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

ま
た
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
、

世
界
は
満
州
に
お
け
る
日
本
の
行
動
を
『
称
賛
（a

p
p
la
u
d

）』
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ケ
ロ
ッ
グ
は
、
条
約

の
受
諾
を
確
実
に
す
る
た
め
に
「
自
衛
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
が
必
要
な
状
況
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
各
々
の
国
家
の
み

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
は
譲
歩
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
日
本
が
こ
の
状
況
に
不
戦
条
約
は
適
用
で
き
な
い

と
主
張
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た97

）」
と
い
う
。
そ
し
て
、
ケ
ロ
ッ
グ
が
、
不
戦
条
約
を
「
効
力
の
な
い
（in

effectiv
e

）
も
の
に
し
た
」
の

み
な
ら
ず
、

戦
争
を
実
質
的
に
正
当
化
す
る
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
不
可
避
に
し
た98

）と
批
判
し
て
お
り
、
不
戦
条
約
は
結
局
は
、
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戦
争
を
違
法
化
す
る
効
力
を
持
た
な
い
の
み
か
、
む
し
ろ
戦
争
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
厳
し
い
評
価
を
し
て
い
る99

）。

以
上
の
よ
う
に
、
自
己
解
釈
権
を
明
示
的
あ
る
い
は
黙
示
的
に
否
定
す
る
者
が
い
た
一
方
で
、
国
家
が
自
己
解
釈
権
を
持
ち
う
る
こ
と
を

一
貫
し
て
主
張
し
、
日
本
が
自
己
解
釈
権
を
強
調
す
る
こ
と
の
方
が
筋
が
通
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
国
際
法
学
者
も
存
在
し
た
。

第
二
節

日
本

次
に
日
本
の
国
際
法
学
学
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
満
州
事
変
に
お
け
る
日
本
の
行
動
が
、
国
際
法
上
の
自
衛
権
の
合
法
的
な
行
使
で
あ

る
こ
と
を
主
張
し
た
代
表
的
な
国
際
法
学
者
は
、
立
作
太
郎
教
授
、
松
原
一
雄
教
授
で
あ
る100

）。
一
九
三
〇
年
代
前
半
か
ら
中
葉
に
お
け
る
こ

れ
ら
の
国
際
法
学
者
の
自
衛
権
理
論
は
、
不
戦
条
約
締
結
当
時
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
特
に
自
衛
権
の
保
護
法
益
を
よ
り
広
く
解
す

る
よ
う
に
な
る101

）。
こ
れ
に
対
し
、
満
州
事
変
に
お
け
る
日
本
の
軍
事
行
動
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
、
明
示
的
あ
る
い
は
黙
示
的
に
主
張
す
る

の
は
、
横
田
喜
三
郎
教
授
と
田
岡
良
一
教
授
で
あ
る
が
、
二
人
の
自
衛
権
理
論
は
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
各
論
者
の
満
州
事
変
に
対

す
る
法
的
評
価
を
検
討
し
た
後
で
、
そ
の
よ
う
な
評
価
が
各
々
の
ど
の
よ
う
な
自
衛
権
理
論
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る
。

一

満
州
事
変
に
対
す
る
評
価

立
教
授
は
、
本
件
は
国
際
法
上
合
法
な
自
衛
権
の
行
使
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
る
。
ま
ず
、
国
際
連
盟
規
約
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
立

教
授
は
、
日
本
軍
の
行
動
は
急
迫
不
正
の
侵
害
に
対
す
る
自
衛
権
の
行
使
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
を
と
り
、
こ
の
見
地
か
ら
、
国
際
紛
争
解

決
を
平
和
的
に
行
わ
ず
強
制
的
に
行
う
こ
と
を
禁
じ
る
国
際
連
盟
規
約
第
一
二
条
に
は
違
反
し
な
い
と
の
主
張
を
展
開
す
る102

）。
次
に
、
日
本

軍
の
行
動
が
不
戦
条
約
第
二
条103

）に
も
違
反
し
な
い
と
し
て
、
自
衛
権
を
援
用
し
て
い
る
。
日
本
軍
の
行
動
は
、
不
戦
条
約
の
締
約
国
が
不
戦

条
約
に
よ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
な
い
こ
と
に
同
意
し
て
い
た
自
衛
権
の
行
使
で
あ
り
、
紛
争
解
決
の
目
的
の
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
た
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め
に
不
戦
条
約
第
二
条
に
違
反
し
な
い
と
す
る104

）。
立
教
授
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
、

自
衛
的
手
段
と
し
て
の
兵
力
の
使
用
」
の
結
果
、
あ
る

地
域
の
占
領
等
の
事
態
を
維
持
し
、
こ
れ
ら
の
地
方
の
治
安
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
依
然
と
し
て
帝
国
臣
民
の
身
体
、
財
産
の
危
害
に
対
す

る
自
衛
上
の
緊
急
の
必
要
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
事
態
を
継
続
せ
ざ
る
を
得
ず
、
一
方
で
こ
の
事
態
を
継
続
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
多
年

の
懸
案
に
関
す
る
談
判
を
遂
行
す
る
こ
と
も
不
戦
条
約
に
違
反
し
な
い105

）」
と
論
じ
る106

）。

松
原
教
授
は
、
日
本
は
満
州
に
対
し
て
、
条
約
に
根
拠
の
あ
る
政
治
上
経
済
上
重
大
な
権
益
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
妨
害
そ

の
他
排
日
運
動
が
事
変
の
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
事
変
が
日
本
軍
の
行
動
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
妨
害
等
の
継
続
性

を
指
摘
す
る107

）。
従
来
も
匪
賊
に
よ
る
満
鉄
な
ら
び
に
付
属
地
の
襲
撃
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
中
国
正
規
軍
が
突
如
と
し
て
満
鉄
線
路

を
襲
撃
爆
破
し
た
の
で
あ
り
、
日
本
は
自
衛
の
措
置
に
で
る
こ
と
が
止
む
を
得
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

横
田
教
授
は
、
一
九
三
一
年
一
〇
月
五
日
の
「
帝
国
大
学
新
聞
」
に
「
満
州
事
変
と
国
際
法
」
と
題
し
て
寄
稿
し
、
満
州
事
変
後
、
国
際

連
盟
か
ら
事
件
の
拡
大
の
防
止
と
撤
兵
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
れ
が
果
た
し
て
不
当
な
干
渉
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。
横
田
教
授
は
、
事
件
の
拡
大
防
止
の
勧
告
は
妥
当
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

鉄
道
の
破

壊
が
事
実
で
あ
る
と
し
て
」
と
い
う
仮
定
の
も
と
に
、
破
壊
し
つ
つ
あ
る
軍
隊
に
反
撃
を
加
え
る
こ
と
は
確
か
に
自
衛
権
の
行
使
で
あ
り
、

あ
る
い
は
、
そ
の
軍
隊
を
追
撃
し
て
、
北
大
営
を
占
領
し
た
こ
と
も
自
衛
権
の
行
使
だ
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
と
認
め
る
。
す
な
わ
ち
、

軍
隊
に
よ
る
鉄
道
の
破
壊
に
対
す
る
反
撃
お
よ
び
若
干
の
追
撃
そ
れ
自
体
は
自
衛
権
の
行
使
の
内
容
と
み
な
し
う
る
と
い
う
。
し
か
し
、
後

に
紛
争
解
決
を
目
的
と
し
て
自
衛
権
が
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
不
戦
条
約
第
二
条
に
違
反
す
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
北
大
営
に

対
す
る
攻
撃
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
奉
天
城
内
に
対
し
て
攻
撃
を
開
始
し
た
こ
と
ま
で
、
ま
し
て
、
鉄
道
の
破
壊
に
基
づ
く
衝
突
か
ら
わ
ず

か
に
六
時
間
内
外
の
う
ち
に
、
四
百
キ
ロ
も
北
方
の
寛
城
子
を
占
領
し
、
二
百
キ
ロ
も
南
の
営
口
を
占
領
し
た
行
為
は
、
こ
れ
ら
の
占
領
が

ほ
と
ん
ど
抵
抗
な
く
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
自
衛
の
た
め
に
や
む
を
え
な
い
行
為
で
あ
っ
た
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

疑
問
を
提
起
す
る
。
さ
ら
に
、
吉
林
や
ハ
ル
ビ
ン
の
形
勢
が
不
穏
で
あ
る
と
し
て
、
二
一
日
に
軍
部
の
独
断
で
朝
鮮
か
ら
国
境
を
越
え
て
出
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兵
し
、
同
日
の
夕
方
「
一
挙
吉
林
を
占
領
す
、
吉
林
軍
戦
意
全
く
な
し
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
当
日
は
閣
議
で
陸
相
が

出
兵
を
要
求
し
、
外
相
が
そ
れ
に
反
対
し
て
決
定
に
至
ら
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
外
相
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
危
険

が
そ
れ
ほ
ど
に
急
迫
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
実
際
に
お
い
て
、
吉
林
が
無
抵
抗
で
占
領
さ
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
外
相
の
認
識
の

方
が
正
当
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
る
。
そ
し
て
、
結
論
と
し
て
、
最
初
の
衝
突
や
北
大
営
の
占
領
は
自
衛
行
為
で
あ

る
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
行
動
ま
で
が
す
べ
て
自
衛
権
に
よ
っ
て
是
認
さ
れ
う
る
か
否
か
、
十
分
に
問
題
に
な
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
形
勢
の
下
に
お
い
て
、
連
盟
が
事
件
の
拡
大
の
防
止
を
勧
告
し
た
こ
と
は
き
わ
め
て
適
当
な
措
置
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
以
上

の
よ
う
に
、
横
田
教
授
は
、
鉄
道
破
壊
へ
の
反
撃
と
若
干
の
追
撃
は
自
衛
権
の
内
容
と
み
な
し
う
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
事
実
を
詳
細

に
分
析
し
、
そ
の
後
の
行
動
が
「
や
む
を
え
な
い
防
衛
」
で
あ
っ
た
か
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
他
の
手
段
（
必
ず
し
も
平
和
的
手
段
で
あ
る

必
要
は
な
い
）
で
防
衛
で
き
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
し
、
よ
り
少
な
い
程
度
の
強
力
的
手
段
に
よ
っ
て
防
衛
さ
れ
う
る
場
合
に

は
そ
れ
に
よ
る
べ
き
で
あ
る108

）と
い
う
要
件
を
厳
格
に
適
用
し
た
。

田
岡
教
授
は
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
武
力
に
よ
る
攻
撃
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
違
法
に
外
国
の
利
益
を
侵
害
す
る
国
家
に
対
し
て
は
、

武
力
に
よ
る
強
制
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
自
衛
権
に
つ
い
て
多
数
説
と
異
な
る
解
釈
を
し
て
い
る109

）。
論
文
の
中
で
は
明
確
に
は
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
満
州
事
変
が
違
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
そ
の
論
理
的
帰
結
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る110

）。

以
上
が
日
本
の
国
際
法
学
者
の
満
州
事
変
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
以
下
の
よ
う
な
各
々
の
自
衛
権
理
論
に
基

づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二

自
衛
権
理
論

（
一
）
立
作
太
郎
教
授111

）

一
九
三
〇
年
代
の
立
教
授
の
著
作
を
検
討
す
る
と
、
自
衛
権
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
彼
の
平
時
国
際
法
の
教
科
書
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
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た
記
述
が
現
れ
る112

）。
す
な
わ
ち
、
自
衛
権
は
「
攻
撃
を
加
え
る
他
国
家
」
に
対
し
て
の
み
行
使
し
う
る
と
い
う
制
限
を
有
す
る
と
い
う
の
で

あ
る113

）。
立
教
授
に
よ
る
と
、
攻
撃
と
は
、

国
際
法
の
保
護
す
る
利
益
即
ち
国
際
法
上
の
法
益
を
、
積
極
的
行
動
に
依
り
侵
害
す
る
こ
と
を

指
す
」
も
の
で
あ
っ
て
、

必
ず
し
も
兵
力
を
動
か
す
の
結
果
た
る
を
要
せ
ぬ
」
の
で
あ
り
、

法
益
侵
害
と
言
ふ
も
、
必
ず
し
も
義
務
に
対

応
す
る
厳
密
の
意
味
に
於
け
る
権
利
の
侵
犯
た
る
を
要
せ
ず
し
て
、
法
の
保
護
を
与
ふ
る
結
果
、
之
が
侵
犯
を
不
法
な
ら
し
む
法
益
の
侵
犯

た
る
を
以
て
足
れ
り
と
す
る
」
の
で
あ
る114

）。
こ
の
よ
う
に
自
衛
権
の
行
使
は
「
攻
撃
を
加
え
る
」
国
家
に
対
し
て
行
え
る
代
わ
り
、
保
護
法

益
は
「
国
家
の
生
存
又
は
之
に
準
ず
べ
き
重
大
利
益
」
の
み
な
ら
ず
、

国
際
法
の
保
護
す
る
利
益
」
も
含
ま
れ
る
と
い
う115

）。
具
体
的
に
は
、

自
衛
権
に
基
づ
い
て
、

在
外
臣
民
の
生
命
財
産
の
保
護
を
為
す
国
家
の
権
利116

）」、

外
国
に
於
て
国
家
又
は
臣
民
の
有
す
る
鉄
道
、
鉱
山
に

関
す
る
権
利117

）」
を
他
の
攻
撃
か
ら
擁
護
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、

在
外
臣
民
の
生
命
財
産
の
保
護
を
為
す
の
国
家
の
権
利
を
侵
さ
れ
、
又

は
地
理
上
、
歴
史
上
、
経
済
上
等
の
理
由
に
依
り
認
め
ら
る
る
こ
と
あ
る
べ
き
（
…
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
観
念
に
内
在
す
る
も
の
に
類
す
る
）

領
土
外
の
一
定
地
方
に
於
け
る
一
国
の
安
全
保
障

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

上
の
利
益118

）」
を
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
も
行
動
が
取
れ
る
と
す
る
。
帝
国
の
安
全
保
障
上
の

法
益
の
積
極
的
行
動
に
依
る
侵
犯
は
、

自
衛
権
の
発
動
を
正
当
と
為
す
べ
き
所
謂
攻
撃
を
組
成
す
と
言
い
得
べ
き
も
の119

）」
で
あ
る
と
捉
え

る
。
す
な
わ
ち
、
自
衛
権
は
自
国
の
存
在
な
ど
の
重
大
利
益
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
場
合
に
限
ら
ず
、
広
く
法
益
一
般
の
侵
害
に
つ
い
て
責

任
の
あ
る
国
家
に
対
し
て
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
措
置
は
他
国
の
権
利
侵
害
で
あ
っ
て
、
法
的
意
味
に
お
け
る
戦
争
や
武
力
行
使
に
至
る
こ

と
も
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た120

）。
立
教
授
は
、
一
九
三
〇
年
よ
り
前
の
著
作
で
は
、
自
衛
権
に
基
づ
い
て
「
他
国
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ

と
」
が
で
き
る
と
し
か
述
べ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
正
当
化
さ
れ
る
手
段
の
中
に
明
確
に
「
戦
争
」
を
含
め
て
い
る
。

立
教
授
に
よ
る
と
、
法
律
上
許
容
さ
れ
る
べ
き
防
衛
は
、
攻
撃
さ
れ
る
法
益
の
価
値
如
何
に
よ
っ
て
決
め
る
べ
き
で
は
な
く
、

攻
撃
の
度

合
（in

ten
sity

）
如
何
」
に
よ
っ
て
決
め
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
脅
威
を
受
け
た
者
は
、

必
要
あ
る
と
き
は
、
最
も
厳
重
な
る
手
段
」
に

出
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が121

）、
擁
護
さ
れ
る
法
益
の
軽
重
と
、
自
衛
行
為
に
依
る
加
害
の
程
度
と
の
均
衡
を
顧
み
る
必
要
は
な
い
と
い
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う122
）。

も
っ
と
も
厳
重
な
る
手
段
」
と
し
て
何
を
想
定
し
て
い
る
の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
戦
争
を
遂
行
し

う
る
と
解
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
れ
は
戦
争
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
立
教
授
は
、
保
護
法
益
の
軽
重
に
よ
っ
て
特
定
の
措
置

が
と
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
攻
撃
の
度
合
に
よ
っ
て
、
他
国
の
権
利
侵
害
の
中
で
軽
い
も
の
か
ら
最
も
厳
重
な
措
置

ま
で
と
り
う
る
と
い
う
よ
う
に
捉
え
て
い
た
。

一
九
三
〇
年
代
の
立
教
授
の
自
衛
権
理
論
が
、
従
来
の
も
の
か
ら
変
化
を
見
せ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
立
教
授
は
、

厳
格
に
実
証
主
義
の
立
場
に
立
っ
た
国
際
法
学
者
で
あ
り123

）、
国
際
法
上
の
重
要
な
事
件
に
つ
い
て
の
解
釈
、
説
明
、
批
判
は
、
学
説
・
条

約
・
そ
の
他
の
公
文
書
の
考
証
を
通
し
て
確
定
さ
れ
た
そ
の
事
件
に
関
す
る
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
一
般
に
国
際
法
上
の
問
題
に
つ
い
て

も
同
様
に
、
学
説
・
条
約
・
そ
の
他
の
公
文
書
を
参
照
し
て
法
を
確
定
し
た124

）。

自
衛
権
に
つ
い
て
の
問
題
も
、
一
九
世
紀
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
日
本
に
お
い
て
影
響
力
の
強
か
っ
た
欧
米
の
学
説
を
包
括
的
に

分
析
し
、
ま
た
公
文
書
の
中
で
も
特
に
不
戦
条
約
の
締
結
過
程
で
の
交
換
公
文
を
参
照
し
て
い
る
。
立
教
授
の
自
衛
権
理
論
の
変
化
の
背
景

に
は
、
欧
米
の
学
説
状
況
の
影
響
に
加
え
て
、
不
戦
条
約
の
締
結
過
程
で
の
欧
米
の
議
論
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
欧
米
に
お
け
る
自
衛
権
を

め
ぐ
る
学
説
状
況
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
ま
ず
一
点
目
は
、
自
衛
権
が
先
行
違
法
行
為
を
前
提
と
す
る
と
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
欧
米
に
お
い
て
は
、
従
来
の
自
然
法
論
が
支
持
を
失
っ
て
実
証
主
義

が
興
隆
す
る
の
に
と
も
な
い
、
自
己
保
存
権
理
論
が
支
持
を
失
っ
て
自
衛
権
理
論
が
支
持
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
自
衛

権
は
、
特
に
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
自
衛
権
行
使
の
対
象
と
な
る
国
家
の
違
法
行
為
を
前
提
と
す
る
と
説
く
国
際
法
学
者
が
増
え
て
い
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
よ
り
国
家
責
任
法
の
文
脈
に
お
い
て
も
、
自
衛
権
は
緊
急
避
難
と
区
別
さ
れ
、
先
行
違
法
行
為
を
前
提

と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た125

）。
さ
ら
に
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
多
く
の
国
際
法
学
者
が
、

攻
撃
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
、
自
衛
権
は
違

法
な
「
攻
撃
」
を
前
提
と
す
る
と
説
く
よ
う
に
な
っ
た
。
二
点
目
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
国
際
法
学
者
を
中
心
と
し

て
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
よ
り
、
自
衛
権
を
自
助
を
例
外
的
に
許
す
概
念
と
し
て
捉
え
る
者
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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立
教
授
は
、
一
九
三
二
年
の
論
文
の
中
で
は
、

最
近
に
於
て
、
自
保
権126

）の
観
念
が
、
国
際
慣
行
に
於
て
も
、
学
説
に
於
て
も
、
衰
え
て
、

自
衛
権
の
観
念
が
盛
行
す
る
に
至127

）」
っ
た
と
述
べ
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
、
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
、
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
、
フ
ェ
ン

ウ
ィ
ッ
ク
、
リ
ス
ト
、
ハ
イ
ド
と
い
っ
た
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
二
九
年
ま
で
の
欧
米
の
国
際
法
学
者
を
挙
げ
て
お
り128

）、
彼
ら
を
は
じ
め
と

し
た
欧
米
の
国
際
法
学
者
の
教
科
書
が
立
教
授
の
一
九
三
〇
年
代
の
自
衛
権
理
論
の
基
礎
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
先
行
行
為
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
立
教
授
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
っ
て
初
め
て
、
自
衛
権
を
発
動
す
る
た
め
に
は

「
不
正
な
攻
撃
」
の
存
在
を
要
す
る
と
論
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
の
理
論
以
外
に
も
、
一
九
二
〇
年
代
の

多
く
の
国
際
法
学
者
の
自
衛
権
理
論
に
お
い
て
攻
撃
が
要
件
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
解
し
う
る
。
こ
の
こ

と
は
、
立
教
授
が
、
攻
撃
の
存
在
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
説
い
た
国
際
法
学
者
と
し
て
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
に
加
え
て
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
、
ブ

ラ
イ
ア
リ
ー
、
フ
ェ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
、
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
、
ハ
イ
ド
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う129

）。
こ
れ
ら
の
論
者
は

全
員
、
自
衛
権
は
攻
撃
の
存
在
を
前
提
と
し
て
許
さ
れ
る
と
説
く130

）。
立
教
授
は
、
こ
れ
ら
の
学
者
の
理
論
に
倣
っ
て
、
自
衛
権
を
攻
撃
を
前

提
と
す
る
概
念
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
生
存
権
あ
る
い
は
自
己
保
存
権
が
、
生
存
上
ま
た
は
そ
の
他
の
国
家
の
重
大
利
益
上
の
危
険
を
避
け
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場

合
に
そ
の
発
動
が
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
自
衛
権
の
対
象
と
な
る
「
攻
撃
」
と
は
、
国
際
法
が
保
護
す
る
「
法
益
」
が
他
国
に
よ

り
侵
さ
れ
る
こ
と
と
い
う
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
立
教
授
は
こ
の
よ
う
に
、
自
衛
権
の
保
護
法
益
を
生
存
そ
の
他
の
重
大
利
益
に
限
ら

な
い
と
す
る
根
拠
を
、
ま
ず
は
国
際
法
学
者
の
理
論
に
も
と
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
立
教
授
に
よ
る
と
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
は
、

国
家

及
其
臣
民
の
法
律
上
の
権
利
の
一
切
の
侵
害
の
場
合
に
つ
き
自
衛
権
の
発
動
を
認131

）」
め
、
マ
ル
テ
ン
ス
は
、

国
家
又
は
社
会
階
級
又
は
一

私
人
の
権
利
利
益
が
防
衛
的
措
置
の
目
的
物
た
り
得
る
と
為
」
し
た
と
さ
れ
る132

）。
そ
れ
に
加
え
て
、
自
衛
権
を
自
助
を
例
外
的
に
許
す
概
念

と
捉
え
る
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
を
挙
げ
、
彼
が
「
自
衛
権
の
発
動
す
る
為
め
に
国
家
の
生
存
に
対
す
る
攻
撃
を
存
す
る
こ
と
を
必
要
と
せ
ざ
る
旨

を
説
い
た
」
と
さ
れ
る133

）。
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以
上
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
立
教
授
の
自
衛
権
理
論
は
、
一
九
世
紀
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
学
説
状
況
の
影
響
を
受
け

て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
特
に
、
一
九
二
九
年
の
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
の
著
作
の
影
響
に
よ
り
、
自
衛
権
を
自
助
を
例
外
的
に
許
す
も

の
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
自
衛
権
を
広
く
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
つ
の
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
は
、

国
際
法
上
、
自
衛
権
が
広
い
行
動
の
自
由
を
許
す
概
念
と
な
っ
た
本
質
的
理
由
を
、

戦
争
の
違
法
化
」
に
よ
っ
て
自
助
が
制
限
さ
れ
た
こ

と
に
も
と
め
て
い
る134

）。
す
な
わ
ち
、

国
際
法
上
に
於
て
戦
争
又
は
其
他
の
自
助
的
行
為
に
関
し
て
制
限
を
存
せ
ざ
る
間
は
、
自
衛
権
は
、

平
時
に
於
て
法
益
擁
護
の
緊
急
の
必
要
に
因
り
他
国
の
権
利
を
侵
す
べ
き
場
合
に
於
て
の
み
援
用
の
必
要
を
存
す
る
に
過
ぎ
ざ
る135

）」
も
の
で

あ
っ
た
が
、
一
般
国
際
法
ま
た
は
国
際
条
約
（
不
戦
条
約
、
連
盟
規
約
等
）
に
よ
っ
て
「
戦
争
又
は
其
他
の
強
力
的
自
助
手
段
（
復
仇
を
含

む
）」
が
禁
止
さ
れ
、
ま
た
は
「
こ
れ
ら
の
自
助
手
段
に
訴
え
る
原
因
ま
た
は
手
続
き
が
限
定
さ
る
る
に
及
ん
で
、
緊
急
の
必
要
に
よ
り
上

述
の
如
き
自
助
手
段
に
訴
ふ
る
為
め
に
、
国
際
法
上
自
衛
権
を
援
用
す
る
の
必
要
を
生
ず
る
に
至
る136

）」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
立
教
授
に
よ
る

と
、
戦
間
期
の
「
戦
争
の
違
法
化
」
に
よ
り
自
助
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
自
衛
権
も
制
限
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る

場
合
に
戦
争
や
そ
の
他
の
強
力
的
自
助
に
訴
え
る
こ
と
を
許
容
す
る
概
念
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
立
教
授
が
、
主
と
し
て
ア
ン

チ
ロ
ッ
チ
の
説
を
受
け
、
自
衛
権
を
自
助
を
例
外
的
に
許
す
概
念
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
自
衛
権
を
広
く
解
す
る
よ
う
に
な
っ

た
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
。

立
教
授
は
以
上
の
よ
う
な
欧
米
の
国
際
法
学
者
の
自
衛
権
理
論
の
検
討
に
加
え
て
、
諸
国
の
国
内
法
に
も
言
及
し
、
ま
た
、
欧
米
の
国
家

実
行
も
分
析
し
て
い
る
。
諸
国
の
国
内
法
に
お
い
て
も
、
大
多
数
は
、
正
当
防
衛
に
つ
い
て
「
真
の
権
利
の
侵
害
の
防
衛
た
る
を
必
要
と
せ

ず
し
て
、
法
益
の
不
法
の
侵
害
の
防
衛
た
る
を
以
て
足
れ
り
と
す
る
も
の
の
如
く
で
あ
る137

）」
と
し
、
国
家
実
行
に
お
い
て
も
、

正
当
防
衛

即
ち
自
衛
権
が
必
ず
し
も
権
利
侵
害
の
防
衛
の
場
合
に
限
ら
ざ
る
を
認
め
ら
る
る
も
の
の
如
く
で
あ
る138

）」
と
す
る
。

国
家
実
行
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
つ
を
挙
げ
る
。
ま
ず
、
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
一
九
年
に
、
メ
キ
シ
コ
騒
擾
の
際
ア
メ
リ
カ
人
の
生
命

お
よ
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
の
手
段
と
称
し
て
ア
メ
リ
カ
が
メ
キ
シ
コ
に
派
兵
し
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
擁
護
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の
た
め
の
自
衛
行
為
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
第
二
に
は
、
ア
メ
リ
ア
島
事
件
に
お
い
て
は
、
海
外
の
通
商
の
保

護
の
た
め
ア
メ
リ
カ
が
自
衛
権
を
主
張
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
不
戦
条
約
の
締
結
の
際
の
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
主
張

や
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
主
張
の
実
例
だ
と
さ
れ
る139

）。
以
上
の
よ
う
に
、
立
教
授
が
一
九
三
〇
年
代
に
自
衛
権
を

広
く
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
欧
米
の
国
際
法
学
者
の
学
説
状
況
の
変
化
、
諸
国
の
国
内
法
か
ら
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
、
そ
し
て
欧
米
の
国

家
実
行
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
立
教
授
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
自
衛
権
を
拡
大
し
て
解
釈
す
る
よ
う
に
な
っ
た140

）。
立
教
授
が
自
衛
権
を
広
く

解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
欧
米
諸
国
の
国
際
法
学
者
の
学
説
、
欧
米
の
国
家
実
行
、
諸
国
の
国
内
法
を
分
析
し
た
結
果
に
基
づ
い
て
築

か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
二
）
松
原
一
雄
教
授

一
九
三
〇
年
代
の
松
原
教
授
の
自
衛
権
理
論
に
も
、
一
九
二
〇
年
代
の
も
の
か
ら
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
一
九
三
〇
年
以
前
の
教
科
書
に

お
け
る
生
存
権
（
自
衛
権
）
と
い
う
項
目
の
中
で
は
、
自
衛
権
は
、
他
国
か
ら
の
不
法
の
攻
撃
に
対
し
て
自
己
防
衛
を
す
る
正
当
防
衛
の
場

合
と
、
ま
だ
不
法
の
攻
撃
を
受
け
て
い
な
く
て
も
一
国
の
生
存
が
緊
急
の
危
険
に
瀕
し
て
い
る
場
合
と
の
二
つ
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
自
衛
権
が
発
動
で
き
る
の
は
一
国
の
生
存
が
危
険
に
瀕
し
て
い
る
場
合
の
み
で
あ
る
と
し
て
い
た
。

一
九
三
四
年
の
『
国
際
法
概
論
』
に
お
い
て
は
、
自
衛
行
為
は
、
正
当
防
衛
（leg

itim
a
te d

efen
se

）
と
危
難
防
衛
を
含
む
概
念
と
し

て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
正
当
防
衛
と
は
、

急
迫
に
し
て
不
正
な
る
侵
害
に
対
し
て
『
権
利
』
を
防
衛
す
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、

不
正
な
る
侵
害
は
不
法
の
攻
撃
と
同
義
で
あ
り
、
侵
害
や
攻
撃
は
「
権
利
」
の
侵
害
を
意
味
す
る141

）。
す
な
わ
ち
、
正
当
防
衛
は
、
国
家
の

「
権
利
一
般
」
に
つ
い
て
許
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
生
存
権
と
か
、
領
土
権
と
か
に
限
ら
ず
、
大
小
幾
多
の
権
利
に
つ
い
て
正
当
防

衛
は
あ
り
う
る
と
さ
れ
て
い
る142

）。
こ
の
点
は
、
一
九
二
六
年
の
教
科
書
で
、
自
衛
行
為
の
保
護
法
益
は
、
一
国
の
存
在
で
あ
り
、
一
国
の
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「
名
誉
」
ま
た
は
「
重
大
利
益
」

死
活
利
益
」、
漠
然
と
し
た
「
利﹅
益﹅
」
ま
た
は
「
必﹅
要﹅
」

緊﹅
急﹅
の﹅
必﹅
要﹅
」
の
た
め
に
自
衛
行
為
を
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
と
の
対
照
を
な
す143

）。
自
衛
行
為
の
手
段
に
つ
い
て
は
、

自
衛
権
は
｜
『
戦
争
』
と
な
ら
ざ
る
限
り

｜
そ
の
目
的
及
手
段
に
於
て
限
り
が
あ
る144

）」
と
論
じ
て
お
り
、

戦
争
」
と
な
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
と
す
る
。
た
だ
し
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
戦
争
に
な
る
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

松
原
教
授
の
自
衛
権
理
論
の
変
化
の
背
景
に
は
、
立
教
授
の
場
合
と
同
様
、
欧
米
の
国
際
法
学
者
の
学
説
状
況
の
変
化
そ
し
て
欧
米
の
国

家
実
行
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
松
原
教
授
も
、
実
証
主
義
に
立
脚
し
て
お
り
、
学
説
、
条
約
、
国
家
実
行
の
分
析
に
よ
り
法
を
確
定
し
、
そ

の
法
に
基
づ
い
て
国
際
法
上
の
重
大
な
事
件
を
法
的
に
説
明
し
評
価
し
た
。
松
原
教
授
の
著
作
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
学
説
に
加
え
て
ド
イ
ツ

の
学
説
の
分
析
も
多
く
見
ら
れ
る
。

松
原
教
授
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
著
作
の
中
で
、
自
衛
権
を
生
存
権
の
同
義
で
あ
る
と
す
る
も
の
を
「
旧
説
の
多
数
」
だ
と
し145

）、
ま
た
、

自
衛
の
必
要
」
を
も
っ
て
単
に
「
不
法
阻
却
」
の
理
由
と
す
る
の
が
「
近
年
多
数
学
者
の
流
れ
」
で
あ
る
と
し
て146

）、
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
、
ハ

イ
ド
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
そ
の
他
と
い
う
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
国
際
法
学
者
を
挙
げ
て
い
る147

）。

松
原
教
授
は
、
一
九
三
二
年
の
論
文
で
、
自
衛
権
の
定
義
と
し
て
「
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
の
そ
れ
を
閑
却
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て

そ
の
定
義
を
引
用
し
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
は
各
般
の
権
利
侵
害
に
対
し
て
自
衛
手
段
を
認
め
よ
う
と
す
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
自
衛
の
対

象
を
攻
撃
や
侵
略
と
す
る
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
や
ハ
イ
ド
に
も
言
及
し
て
い
る148

）。
一
九
三
四
年
の
教
科
書
で
も
、
先
行
行
為
を
「
不
正
の
侵
害
」、

不
法
の
攻
撃
」
と
す
る
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
フ
ェ
ア
ド
ロ
ス
、
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
の
名
を
挙
げ
、
ま
た
国
家
自
身
の
権
利
の
み
な
ら
ず
人
民
の

権
利
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
も
正
当
防
衛
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
を
挙
げ
て
い
る149

）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
九
三

〇
年
代
に
な
っ
て
松
原
教
授
が
正
当
防
衛
の
対
象
を
「
不
正
の
侵
害
」

不
法
の
攻
撃
」
と
す
る
一
方
で
、
保
護
法
益
を
権
利
一
般
と
す
る

よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
の
理
論
、
そ
し
て
一
九
二
〇
年
代
に
教
科
書
を
書
い
た
欧
米
の
国
際
法
学
者
の
理
論
の
影
響

が
あ
っ
た
と
考
え
う
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
松
原
教
授
の
自
衛
権
理
論
が
変
化
し
た
理
由
は
、
欧
米
の
学
説
状
況
の
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
学
説

の
み
な
ら
ず
、
欧
米
の
国
家
実
行
も
一
九
三
〇
年
代
の
松
原
教
授
の
理
論
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
松
原
教
授
は
、
上
述
の
通
り
、
自
衛
権

は
、
一
国
の
領
土
が
攻
撃
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
お
い
て
、
外
部
か
ら
の
攻
撃
ま
た
は
侵
入
に
対
し
て
そ
の
領
土
を
防
衛
す
る
場
合
に
必
ず

し
も
限
る
も
の
で
は
な
い
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
不
戦
条
約
批
准
に
同
意
す
る
に
際
し
て
の
米
国
上
院
決
議
か
ら

「
自
衛
権
の
行
使
は
右
権
利
を
行
使
す
る
一
国
の
領
土
の
範
囲
外
に
及
ぶ
こ
と
を
得
べ
く
屡
々
及
ぶ
も
の
な
る
こ
と
は
十
分
に
認
め
ら
る
ゝ

所
な
り
」
と
の
一
文
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
、
英
国
は
権
利
の
防
衛
の
み
な
ら
ず
、
利
益
｜
「
特
殊
利
益
」

緊
切
利
益
」
｜
の
防
衛
に
つ

い
て
も
自
衛
権
（
自
衛
手
段
）
を
主
張
し
て
い
る
と
述
べ
、

日
本
が
満
州
｜
其
の
『
特
殊
利
益
』『
緊
切
利
益
』
を
有
す
る
地
域
｜
に
於
て

自
衛
手
段
を
主
張
す
る
の
は
不
戦
条
約
の
下
に
於
い
て
も
別
段
異
と
す
る
に
足
ら
ぬ150

）」
と
し
、
ま
た
、
如
何
な
る
場
合
に
如
何
な
る
状
況
の

下
に
自
衛
権
を
正
当
に
行
使
し
う
る
か
は
各
国
各
自
が
判
断
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
連
盟
理
事
会
の
日
本
に
対
す
る
撤
兵
要
請
と
そ
れ
に
続
く
不
戦
条
約
第
二
条
に
つ
い
て
の
日
中
両
国
に
対
す
る
注
意
喚
起
を

非
難
し
た
一
九
三
一
年
の
「
敢
て
列
国
に
問
ふ
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
松
原
教
授
は
、
仏
英
伊
ポ
ー
ラ
ン
ド
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
他
国
へ

の
出
兵
や
占
領
な
ど
の
実
行
と
そ
れ
に
際
し
て
の
国
際
連
盟
の
態
度
を
挙
げ
て
い
る151

）。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
松
原
教
授
の
自
衛

権
理
論
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
も
の
か
ら
の
変
容
の
背
景
に
は
、
欧
米
に
お
け
る
学
説
状
況
の
変
化
と
、
欧
米
諸
国
の
国
家
実
行
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。

（
三
）
横
田
喜
三
郎
教
授

満
州
事
変
に
お
け
る
日
本
軍
の
行
動
を
、
国
際
法
上
の
自
衛
権
の
合
法
な
行
使
で
あ
る
と
主
張
し
た
上
の
論
者
と
異
な
り
、
満
州
事
変
が

違
法
で
あ
る
こ
と
を
黙
示
的
に
し
ろ
明
示
的
に
し
ろ
表
明
し
た
の
は
、
横
田
喜
三
郎
教
授
と
田
岡
良
一
教
授
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
の
通
り

で
あ
る
。
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横
田
喜
三
郎
教
授
は
、
一
九
三
三
年
の
教
科
書
『
国
際
法
』
の
中
で
自
衛
を
「
急
迫
し
た
危
害
に
対
し
て
強
力
を
も
つ
て
防
衛
す
る
こ

と152
）」

と
い
う
よ
う
に
定
義
し
て
お
り
、
そ
れ
を
、

本
来
の
自
衛
」
で
あ
る
自
衛
行
為
と
「
狭
義
の
自
衛
」
で
あ
る
緊
急
避
難153

）の
二
つ
に
分

け
て
い
る
。

自
衛
行
為
は
、

国
家
や
国
民
に
対
す
る
急
迫
・
不
正
な
危
害
を
除
去
す
る
た
め
に
止
む
を
得
な
い
防
衛
の
行
為
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
、

そ
の
要
件
は
具
体
的
に
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
）
急
迫
・
不
正
な
危
害154

）、

二
）
国
家
や
国
民
に
対
す
る
危
害
、

三
）
止
む
を
得
な
い
防
衛
、
と
い
う
三
つ
で
あ
る155

）。

注
目
す
べ
き
は
、

一
）
に
関
し
て
、
危
害
は
権
利
に
対
す
る
侵
害
で
あ
り
、
こ
の
権
利
と
は
必
ず
し
も
厳
格
な
、
義
務
に
対
応
す
る
権

利
に
限
る
こ
と
な
く
、
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
利
益
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
保
護
法
益
が
広
く
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

危
害
は
権
利
に
対
す
る
侵
害
で
あ
る
と
い
っ
た
と
き
の
権
利
は
、
必
ず
し
も
重
大
な
権
利
に
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
国
家
の
領
土
、
国
民
の

生
命
・
身
体
に
対
す
る
侵
害
だ
け
で
な
く
、
ま
た
権
利
の
存
在
す
る
場
所
が
国
家
の
内
に
あ
る
と
外
に
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
外
国
に
あ
る
権

利
の
危
害
に
対
し
て
も
自
衛
権
は
あ
り
う
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
侵
害
さ
れ
る
権
利
は
重
大
な
も
の
に
限
ら
ず
、
ま
た
領
土
内
外
を

問
わ
ず
自
衛
権
の
行
使
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る156

）。
さ
ら
に
、

二
）
に
関
し
て
は
、
危
害
は
必
ず
し
も
国
家
自
身
に
対
す
る
こ
と
を
必
要

と
せ
ず
、
そ
の
国
民
に
対
す
る
も
の
で
も
よ
い
と
さ
れ
る
。
正
当
化
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
、
自
衛
行
為
は
戦
争
に
至
る
場
合
と
至
ら
な
い

場
合
が
あ
る
と
す
る
が157

）、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
戦
争
に
至
る
と
解
し
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

横
田
教
授
の
自
衛
権
理
論
は
、
上
述
の
立
教
授
の
自
衛
権
理
論
に
似
通
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
既
述
の
通
り
満
州
事
変
の
評
価
に
つ
い
て

は
他
の
論
者
と
異
な
っ
て
お
り
、
横
田
教
授
は
、
事
実
に
照
ら
し
て
当
該
事
変
の
違
法
性
を
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
横
田
教
授
が
、
満

州
事
変
に
お
い
て
自
衛
権
の
要
件
を
厳
格
に
適
用
し
て
日
本
の
主
張
を
非
難
し
た
の
は
、
横
田
教
授
が
依
拠
し
た
方
法
論
と
関
係
が
あ
る
と

言
え
る
。
横
田
教
授
は
、
倫
理
的
考
慮
、
政
治
的
考
慮
、
社
会
学
的
考
慮
と
い
っ
た
非
実
定
法
的
考
慮
の
一
切
を
排
除
し
て
実
定
法
の
分
析

を
通
じ
て
そ
れ
を
純
粋
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
す
、
ケ
ル
ゼ
ン
を
創
始
者
と
す
る
純
粋
法
学
の
方
法
論
を
日
本
に
移
入
し
、
自
身
も
そ
の

（78-４- ）1103 31

一九三〇年代前半から中葉までの自衛権（西嶋）



立
場
に
立
脚
し
、
戦
争
違
法
化
を
、
解
釈
の
次
元
で
は
な
く
規
範
論
理
構
造
の
次
元
で
捉
え
よ
う
と
し
た
。
横
田
教
授
は
、
国
際
連
盟
規
約

と
不
戦
条
約
を
、
戦
争
禁
止
の
「
記
念
塔
」
と
し
、
一
九
三
〇
年
の
規
約
改
正
案
に
よ
っ
て
戦
争
禁
止
と
規
約
の
制
裁
が
組
み
合
わ
さ
れ
た

こ
と
を
、
戦
争
を
単
な
る
不
法
行
為
か
ら
国
際
犯
罪
と
す
る
戦
争
禁
止
の
質
的
変
化
で
あ
り
非
常
な
進
歩
だ
と
し
て
高
く
評
価
し
た158

）。
ま
た
、

中
立
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
差
別
的
に
適
用
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た159

）。
横
田
教
授
が
、
非
実
定
法
的
考
慮
の
一
切
を
排
除
す
る
純
粋

法
学
に
依
拠
し
、
戦
争
の
違
法
化
を
国
際
法
の
論
理
構
造
の
次
元
で
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
満
州
事
変
の
事
実
に
照
ら
し
て
自
衛
権
を

厳
格
に
適
用
し
て
日
本
軍
の
行
動
を
違
法
だ
と
結
論
づ
け
し
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る160

）。

（
四
）
田
岡
良
一
教
授

田
岡
良
一
教
授
の
自
衛
権
理
論
は
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
多
く
の
国
際
法
学
者
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
若
干
長
く
な
る
が
、
田
岡

教
授
の
説
明
の
概
要
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
田
岡
教
授
は
、
歴
史
的
実
証
主
義
の
立
場
に
立
ち161

）、
規
範
を
、
こ
れ
を
発
生
さ
せ
た
社
会

的
・
政
治
的
事
情
と
関
連
し
て
理
解
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
規
範
の
有
す
る
社
会
的
機
能
を
知
り
、
そ
し
て
規
範
適
用
の
限
界
を
確
定
す

る
こ
と
、
こ
れ
が
法
律
学
の
任
務
だ
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
国
際
法
を
な
る
べ
く
国
内
法
に
近
付
け
て
説
こ
う
と
す
る
傾
向
を
批
判
し
た162

）。

こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
脚
し
た
上
で
、
田
岡
教
授
は
、
国
内
社
会
と
国
際
社
会
の
相
違
に
着
目
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
自
衛
権
の
固
有

の
機
能
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
田
岡
教
授
に
よ
る
と
、
自
衛
権
と
い
う
用
語
は
そ
も
そ
も
は
国
内
法
の
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
を
国
際

法
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
国
内
社
会
で
は
社
会
組
成
員
の
な
す
違
法
行
為
を
阻
止
排
除
す
る
た
め
の
機
関
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
自
助163

）が
基
本
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
例
外
的
に
緊
急
な
場
合
に
自
衛
権
の
行
使
が
許
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
田
岡
教
授
に
よ
る
と
、
国
際
社
会
は
「
公
権
力
の
組

織

化

オルガニザシオン
の
存
せ
ざ
る
社
会
」
で
あ
り
、

公
権
力
の
来
救
を
待
つ
事
は
不
可

能
」
で
あ
り
、

違
法
な
る
侵
害
の
存
す
る
時
是
に
反
撃
を
加
ふ
る
事
は
常
に
緊
急
」
で
あ
る
。
例
え
ば
「
外
国
が
一
般
国
際
法
又
は
条
約

上
の
義
務
を
履
行
せ
ず
し
て
我
利
益
を
侵
害
し
、
外
交
談
判
に
依
つ
て
も
其
非
を
改
め
ざ
る
時
、
我
国
が
武
力
に
依
つ
て
加
害
国
を
強
制
す
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る
事
は
、
正
当
防
衛
の
権
利
に
基
づ
く
行
為
で
あ
る
と
言
ふ
事
が
出
来
る
」
の
で
あ
る164

）。
し
た
が
っ
て
、
一
般
国
際
法
の
下
で
は
自
助
は
許

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
自
助
が
許
さ
れ
る
国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
本
来
国
内
法
で
い
う
と
こ
ろ
の
自
衛
権
の
存
立
基
盤
が

存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
田
岡
教
授
は
一
般
国
際
法
上
の
自
衛
権
と
い
う
概
念
を
認
め
な
い
。
た
だ
し
、
条
約
に
よ
っ
て
武
力

行
使
が
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
こ
で
初
め
て
例
外
的
に
禁
止
さ
れ
た
武
力
行
使
を
正
当
化
す
る
概
念
と
し
て
、
自
衛
権
の
存
立
基

盤
が
生
ま
れ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
田
岡
教
授
は
「
戦
争
の
違
法
化
」
を
規
定
し
た
条
約
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、

国
際
社
会
に
も
、
条
約
上
の
自
衛
権
と
い
う
概
念
が
現
れ
た
、
と
い
う
よ
う
に
解
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
自
衛
権
は
自
助
が
制
限
さ
れ
た
国
内
社
会
で
は
存
在
す
る
が
、
自
助
が
許
さ
れ
る
国
際
社
会
に
お
い
て
は
そ
の
存
立
基

盤
が
存
在
せ
ず
、

戦
争
の
違
法
化
」
す
な
わ
ち
自
助
の
制
限
が
進
展
し
て
初
め
て
自
衛
権
が
国
際
社
会
に
存
立
基
盤
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
と
捉
え
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
国
際
法
上
自
衛
権
は
存
在
し
え
ず
、
条
約
に
よ
っ
て
自
助
が
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
こ
で
初

め
て
自
衛
権
が
国
際
社
会
に
登
場
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な
田
岡
教
授
の
論
理
に
基
づ
く
と
、

戦
争
の
違
法
化
」

に
よ
り
現
れ
た
自
衛
権
は
、
自
助
の
た
め
の
戦
争
を
例
外
的
に
許
す
、
す
な
わ
ち
自
衛
権
は
自
国
の
権
利
を
違
法
に
侵
害
す
る
国
家
に
対
し

て
、
戦
争
を
許
す
概
念
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
田
岡
教
授
は
、
自
衛
権
の
内
容
を
、
実
定
法
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
狭
義
に
解

す
る
。
す
な
わ
ち
、
不
戦
条
約
の
当
事
国
が
正
当
防
衛
の
権
利
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
理
解
し
た
も
の
は
、
自
助
の
よ
う
に
広
範
な
も
の
で

は
な
い
と
い
う165

）。
田
岡
教
授
は
、
不
戦
条
約
以
前
の
国
際
条
約
の
用
語
例166

）や
不
戦
条
約
締
結
当
時
の
公
文
の
解
釈167

）か
ら
推
論
し
、
不
戦
条
約

上
の
自
衛
権
は
、

外
国
の
武
力
に
依
る
攻
撃
、
領
土
侵
入
、
占
領
等
の
行
為
に
対
抗
し
て
、
武
力
を
以
て
之
を
反
撃
す
る
権
利
」
で
あ
り
、

単
に
外
国
に
国
際
法
違
反
の
あ
る
行
為
あ
る
時
、
武
力
を
以
て
之
を
強
制
し
、
其
違
法
を
改
め
し
む
る
権
利
を
含
む
も
の
と
解
す
る
事
は

困
難
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
田
岡
教
授
は
、
米
国
の
上
院
外
交
委
員
会
が
モ
ン
ロ
ー
主
義
を
自
衛
権
の
一
種
と
称
し
、
し

た
が
っ
て
不
戦
条
約
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
と
解
釈
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
「
不
戦
条
約
締
盟
国
に
通
知
さ
れ
な
か

つ
た
」
の
で
あ
り
、

留
保
と
し
て
成
立
し
な
い
」
と
い
う
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
が
交
換
公
文
中
で
特
殊
利
害
関
係
地
域
に
つ
い
て
言
及
し
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た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
英
国
の
公
文
を
正
確
に
読
む
と
「
此
地
域
を
『
攻
撃
アタック

』
に
対
し
て
保
護
す
る
事
が
英
国
の
自
衛
手
段
」
な
の
で
あ
り
、

こ
の
攻
撃
が
不
戦
条
約
締
約
国
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
時
に
は
、

前
文
第
三
項
の
適
用
に
よ
り
、
英
国
を
含
む
総
の
締
盟
国
は
右
の
攻
撃
に

対
し
不
戦
の
義
務
よ
り
免
れ
る
」
の
で
あ
る168

）。
田
岡
教
授
は
、
こ
の
よ
う
に
、
自
衛
権
と
は
権
利
を
実
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
武
力
に
よ

る
攻
撃
、
領
土
侵
入
、
占
領
等
に
対
し
て
自
国
の
領
土
あ
る
い
は
他
国
を
守
る
た
め
に
武
力
を
も
っ
て
反
撃
す
る
権
利
で
あ
る
と
し
て
、
自

衛
権
を
厳
格
に
解
し
て
い
た169

）。

お

わ

り

に

以
上
が
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て
の
、
国
際
連
盟
、
諸
国
家
、
国
際
法
学
者
に
よ
る
自
衛
権
の
捉
え
方
の
分
析
で
あ
る
。

こ
の
内
容
は
、
簡
潔
に
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
政
府
は
、
満
州
事
変
は
、
自
国
民
の
生
命
財
産
や
自
国
権
益
、
そ
し

て
極
東
に
お
け
る
日
本
の
地
位
を
擁
護
す
る
た
め
の
自
衛
権
の
行
使
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。
満
州
事
変
勃
発
後
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
、

国
際
連
盟
で
は
、
日
本
が
自
国
民
の
生
命
や
財
産
の
保
護
を
目
的
と
す
る
限
り
で
、
日
本
の
主
張
は
了
承
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
が

「
自
衛
権
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
最
終
的
に
、
国
際
連
盟
の
場
に
お
い
て
日
本
の
自
衛
権
の
主
張
は

否
定
さ
れ
た
が
、
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
に
も
一
九
人
委
員
会
の
報
告
書
に
も
、
日
本
軍
の
軍
事
行
動
が
自
衛
の
措
置
だ
と
認
め
ら
れ
な
い
と
い

う
結
論
に
達
し
た
理
由
に
つ
い
て
い
か
な
る
説
明
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
日
本
が
「
領
域
外
」
に
お
い
て
日
本
「
権
益
」
を
擁

護
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
「
自
国
民
の
生
命
財
産
」
保
護
の
た
め
に
自
衛
権
を
行
使
し
た
と
い
う
主
張
に
対
す
る
批
判
は
見
当
た
ら
な
い
。

自
己
解
釈
権
に
つ
い
て
は
、
満
州
事
変
に
お
け
る
日
本
の
自
衛
権
の
主
張
が
、
国
際
連
盟
総
会
の
場
で
否
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
否
定
さ
れ

た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

諸
国
の
見
解
は
、
大
国
と
小
国
と
の
間
で
二
分
さ
れ
て
い
た
。
大
国
は
、
満
州
事
変
勃
発
当
初
、
日
本
に
対
し
て
好
意
的
態
度
を
と
っ
て
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い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
自
衛
権
の
主
張
を
容
認
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
直
ち
に
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
不
戦
条
約
の
批
准
過
程
で
ア
メ
リ
カ
は
、
自
国
民
や
自
国
領
土
外
に
お
け
る
利
益
を
守
る
こ
と
を
も
自
衛
権
の
内
容
と
捉
え
て
お

り
、
少
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
は
、
領
土
外
に
お
け
る
自
国
民
の
生
命
財
産
や
権
益
の
保
護
と
い
う
日
本
の
自
衛
権
の
主
張
を
容
認
し
て
い
た

も
の
と
解
し
う
る
。
そ
の
一
方
で
、
小
国
は
、
自
衛
権
は
自
国
領
域
を
超
え
て
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
た
と
え
自
国
民
の
生
命
財
産
保

護
の
た
め
で
あ
っ
て
も
、
他
国
の
領
域
に
お
い
て
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
国
家
の

自
衛
権
の
解
釈
は
分
か
れ
て
お
り
、
当
時
、
領
土
外
に
お
け
る
自
国
の
権
益
や
自
国
民
の
生
命
財
産
の
保
護
の
た
め
の
自
衛
権
の
行
使
が
認

め
ら
れ
て
い
た
と
も
そ
う
で
な
か
っ
た
と
も
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
自
己
解
釈
権
に
つ
い
て
は
、
大
国
も
小
国
も
自
衛

権
行
使
は
他
国
に
よ
る
事
後
的
な
評
価
に
服
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
諸
国
家
は
そ
れ
を
否
定
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
三
〇
年
代
の
欧
米
の
国
際
法
学
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
作
、
そ
し
て
満
州
事
変
に
対
す
る
法
的
評
価
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

彼
ら
の
自
衛
権
の
捉
え
方
を
分
析
し
た
。
彼
ら
の
中
に
は
、
自
衛
権
を
最
も
狭
義
に
解
す
る
も
の
か
ら
、
自
衛
権
を
自
助
や
自
己
保
存
権
と

区
別
し
て
い
な
い
も
の
ま
で
お
り
、
そ
の
自
衛
権
理
論
は
極
め
て
多
様
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
一
つ
の
自
衛
権
理
論
が
支
持
を
集
め
て
い
る

と
い
う
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
自
衛
権
を
、
自
国
領
土
へ
向
け
ら
れ
た
違
法
な
侵
略
や
攻
撃
が
あ
る
場
合
に
、
違
法
と
な
っ
た
戦
争
を
行
う

こ
と
を
許
す
概
念
と
し
て
限
定
的
に
解
す
る
国
際
法
学
者
も
見
ら
れ
た
が
、
自
衛
権
を
自
助
を
例
外
的
に
許
す
も
の
と
し
た
り
、
あ
る
い
は

自
己
保
存
権
と
依
然
明
確
に
区
別
し
て
い
な
い
者
も
見
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
自
国
民
の
保
護
や
自
国
の
権
利
保
護
、
さ
ら
に
は
自
国
の

法
益
保
護
の
た
め
に
も
自
衛
権
を
行
使
し
う
る
と
広
義
に
解
す
者
も
い
た
。
ま
た
、
自
衛
権
と
し
て
と
り
う
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
先
行
行

為
の
主
体
お
よ
び
自
衛
権
行
使
の
対
象
に
よ
り
異
な
る
と
す
る
論
者
も
存
在
し
た
も
の
の
、
多
く
の
国
際
法
学
者
は
、
自
衛
権
の
先
行
行
為

の
主
体
や
そ
の
行
使
対
象
と
、
正
当
化
さ
れ
る
手
段
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
そ
の
詳
細
を
論
じ
て
い
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
。
多
く
の
国

際
法
学
者
は
、
自
衛
権
に
基
づ
い
て
「
国
際
法
に
違
反
す
る
措
置
」
を
と
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
と
捉
え
た
上
で
、

国
際
法
に
違
反
す
る

措
置
」
の
中
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
違
法
化
さ
れ
た
「
戦
争
」
を
も
含
め
て
解
し
て
い
た
。
満
州
事
変
に
お
け
る
日
本
の
行
動
に
つ
い
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て
は
、
主
と
し
て
日
本
の
軍
事
行
動
が
均
衡
性
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
中
国
の
領
土
で
自
衛
権
の
行
使
を

し
た
こ
と
自
体
、
あ
る
い
は
日
本
人
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
と
い
っ
た
主
張
に
対
す
る
批
判
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
国
際
法
学
者
の

中
に
は
、
自
国
権
益
へ
の
脅
威
に
対
し
て
も
自
衛
権
を
行
使
し
う
る
と
し
て
日
本
の
主
張
を
擁
護
す
る
者
も
見
ら
れ
た
。
自
衛
権
の
自
己
解

釈
権
に
つ
い
て
は
、
自
己
解
釈
権
を
否
定
す
る
者
と
肯
定
す
る
者
に
二
分
さ
れ
て
い
た
。

日
本
の
国
際
法
学
者
は
、
満
州
事
変
が
合
法
だ
と
主
張
す
る
者
と
、
そ
の
違
法
性
を
明
示
的
で
あ
れ
黙
示
的
で
あ
れ
主
張
す
る
者
に
分
か

れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
違
い
は
、
彼
ら
の
自
衛
権
理
論
の
違
い
か
ら
生
じ
て
い
た170

）。
彼
ら
は
、
田
岡
教
授
の
よ
う
に
実
定
法
の
解
釈
に
よ

り
自
衛
権
を
狭
義
に
解
す
る
者
と
、
そ
れ
以
外
の
国
際
法
学
者
の
よ
う
に
、
自
衛
権
を
広
く
解
す
る
者
に
分
か
れ
て
い
た
。
多
く
の
国
際
法

学
者
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
自
衛
権
を
狭
義
に
解
し
て
い
た
者
で
あ
っ
て
も
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
自
衛
権
の
特
に
保
護
法
益
に
自

国
民
や
権
益
も
含
め
て
自
衛
権
を
広
く
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
欧
米
諸
国
の

学
説
で
あ
り
、
欧
米
諸
国
の
国
家
実
行
で
あ
り
、
諸
国
の
国
内
法
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
立
教
授
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
九
年
の
ア
ン
チ

ロ
ッ
チ
の
著
作
の
影
響
を
受
け
て
自
衛
権
を
自
助
を
例
外
的
に
許
す
も
の
と
解
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
国
際
法
上
の
自
衛
権
が
広
い
行

動
の
自
由
を
許
す
概
念
と
な
っ
た
本
質
的
理
由
は
、

戦
争
の
違
法
化
」
に
よ
り
自
助
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、

戦
争
の
違
法
化
」
に
よ
り
、
自
助
が
制
限
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
自
衛
権
は
緊
急
時
に
自
助
の
手
段
と
し
て
援
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
国
際
法
学
者
に
見
ら
れ
る
の
は
、
欧
米
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
国
際
法
を
、
欧
米
諸
国
と
対
等
な

国
家
と
し
て
取
り
入
れ
、
実
施
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
自
衛
権
を
広
く
解
し
た
国
際
法
学
者
に
対
し
て
田
岡
教
授
は
実
定
法
の
解
釈
に
よ
り
、
自
衛
権
は
、
武
力
に
よ
る
攻
撃
、

領
土
侵
入
、
占
領
等
に
対
し
て
自
国
の
領
土
あ
る
い
は
他
国
を
守
る
た
め
に
武
力
を
も
っ
て
反
撃
す
る
権
利
で
あ
る
と
自
衛
権
を
狭
く
解
し

た
。
こ
の
よ
う
に
自
衛
権
を
狭
く
解
す
る
と
、
国
際
社
会
に
お
け
る
自
助
手
段
の
制
限
に
伴
う
べ
き
国
際
紛
争
解
決
の
手
段
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
か
ら
中
葉
ま
で
の
諸
国
家
お
よ
び
国
際
法
学
者
の
自
衛
権
解
釈
は
、
保
護
法
益
や
地
理
的
範
囲
を

広
く
解
す
る
も
の
と
、
そ
れ
ら
を
狭
義
に
解
す
る
も
の
に
分
か
れ
て
お
り
、
一
つ
の
解
釈
が
支
持
を
集
め
て
い
た
と
い
う
状
況
に
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
支
事
変171

）」
の
時
期
の
諸
国
お
よ
び
国
際
法
学

者
の
自
衛
権
解
釈
を
検
討
す
る
こ
と
を
次
の
課
題
と
し
、
本
稿
を
終
え
た
い
。

１
）

国
連
憲
章
第
五
一
条
の
「
武
力
攻
撃
」
と
い
う
用
語
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
発
動
要
件
を
「
侵
略
の
明
白
な
場
合
」
に
限
定
す
る
意
図
で
選
択
さ
れ

た
の
で
あ
り
、
個
別
的
自
衛
権
は
「
侵
略
」
に
対
し
て
行
使
し
う
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
個
別
的
自
衛
権
は
侵
略
に
対
し
て

の
み
行
使
し
う
る
の
か
、
あ
る
い
は
侵
略
以
外
に
よ
る
法
益
侵
害
に
対
し
て
も
行
使
し
う
る
の
か
と
い
う
問
い
が
本
来
立
て
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
国
連
憲
章
第
五
一
条
の
個
別
的
自
衛
権
は
侵
略
に
対
し
て
行
使
し
う
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
資
料
は
、

一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
な
っ
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
公
開
後
も
こ
れ
ら
の
資
料
は
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
参
照
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
森
肇
志
『
自
衛
権
の
基
層
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
二
一
一
｜
二
一
二
頁
。
同
二
五
〇
｜
二
六
九
頁
も
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
事
情
に
鑑
み
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
法
学
者
た
ち
が
、
問
題
の
枠
組
み
を
個
別
的
自
衛
権
の
行
使
は
「
武
力
攻
撃
」
に
の
み
限

定
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
形
で
設
定
し
て
い
た
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

２
）

拙
稿
「
十
九
世
紀
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
自
己
保
存
権
と
自
衛
権
」
九
大
法
学
一
〇
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
六
一
（
五
〇
）
｜
二
五
九

（
五
二
）
頁
。

３
）

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
検
討
を
行
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲

注
２
）「
自
己
保
存
権
と
自
衛
権
」
二
五
八
（
五
三
）
｜
一
五
七
（
五
四
）

頁
。

４
）

松
井
芳
郎
「
日
本
軍
国
主
義
の
国
際
法
論
｜
『
満
州
事
変
』
に
お
け
る
そ
の
形
成
｜
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
民
主
主
義
」

研
究
会
編
『
戦
時
日
本
の
法
体
制
﹇
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
国
家
と
社
会
四
﹈』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
）
三
六
一
｜
四
〇
五
頁
、
松
田
竹
男
「
戦

争
の
違
法
化
と
日
本
｜
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
日
本
と
国
際
法
｜
」
国
際
法
外
交
雑
誌
七
九
巻
五
号
（
一
九
八
〇
年
）
七
三
｜
一
一
六
頁
。

５
）

柳
条
湖
に
お
け
る
南
満
州
鉄
道
の
爆
破
が
、
関
東
軍
の
陰
謀
で
あ
っ
た
こ
と
が
史
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
の
日
本
の
歴
史
学
者
の
共
通
の

見
解
で
あ
る
。
臼
井
勝
美
『
満
州
事
変：

戦
争
と
外
交
と
』

中
公
新
書
、
一
九
七
四
年
）
三
六
｜
四
六
頁
、
加
藤
陽
子
『
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
へ
』

岩
波
新
書
、
二
〇
〇
七
年
）
二
｜
六
頁
、
伊
香
俊
哉
『
満
州
事
変
か
ら
日
中
全
面
戦
争
へ
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
｜
一
三
頁
な
ど
。

６
）

た
だ
し
、
上
海
事
変
を
機
に
、
オ
ラ
ン
ダ
や
南
ア
フ
リ
カ
の
代
表
が
中
国
に
お
け
る
敵
対
行
為
は
戦
争
で
あ
る
と
の
立
場
を
表
し
て
い
る
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(1932),
p
p
.
498

511,
B
o
rch

a
rd
,
E
.,
“W

a
r a
n
d P

ea
ce,”

A
JIL

,
V
o
l.27

(1933),
p
p
.
114

115.

な
お
、
法
的
意

味
で
の
戦
争
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
学
者
も
い
た
が
、
そ
の
代
表
的
な
論
者
は
ロ
ー
タ
ー
パ
ク
ト
で
あ
り
、

報
復
、
復

仇
、
平
和
的
封
鎖
と
い
っ
た
紛
争
の
強
制
的
解
決
手
段
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
る
と
『
理
論
上
も
実
行
上
も
、
国
際
紛
争
解
決
の
友
好
的
手
段
で
は

な
く
て
も
平
和
的
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
』
お
り
、
こ
の
見
解
は
他
の
多
く
の
論
者
が
支
持
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
論
じ
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
も

の
と
し
て
、
不
戦
条
約
が
武
力
と
い
う
文
言
で
は
な
く
戦
争
と
い
う
文
言
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
（L

a
u
terp

a
ch
t,

E
.,
“T
h
e
 
P
a
ct
 
o
f

 
P
a
ris a

n
d th

e B
u
d
a
p
est A

rticles o
f In

terp
reta

tio
n
,”
T
ran

saction
s of

 
th
e G

rotiu
s S

ociety
,
V
o
l.20

(1934),
p
.
182

）。S
ee a

lso
,

G
o
n
sio
ro
w
sk
i,
M
.,
“T
h
e leg

a
l m

ea
n
in
g o

f th
e P

a
ct fo

r th
e R

en
u
n
cia
tio
n o

f w
a
r,”

T
h
e A

m
erican P

olitical S
cien

ce R
eview

,
V
o
l.

30,
N
o
.4
(1936),

p
p
.
653

680,
V
a
n
d
y
,
F
.,
“L
e P

a
cte K

ello
g
g
,”
R
evu

e gen
erale d

e d
roit in

tern
ation

al pu
blic

,
t.37

(1930),
p
p
.
14

15,

W
eh
b
erg

,
H
.,
T
h
e O

u
tlaw

ry of
 
W
ar

(C
a
rn
eg
ie E

n
d
o
w
m
en
t fo

r In
tern

a
tio
n
a
l P
ea
ce,

1931),
p
p
.
84,

99
100.

９
）

立
作
太
郎
『
時
局
国
際
法
論
』

日
本
評
論
社
、
一
九
三
四
年
）
一
九
｜
二
一
頁
、
五
七
｜
五
八
頁
、
田
岡
良
一
「
疑
ふ
べ
き
不
戦
条
約
の
実
効
」

『
外
交
時
報
』
六
五
四
号
（
一
九
三
二
年
）
九
五
｜
九
六
頁
、
横
田
喜
三
郎
「
満
州
事
件
と
国
際
法
」
国
際
法
外
交
雑
誌
三
一
巻
四
号
（
一
九
三
二
年
）

六
五
｜
六
九
頁
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
武
力
を
伴
わ
な
い
復
仇
は
第
二
条
に
抵
触
し
な
い
が
、
武
力
復
仇
は
第
二
条
に
抵
触
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
（
立
・
同
上
、
横
田
喜
三
郎
『
国
際
法
下
巻
』

有
斐
閣
、
一
九
三
四
年
）
一
九
四
｜
一
九
五
頁
）。
た
だ
し
、
松
原
一
雄
教
授
は
、
第
一
条
も
第
二
条

も
法
的
意
味
で
の
「
戦
争
」
以
外
の
兵
力
使
用
を
禁
止
し
て
い
な
い
と
の
解
釈
を
と
る
（
松
原
一
雄
『
時
局
関
係
国
際
問
題
及
国
際
法
問
題
』

斯
文
書

院
、
一
九
三
三
年
）
七
八
｜
七
九
頁
、
松
原
一
雄
「
不
戦
条
約
の
解
釈
及
適
用
に
就
て
」
法
学
新
報
四
〇
巻
一
号
（
一
九
三
〇
年
）
五
頁
）。
彼
が
武
力

復
仇
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
捉
え
て
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
〇
年
の
段
階
で
も
「
戦
争
以
外
の
兵
力
使
用
殊
に
報
復
手
段
の
如
き
を
封
じ

た
も
の
で
は
な
い
」
と
の
解
釈
を
し
て
い
る
（
松
原
・
同
上
（

不
戦
条
約
の
解
釈
及
適
用
に
就
て
」））。

信
夫
淳
平
教
授
は
、
第
二
条
は
、
一
切
の
国
際
紛
争
は
必
ず
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
こ
れ
を
解
決
す
る
と
い
う
約
束
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
不
戦

と
い
う
国
際
現
象
を
呈
す
る
と
解
釈
し
て
い
る
（
信
夫
淳
平
「
不
戦
条
約
に
対
す
る
世
評
」
外
交
時
報
五
七
三
号
（
一
九
二
八
年
）
四
五
頁
）。
そ
の
平

和
的
手
段
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
八
年
六
月
三
日
に
書
か
れ
た
、
外
交
時
報
の
論
文
に
お
い
て
は
、
平
和
的
手
段
の
内
容
は
今
後
決
定
さ
れ
る
と

の
見
解
を
示
し
て
い
る
（
信
夫
淳
平
「
不
戦
条
約
と
国
際
連
盟
の
関
係
」
外
交
時
報
五
六
六
号
（
一
九
二
八
年
）
四
八
｜
四
九
頁
））。
た
だ
、
一
九
二
八
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年
一
〇
月
一
五
日
の
外
交
時
報
に
よ
る
と
、
平
和
的
手
段
と
し
て
は
主
と
し
て
仲
裁
裁
判
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
信
夫
・
同
上
（

不

戦
条
約
に
対
す
る
世
評
」）
四
五
｜
四
六
頁
）。
し
か
し
、
一
九
三
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
上
海
戦
と
国
際
法
』
に
お
い
て
は
、
平
和
的
手
段
と
は
、

開

戦
に
至
ら
ざ
る
迄
の
一
切
を
含
み
、
即
ち
啻
にa

m
ica
b
le

の
み
な
ら
ずn

o
n
 
a
m
ica
b
le

即
ちfo

rcib
le

の
手
段
、
例
へ
ば
不
当
報
復
（reto

rsio
n

）、

不
法
報
復
（rep

risa
l

）、
船
舶
抑
留
（em

b
a
rg
o

）、
そ
の
他
平
時
封
鎖
（p

a
cific b

lo
ck
a
d
e

）
等
、
平
時
適
法
の
も
の
と
し
て
み
と
め
ら
れ
て
あ
る

強
制
的
手
段
｜
時
に
は
軽
い
程
度
の
武
力
を
用
ひ
若
く
は
そ
れ
を
少
な
く
と
も
背
景
と
す
る
所
の
｜
は
之
に
包
含
せ
ら
れ
て
い
る
と
解
し
た
い
（
信
夫
淳

平
『
上
海
戦
と
国
際
法
』

丸
善
、
一
九
三
二
年
）
八
八
頁
）」
と
い
う
よ
う
に
、
平
和
的
手
段
に
武
力
を
用
い
た
行
動
ま
で
も
含
ま
し
め
て
い
る
。
そ
し

て
、

第
二
条
に
い
ふ
平
和
的
手
段
と
は
、
そ
の
精
神
に
於
て
は
主
と
し
て
仲
裁
裁
判
と
か
調
停
と
か
を
指
す
の
意
」
で
あ
る
が
、
強
制
的
手
段
を
排
除

す
る
も
の
と
す
れ
ば
、

第
一
条
の
意
味
を
第
二
条
に
て
更
に
繰
返
へ
す
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
に
な
る
か
ら
、
条
文
と
し
て
体
を
成
さ
ぬ
」
と
い
う
よ
う
に
、

不
戦
条
約
の
一
条
と
二
条
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
解
釈
も
変
化
し
て
い
る
（
信
夫
・
同
上
（『
上
海
戦
と
国
際
法
』）
八
九
頁
）。

10
）

イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
四
常
任
理
事
国
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
パ
ナ
マ
、
ペ

ル
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
八
非
常
任
理
事
国
を
合
わ
せ
た
一
二
か
国
で
あ
る
。

11
）
『
国
際
連
盟
に
於
け
る
日
支
問
題
議
事
録
』

国
際
連
盟
記
録
刊
行
会
、
一
九
三
二
年
）

以
下
『
議
事
録
』）
六
二
｜
六
三
頁
。

12
）

外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
竝
主
要
文
書
・
下
』

原
書
房
、
一
九
六
六
年
）

以
下
『
年
表
・
文
書
下
』）
一
九
四
頁
。

13
）

L
eagu

e of N
ation

s O
fficial Jou

rn
al

（h
erein

a
fter,

L
N
O
J
),
12

Y
ea
r,
N
o
.12

(1931),
p
.
2355.

14
）

“A
p
p
ea
l,
d
a
ted F

eb
ru
a
ry 16

,
1932,

A
d
d
ressed to th

e Ja
p
a
n
ese G

o
v
ern

m
en
t b
y th

e P
resid

en
t o
f th

e C
o
u
n
cil in th

e N
a
m
e

 
o
f th

e M
em
b
ers o

f th
e C

o
u
n
cil o

th
er th

a
n th

e R
ep
resen

ta
tiv
es o

f C
h
in
a a

n
d Ja

p
a
n
,”
L
N
O
J
,
13

Y
ea
r,
N
o
.13,

P
a
rt.1

(1932),

p
p
.
383

384,

『
議
事
録
』
一
六
五
｜
一
六
六
頁
。

15
）

L
N
O
Jss
,
N
o
.101,

V
o
l.1,

p
.
52.

『
議
事
録
』
一
一
二
頁
。
同
様
に
、
戦
争
の
み
な
ら
ず
武
力
行
使
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、

サ
ル
バ
ド
ル
（Ib

id
.,
p
.
71,

『
議
事
録
』
二
二
七
頁
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

16
）

Ib
id
.,
p
.
87,

『
議
事
録
』
二
四
〇
頁
。

17
）

Ib
id
.,
p
.
88,

『
議
事
録
』
二
四
〇
頁
。

18
）

Ib
id
.,
p
.
49,

『
議
事
録
』
二
一
〇
頁
。

19
）

L
a
u
terp

a
ch
t,
su
pra n

o
te 8,

p
.
105.

20
）

外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書

満
州
事
変
』
第
一
巻
第
一
冊
（
外
務
省
、
一
九
七
七
年
）
六
頁
。

21
）

一
九
三
一
年
九
月
二
四
日
「
満
洲
事
変
に
関
す
る
政
府
第
一
次
声
明
」『
年
表
・
文
書
下
』
一
八
二
頁
。

22
）

日
本
は
、
南
満
州
鉄
道
の
沿
線
に
鉄
道
守
備
隊
を
置
く
権
利
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
中
国
は
そ
の
よ
う
な
権
利
は

（78-４- ）1111 39
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ロ
シ
ア
に
も
与
え
て
お
ら
ず
、
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
に
譲
渡
さ
れ
る
根
拠
が
な
い
と
反
論
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
日
中
の
見
解
は
対
立
し
て
い
た
。

23
）

こ
の
こ
と
は
、
同
日
の
国
際
連
盟
理
事
会
議
長
宛
の
電
報
（
一
九
三
一
年
九
月
二
四
日
「
満
州
の
事
態
に
関
す
る
国
際
連
盟
理
事
会
通
牒
及
回
答
」

『
年
表
・
文
書
下
』）
で
、
事
変
発
生
当
初
よ
り
日
本
軍
は
そ
の
行
動
を
「
居
留
民
ノ
安
全
、
鉄
道
ノ
保
護
及
軍
隊
自
体
ノ
安
固
ニ
限
局
」
し
て
い
る
と
述

べ
、
ま
た
鉄
道
付
属
地
外
の
日
本
軍
に
つ
い
て
は
「
在
留
邦
人
の
安
全
及
鉄
道
保
護
の
必
要
範
囲
内
の
最
大
限
度
に
迄
撤
退
」
し
て
い
る
と
記
述
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

24
）

柳
原
正
治
『
国
際
法
先
例
資
料
集
（
１
）

不
戦
条
約
（
上
）』

信
山
社
出
版
、
一
九
九
六
年
）
三
六
一
｜
三
六
四
頁
。

25
）

“R
ep
ly d

a
ted O

cto
b
er 12

,
1931,

fro
m
 
th
e Ja

p
a
n
ese G

o
v
ern

m
en
t to th

e A
p
p
ea
l fro

m
 
th
e P

resid
en
t o
f th

e C
o
u
n
cil,

d
a
ted

 
O
cto

b
er 9th

,
1931,”

L
N
O
J
,
12th Y

ea
r,
N
o
.12,

p
.
2484,

『
議
事
録
』
三
三
｜
三
四
頁
。

26
）

L
N
O
J
,
12

Y
ea
r,
N
o
.12,

p
p
.
2484

2485,

『
議
事
録
』
三
四
頁
。

27
）

脚
注
11
に
対
応
す
る
本
文
を
参
照
。

28
）

L
N
O
J
,
12

Y
ea
r,
N
o
.12,

p
.
2343,

『
議
事
録
』
六
三
頁
。

29
）

一
九
三
一
年
一
〇
月
二
六
日
「
満
洲
事
変
に
関
す
る
政
府
第
二
次
声
明
」『
年
表
・
文
書
下
』
一
八
五
｜
一
八
六
頁
。

30
）

L
N
O
J
,
13

Y
ea
r,
N
o
.13,

P
a
rt.1

(1932),
p
.
345,

『
議
事
録
』
一
三
七
頁
。

31
）

“O
b
serv

a
tio
n
s o
f th

e Ja
p
a
n
ese G

o
v
ern

m
en
t o
n th

e R
ep
o
rt o

f th
e C

o
m
m
issio

n o
f E
n
q
u
iry C

o
n
stitu

ted u
n
d
er th

e C
o
u
n
cil’s

 
R
eso

lu
tio
n o

f D
ecem

b
er 10

1931,”
L
N
O
Jss
,
N
o
.111

(1933),
p
p
.
8
121.

32
）

自
国
の
行
動
が
自
衛
権
の
行
使
で
あ
る
か
否
か
を
自
衛
権
を
行
使
す
る
国
家
の
み
が
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
便
宜
上
、
自
己
解
釈
権
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

33
）

L
N
O
Jss
,
N
o
.111

(1933),
p
.
105.

34
）

Ib
id
.

35
）

L
N
O
J
,
12

Y
ea
r,
N
o
.12,

p
p
.
2307

2308,

『
議
事
録
』
二
七
頁
。
冒
頭
演
説
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
レ
ル
ー
（L

erro
u
x

）
議
長
は
、
特
に

生
命
財
産
の
確
保
の
た
め
に
（
日
本
軍
の
）
撤
兵
に
一
定
の
時
間
を
与
え
る
必
要
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
発
言
し
た
（Ib

id
.,
p
.
2307,

『
議
事
録
』
二

七
頁
）。

36
）

自
国
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
の
た
め
の
自
衛
権
行
使
で
あ
る
と
い
う
日
本
の
主
張
が
黙
示
的
に
認
め
ら
れ
た
と
す
る
立
場
を
と
る
も
の
と
し

て
、
次
の
論
文
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。W

rig
h
t,
Q
.,
“C
o
llectiv

e R
ig
h
ts a

n
d D

u
ties fo

r th
e E

n
fo
rcem

en
t o
f T

rea
ty O

b
lig
a
tio
n
s,”

P
roceed

in
gs of A

m
erican

 
S
ociety of In

tern
ation

al L
aw
,
V
o
l.26

(1932),
p
.
107,

松
井
「
前
掲
論
文
」

注
４
）三
八
八
｜
三
八
九
頁
。

37
）

一
九
三
二
年
三
月
一
一
日
の
総
会
に
お
い
て
設
置
が
決
定
さ
れ
、
総
会
議
長
、
紛
争
当
事
国
を
除
く
一
二
名
の
理
事
国
代
表
、
秘
密
投
票
に
よ
っ
て
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選
挙
さ
れ
た
六
名
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
任
務
は
、
上
海
事
変
に
つ
い
て
の
停
戦
を
確
定
す
る
こ
と
、
一
九
三
一
年
九
月
三
〇
日
、
一
二

月
一
〇
日
の
理
事
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
決
議
の
実
行
を
注
視
す
る
こ
と
、
総
会
に
対
す
る
陳
述
書
の
提
出
の
三
点
で
あ
る
。
リ
ッ
ト
ン
調
査
委
員
会

の
報
告
書
の
実
行
も
、
こ
の
一
九
人
委
員
会
と
総
会
が
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
人
委
員
会
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
海
野
芳
郎
『
国
際

連
盟
と
日
本
』

原
書
房
、
一
九
七
二
年
）
二
一
三
｜
二
一
七
頁
を
参
照
。

38
）

調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
ル
ド
ロ
ヴ
ァ
ン
デ
ィ
（A

ld
ro
v
a
n
d
i

）、
フ
ラ
ン
ス
の
ク
ロ
ー
デ
ル
（C

la
u
d
el

）、
イ
ギ
リ
ス
の
リ
ッ
ト

ン
（L

y
tto
n

）、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ッ
コ
イ
（M

cC
o
y

）、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ネ
ー
（S

ch
n
ee

）
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
の
生
い
立
ち
や
肩
書
な
ど
の
詳
細
は
、

『
議
事
録
』
一
一
一
｜
一
一
二
頁
、
臼
井
勝
美
『
満
洲
国
と
国
際
連
盟
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
四
四
｜
四
六
頁
を
参
照
。

39
）

T
h
e R

eport of th
e C

om
m
ission

 
of E

n
qu
iry in

to th
e S

in
o-Japan

ese D
ispu

te
(T
h
e L

ea
g
u
e o
f N

a
tio
n
s A

sso
cia
tio
n o

f Ja
p
a
n
,

1932),
p
p
.
119

120.

40
）

し
か
し
、

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
よ
り
調
査
団
は
現
地
に
い
た
日
本
将
校
が
自
衛
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

仮
定
を
排
除
し
な
い
」
と
付
言
さ
れ
た
（Ib

id
.,
p
.
120

）。

41
）

も
っ
と
も
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
は
自
衛
権
の
先
行
行
為
が
存
在
し
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
二
年
七
月
一
六

日
、
在
日
米
大
使
グ
ル
ー
（G

rew

）
が
国
務
長
官
ス
チ
ム
ソ
ン
（S

tim
so
n

）
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
、
日
本
の
自
衛
権
の
主
張
に
対
す
る
リ
ッ
ト
ン
調

査
団
の
見
解
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
書
簡
に
お
い
て
、
グ
ル
ー
は
、
一
九
三
二
年
七
月
一
二
日
、
一
四
日
、
一
五
日
に
自
ら
が
行
っ

た
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
マ
ッ
コ
イ
（M

cC
o
y

）
と
の
会
談
か
ら
、
調
査
団
が
達
す
る
で
あ
ろ
う
結
論
を
推
察
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
日
本
の
自
衛
権
の
主
張
に
つ
い
て
の
調
査
団
の
結
論
は
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
柳
条
湖
事
件
と
そ
れ
に
続
く
満
州

に
お
け
る
事
件
は
日
本
自
身
が
周
到
に
計
画
し
て
実
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
は
満
州
に
お
け
る
行
動
の
た
め
に
何
ら
か
の
挑
発
を
し
た
こ
と
は
疑
い

な
く
、
日
本
軍
は
自
衛
の
た
め
だ
け
に
行
動
し
た
と
い
う
日
本
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
結
論
で
あ
る
（“T

h
e
 
A
m
b
a
ssa

d
o
r
 
in
 
Ja
p
a
n

(G
rew

)
to th

e S
ecreta

ry o
f S
ta
te,”

P
apers R

elatin
g to th

e F
oreign

 
R
elation

s of th
e U

n
ited

 
S
tates

(h
erein

a
fter,

F
R
U
S
)
Japan

:

1
9
3
1
1
9
4
1
,
V
o
l.I
(K
ra
u
s R

ep
rin
t C
O
.,
1972),p

p
.93

94

）。
英
米
は
、
事
件
直
後
か
ら
、
柳
条
湖
事
件
が
日
本
軍
の
計
画
的
行
動
で
あ
っ
た
可
能

性
を
認
識
し
て
い
た
。
一
九
三
一
年
九
月
二
二
日
、
中
国
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Jo

h
n
so
n

）
米
公
使
は
、
手
に
入
る
全
て
の
情
報
か
ら
、
柳
条
湖
事
件
が
日

本
の
計
画
的
行
動
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
に
達
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
ス
チ
ム
ソ
ン
国
務
長
官
に
伝
え
て
い
る
（“T

h
e M

in
ister in C

h
in
a
(Jo
h
n
so
n
)

to th
e S

ecreta
ry o

f S
ta
te”,

Ib
id
.,
p
.
5

）。
在
日
イ
ギ
リ
ス
大
使
の
リ
ン
ド
レ
ー
（L

in
d
ley

）
は
、
同
年
九
月
二
〇
日
に
、
柳
条
湖
事
件
は
、
中
国

軍
の
鉄
道
爆
破
を
口
実
と
し
て
多
く
の
地
点
を
占
領
す
る
た
め
の
軍
部
あ
る
い
は
参
謀
本
部
の
計
画
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
た
し
（“S

ir
 
F
.
L
id
ley

(T
o
k
y
o
)
to th

e M
a
rq
u
ess o

f R
ea
d
in
g
,”
D
o
cu
m
en
ts o

n B
ritish F

o
reig

n P
o
licy

(h
erein

a
fter,

D
B
F
P
),
S
eco

n
d S

eries,
V
o
l.V
III

 
C
h
in
ese Q

u
estio

n
s,
1919

1939
(H
er M

a
jesty

’s S
ta
tio
n
ery O

ffice,
1960),

p
.
667

）、
北
京
の
ラ
ン
プ
ソ
ン
（L

a
m
p
so
n

）
公
使
も
、
日
本
の
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行
動
は
中
国
の
行
動
が
原
因
で
あ
る
と
い
う
声
明
を
忙
し
く
吹
聴
し
て
い
る
が
、
中
国
は
衝
突
か
ら
得
る
も
の
は
何
も
な
い
と
述
べ
て
い
る
（“S

ir
 
M
.

L
a
m
p
so
n
(P
ek
in
g
)
to th

e M
a
rq
u
ess o

f R
ea
d
in
g
,”
Ib
id
.,
p
.
669

）。

42
）

“R
ep
o
rt P

ro
v
id
ed fo

r in A
rticle 15,

P
a
ra
g
ra
p
h 4,

o
f th

e C
o
v
en
a
n
t,
S
u
b
m
itted b

y th
e S

p
ecia

l C
o
m
m
ittee o

f th
e A

ssem
b
ly

 
in E

x
ecu

tio
n o

f P
a
rt III

(P
a
ra
g
ra
p
h 5)

o
f th

e R
eso

lu
tio
n o

f M
a
rch 11

,
1932,

a
n
d b

y th
e A

ssem
b
ly o

n F
eb
ru
a
ry 24

1933,”

L
N
O
Jss
,
N
o
.111

(1933),
p
.
72.

43
）

大
国
と
は
、
軍
事
力
、
経
済
力
、
政
治
力
あ
る
い
は
学
術
・
文
化
の
影
響
力
な
ど
国
家
間
の
関
係
性
に
お
け
る
能
力
に
お
い
て
圧
倒
的
に
優
位
す
る

国
を
指
す
も
の
と
す
る
（
猪
口
孝
ほ
か
編
『
政
治
学
事
典
』

弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
六
七
九
頁
）。

44
）

海
野
・
前
掲

注
37
）一
八
二
｜
一
八
四
頁
。

45
）

“T
h
e S

ecreta
ry
 
o
f S

ta
te to

 
th
e A

m
b
a
ssa

d
o
r in

 
Ja
p
a
n
(F
o
rb
es),”

F
R
U
S
,
su
pra

 
n
o
te 41,

p
.
55,

“M
em
o
ra
n
d
u
m
 
b
y
 
th
e

 
S
ecreta

ry o
f S
ta
te,”

Ib
id
.,
p
.
59,

“T
h
e S

ecreta
ry o

f S
ta
te to th

e E
m
b
a
ssy in Ja

p
a
n
(F
o
rb
es),”

Ib
id
.,
p
.
64,

“M
em
o
ra
n
d
u
m
 
b
y

 
th
e S

ecreta
ry o

f S
ta
te,”

Ib
id
.,
p
.
69.

46
）

“S
ir F

.
L
in
d
ley

(T
o
k
y
o
)
to th

e M
a
rq
u
ess o

f R
ea
d
in
g
,”
D
B
F
P
,
su
pra n

o
te 41,

p
.
702,

“S
ir M

.
L
a
m
p
so
n
(P
ek
in
g
)
to S

ir R
.

V
a
n
sitta

rt,”
Ib
id
.,
p
.
759.

た
だ
し
、
彼
ら
は
、
日
本
の
軍
事
行
動
は
均
衡
性
を
欠
く
と
見
て
い
た
。
東
京
の
リ
ン
ド
レ
ー
イ
ギ
リ
ス
大
使
は
、
一

九
三
二
年
八
月
三
〇
日
に
ス
チ
ム
ソ
ン
外
相
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
で
は
、
九
月
一
八
日
の
事
件
に
つ
い
て
は
例
え
そ
の
発
端
が
不

明
確
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
事
件
に
続
く
日
本
軍
当
局
に
よ
っ
て
採
ら
れ
た
措
置
を
正
当
化
す
る
に
は
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
は
ず
だ
と
報
告
し
て
い
た
（“S

ir F
.
L
in
d
ley

(C
h
u
zen

ji)
to S

ir J.
S
im
o
n
(R
eceiv

ed O
cto

b
er I),”

D
B
F
P
,
1919

1939,
S
eco

n
d S

eries,
V
o
l.X
,
F
a
r E

a
stern A

ffa
irs M

a
rch

-O
cto

b
er 1932

(H
er M

a
jesty

’s S
ta
tio
n
ery O

ffice,
1969),

p
.
723

）。
さ
ら

に
、
日
本
の
行
動
が
計
画
的
行
動
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
た
北
京
ラ
ン
プ
ソ
ン
公
使
で
あ
っ
た
が
、
中
国
の
排
日
行
動
に
対
す
る
日
本
の
憤
慨

は
理
解
で
き
る
と
し
な
が
ら
も
、
日
本
の
行
動
に
よ
っ
て
多
く
の
中
国
人
が
殺
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
行
動
は
全
く
均
衡
性
に
欠
い
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
（“S

ir M
.
L
a
m
p
so
n
(P
ek
in
g
)
to th

e M
a
rq
u
ess o

f R
ea
d
in
g
,”
D
B
F
P
,
su
pra n

o
te 41,

p
p
.
744

745,
“S
ir M

.
L
a
m
p
so
n
(P
ek
in
g
)

to S
ir R

.
V
a
n
sitta

rt,”
Ib
id
.,
p
p
.
760

761

）。

47
）

ア
メ
リ
カ
も
イ
ギ
リ
ス
も
、
領
域
外
に
お
け
る
自
国
民
保
護
が
可
能
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
以
降
の
米
英
の
在
外
自
国
民
保
護
の

実
行
の
例
に
つ
い
て
は
、B

ro
w
n
lie,

I.,
In
tern

ation
al L

aw
 
an
d
 
th
e U

se of F
orce by S

tates
(O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress,
1963),

p
p
.
295

296.

ブ
ラ
ウ
ン
リ
ー
は
、
在
外
自
国
民
保
護
の
た
め
の
「
干
渉
」
と
称
す
る
。

48
）

拙
稿
「
戦
間
期
の
『
戦
争
の
違
法
化
』
と
自
衛
権
」
九
大
法
学
一
〇
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
六
一
（
一
八
四
）
｜
六
〇
（
一
八
五
）
頁
。

49
）

拙
稿
・
前
掲

注
48
）「
戦
間
期
の
『
戦
争
の
違
法
化
』
と
自
衛
権
」
六
一
（
一
八
四
）
頁
。

（法政研究78-４- ）42 1114

論 説



50
）

一
九
三
二
年
一
二
月
五
日
か
ら
開
か
れ
た
連
盟
特
別
総
会
に
お
い
て
、
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
の
審
議
が
な
さ
れ
た
が
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
代
表
の
ベ

ネ
シ
ュ
（B

en
e
s

）
と
ギ
リ
シ
ャ
代
表
の
ポ
リ
テ
ィ
ス
（P

o
litis

）
が
、
日
本
の
自
衛
権
の
行
使
に
つ
い
て
詳
細
に
言
及
し
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
代

表
は
、
自
衛
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
衛
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
敵
対
行
為
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
報
告
書
や
理
事

会
に
お
け
る
日
中
の
声
明
に
よ
る
と
、
自
衛
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
敵
対
行
為
は
、
中
国
の
排
日
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の

上
で
、
日
本
の
行
動
は
元
の
紛
争
と
の
均
衡
性
を
明
ら
か
に
全
く
欠
い
て
い
る
と
非
難
し
た
（L

N
O
Jss
,
N
o
.111

(1933),
p
.
36

）。
す
な
わ
ち
、
日
本

の
行
動
が
均
衡
性
を
欠
い
て
い
る
点
が
非
難
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
代
表
は
、
中
国
の
排
日
運
動
と
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
明
ら
か
に
国
際
法
違
反

だ
と
し
な
が
ら
も
、
急
迫
し
た
深
刻
な
危
険
が
存
在
す
る
場
合
以
外
、
武
力
を
行
使
す
る
前
に
理
事
会
に
訴
え
る
義
務
が
あ
る
と
し
、
本
件
で
は
日
本
は

そ
う
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
（Ib

id
.,
p
.
45

）。
す
な
わ
ち
、
事
件
の
急
迫
性
を
否
定
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
自
衛
権
の
先
行

行
為
や
地
理
的
範
囲
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

51
）

な
お
、
こ
れ
以
外
の
三
つ
の
原
則
は
、
ま
ず
、
条
約
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
他
国
の
領
土
を
占
領
す
る
権
利
が
な
い
こ
と
、
次
に
、
領
土
侵
入
の

後
、
二
国
間
に
存
在
す
る
条
約
の
解
釈
お
よ
び
効
力
に
関
し
て
直
接
交
渉
を
他
国
に
強
い
る
権
利
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
あ
る
国
が
他
国
に
対
し
、
権

利
要
求
、
経
済
的
利
益
等
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
の
債
務
国
の
領
土
を
占
領
し
ま
た
は
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
権
利
が
な
く
、
強
制
に
よ
る
債

権
の
回
収
は
一
九
〇
七
年
の
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
原
則
に
照
ら
し
て
違
法
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
（L

N
O
J
,
12

Y
ea
r,
N
o
.12,

p
p
.
2381

2382,

『
議

事
録
』
一
一
〇
｜
一
一
一
頁
）。

52
）

Ib
id
.,
p
p
.
47,

73,

『
議
事
録
』
二
一
〇
、
二
二
八
｜
二
二
九
頁
。

53
）

Ib
id
.,
p
.
63,

『
議
事
録
』
二
二
五
頁
。

54
）

Ib
id
.,
p
.
71,

『
議
事
録
』
二
二
七
頁
。

55
）

Ib
id
.,
p
.
49,

『
議
事
録
』
二
一
〇
頁
。

56
）

Ib
id
.,
p
.
54,

『
議
事
録
』
二
一
五
頁
。

57
）

紛
争
の
当
事
国
で
あ
っ
た
中
国
も
、
一
九
三
二
年
八
月
二
九
日
の
羅
文
幹
（L

o W
en
-K
a
n

）
外
交
部
長
の
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
、
日
本
が
、
自
衛
権

は
自
国
領
土
を
超
え
て
行
使
し
う
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
不
戦
条
約
の
効
力
を
破
壊
す
る
日
本
の
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
有
害
な
議
論
だ
と
批

判
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
衛
権
は
自
国
領
土
を
越
え
て
行
使
で
き
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（“S

p
eech D

eliv
ered b

y D
r.L

o
 

W
en
-K
a
n
,
M
in
ister o

f F
o
reig

n A
ffa
irs a

t N
a
n
k
in
g
,
A
t th

e W
eek

ly M
em
o
ria
l S
erv

ice o
f D

r.
S
u
n Y

a
t-S
en o

n A
u
g
u
st 29,

1932,”

(C
a
rn
eg
ie E

n
d
o
w
m
en
t fo

r In
tern

a
tio
n
a
l P
ea
ce,

1933),
p
.
37

）。

58
）

脚
注
50
参
照
。

59
）

ポ
リ
テ
ィ
ス
は
、
こ
の
基
準
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
一
九
三
一
年
に
総
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
国
際
連
盟
規
約
を
不
戦
条
約
と
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調
和
さ
せ
る
た
め
の
改
正
に
関
す
る
委
員
会
報
告
書
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
七
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
自
衛
権
の
行
使
は
、
関
係
す
る
他
国
に

よ
っ
て
検
討
さ
れ
、
ま
た
国
際
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
の
場
合
は
理
事
会
の
評
価
に
服
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（L

N
O
Jss
,
N
o
.111

(1933),
p
.
44

）。

ま
た
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
の
中
で
、
中
国
も
、
真
の
自
衛
権
の
行
使
を
し
て
い
な
い
国
家
は
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
主
張

し
て
い
る
（“C

h
in
ese C

o
m
m
en
ts o

n
 
th
e
“O
b
serv

a
tio
n
s o

f th
e Ja

p
a
n
ese G

o
v
ern

m
en
t o

n
 
th
e R

ep
o
rt o

f th
e C

o
m
m
issio

n
 
o
f

 
E
n
q
u
iry
”
a
n
d o

n th
e S

ta
tem

en
ts M

a
d
e b

y th
e Ja

p
a
n
ese R

ep
resen

ta
tiv
e o

n th
e C

o
u
n
cil,”

外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書

満
洲
事
変
』

別
巻
（
外
務
省
、
一
九
八
一
年
）
二
一
一
頁
）。
こ
れ
は
、
自
衛
権
の
自
己
解
釈
権
を
否
定
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
根
拠

と
さ
れ
た
の
は
、
ケ
ロ
ッ
グ
が
一
九
二
八
年
四
月
二
八
日
ア
メ
リ
カ
国
際
法
学
会
で
の
演
説
で
、

も
し
も
そ
れ
が
適
切
な
場
合
で
あ
っ
た
ら
、
世
界
が

そ
の
行
動
を
是
認
し
、
非
難
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
事
実
や
（
こ
の
演
説
の
内
容
は
、
不
戦
条
約
交
渉
過
程
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
一

九
二
八
年
六
月
二
三
日
の
公
文
に
抜
粋
さ
れ
て
い
る
（A

m
erica

n
 
N
o
te,

Ju
n
e
 
23,

1928,
M
iller,

D
.H
.,
T
h
e
 
P
eace

 
P
act of

 
P
aris

(G
.P
.

P
u
tn
a
m
,
1928),

p
.
213

）。S
ee a

lso
,
Ib
id
.,
p
.
84

）、
一
九
二
九
年
一
月
一
四
日
の
ア
メ
リ
カ
上
院
外
交
委
員
会
報
告
書
で
「
真
の
（bon

a-fid
e

）
自

衛
の
場
合
を
除
い
て
」
戦
争
に
訴
え
な
い
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
一
九
三
二
年
八
月
八
日
の
ス
チ
ム
ソ
ン
の
声
明
で
あ
る
。
ス
チ
ム
ソ
ン

国
務
長
官
は
、
こ
の
声
明
で
、
自
衛
権
の
限
界
は
多
数
の
先
例
に
よ
り
明
確
に
さ
れ
て
お
り
、
不
戦
条
約
は
力
に
よ
る
制
裁
を
規
定
し
て
は
い
な
い
も
の

の
世
論
の
制
裁
と
い
う
最
も
効
力
の
あ
る
制
裁
を
受
け
る
と
述
べ
、
自
衛
権
の
行
使
が
事
後
的
に
世
論
の
評
価
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
認
め
る

（“S
ta
tem

en
t o
f S

ecreta
ry o

f S
ta
te S

tim
so
n A

u
g
u
st 8,

1932,”
In
tern

ation
al C

on
ciliation

(C
a
rn
eg
ie E

n
d
o
w
m
en
t fo

r In
tern

a
-

tio
n
a
l P
ea
ce,

1933),
p
.
23

）。

60
）

一
九
三
七
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
扱
う
こ
と
に
し
、
本
稿
で
は
一
九
三
六
年
以
前
の
も
の
を
取
り
扱
う
。

61
）

G
ira
u
d
,
E
.,
“L
a th

eo
rie d

e la leg
itim

e d
efen

se,”
R
ecu

eil d
es cou

rs
,
t.49

(1934),
p
p
.
716

718,
722

746,
D
esca

m
p
s,
E
.-E
.-F
.,
“L
e

 
d
ro
it in

tern
a
tio
n
a
l n
o
u
v
ea
u
-
l’in

flu
en
ce d

e la co
n
d
a
m
n
a
tio
n d

e la g
u
erre su

r l’ev
o
lu
tio
n ju

rid
iq
u
e in

tern
a
tio
n
a
le,”

R
ecu

eil d
es

 
cou

rs
,
t.31

(1930),
p
p
.
469

472.

62
）

G
ira
u
d
,
Ib
id
.,
D
esca

m
p
s,
Ib
id
.,
p
p
.
471

472.

63
）

S
eferia

d
es,

S
.,
“P
rin
cip
es g

en
era

u
x d

u d
ro
it in

tern
a
tio
n
a
l d
e la p

a
ix
,”
R
ecu

eil d
es cou

rs
,
t.34

(1930),
p
p
.
391

393,
K
elsen

,

H
.,
“U
n
rech

t u
n
d U

n
rech

tsfo
lg
e im

 
V
o
lk
errech

t,”
Z
eitsch

rift fu
r offen

tlich
es R

ech
t,
B
a
n
d 12

(1932),
S
S
.
561

564.

同
様
の
自
衛

権
概
念
を
支
持
す
る
も
の
と
し
てC

a
v
a
g
lieri,

A
.,
“R
eg
les g

en
era

les d
u d

ro
it d

e la p
a
ix
,”
R
ecu

eil d
es cou

rs
,
t.26

(1929),
p
p
.
554

557,

A
n
zilo

tti,
D
.,
C
ou
rs d

e d
roit in

tern
ation

al
(R
.S
irey

,
1929),

p
.507,A

g
o
,R
.,“L

e d
elit in

tern
a
tio
n
a
l,”
R
ecu

eil d
es cou

rs
,t.68

(1939),

p
p
.
537

540.

64
）

た
だ
し
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
実
定
法
の
解
釈
か
ら
自
衛
権
の
内
容
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
も
の
の
、
本
論
文
で
は
そ
の
解
釈
は
行
わ
れ
て
お
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ら
ず
、
自
衛
権
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
（K

elsen
,
Ib
id
.

）。

65
）

ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
は
、
自
己
保
存
権
は
法
的
権
利
で
は
な
く
衝
動
（in

stin
ct

）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
自
衛
権
は
法
的
権
利
で
あ
る
と
す
る

（B
rierly

,
J.L

.,
T
h
e L

aw
 
of N

ation
s
(2

ed
.,
O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress,
1936),

p
p
.
254

257

）。
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク

の
も
の
に
近
似
し
て
い
る
（W

estla
k
e,
J.,
In
tern

ation
al L

aw
,
P
a
rt I

(C
a
m
b
rid
g
e U

n
iv
ersity P

ress,
1904),

p
p
.
396

300

）。
も
っ
と
も
、

両
者
の
自
衛
権
理
論
に
は
相
違
が
見
ら
れ
る
。

66
）

B
rierly

,
J.-L

.,
“R
eg
les g

en
era

les d
u d

ro
it d

e la p
a
ix
,”
R
ecu

eil d
es cou

rs
,
t.58

(1936),
p
p
.
126

131.
S
ee a

lso
,
B
rierly

,
su
pra

 
n
o
te 65,

p
p
.
253

259.

67
）

Ib
id
.,
p
.
128.

68
）

B
a
sd
ev
a
n
t,
J.,
“R
eg
les g

en
era

les d
u d

ro
it d

e la p
a
ix
,”
R
ecu

eil d
es cou

rs
,
t.58

(1936),
p
p
.
539

541,
K
a
u
fm
a
n
n
,
E
.,
“R
eg
les

 
g
en
era

les d
u d

ro
it d

e la p
a
ix
,”
R
ecu

eil d
es cou

rs
,
t.54

(1935),
p
p
.
576

585,
B
a
ty
,
T
.,
T
h
e C

an
on
s of In

tern
ation

al L
aw

(Jo
h
n

 
M
u
rra

y
,
1930),

p
p
.
95

99.

69
）

B
a
sd
ev
a
n
t,
Ib
id
.,
p
.
547.

S
ee a

lso
,
le F

u
r,
K
.-E
.,
“L
e d

ev
elo
p
p
em
en
t h

isto
riq
u
e d

u
 
d
ro
it in

tern
a
tio
n
a
l.
D
e l’a

n
a
rch

ie
 

in
tern

a
tio
n
a
le a

u
n
e co

m
m
u
n
a
u
te
in
tern

a
tio
n
a
le o

rg
a
n
isee,”

R
ecu

eil d
es cou

rs
,
t.41

(1932),p
.540,S

tra
tis,S

.C
.,L

e pacte gen
eral

 
d
e ren

on
ciation

 
a
la gu

erre
(L
ib
ra
irie d

es scien
ces p

o
litiq

u
es et so

cia
les

:
M
a
rcel R

iv
iere,

1931),
p
p
.
150

151.

70
）

B
a
ty
,
su
pra n

o
te 68,

p
p
.
105

112.
S
ee a

lso
,
P
o
tter,

P
.B
.,
“L
’in
terven

tion en d
roit in

tern
ation

al m
od
ern

e
,”
R
ecu

eil d
es cou

rs
,

t.32
(1930),

p
p
.
647.

71
）

B
a
sd
ev
a
n
t,
su
pra n

o
te 68,

p
p
.
548

549.

72
）

K
a
u
fm
a
n
n
,
su
pra n

o
te 68,

p
p
.
576

585,
B
a
ty
,
su
pra n

o
te 68,

p
p
.
95

99.

73
）

K
a
u
fm
a
n
n
,
Ib
id
.,
p
.
580.

74
）

B
a
ty
,
su
pra n

o
te 68,

p
p
.
95

99.

75
）

B
a
ty
,
Ib
id
.,
p
p
.
110

112.

森
・
前
掲

注
１
）二
〇
一
｜
二
〇
二
頁
も
参
照
。

76
）

戦
間
期
に
は
、

自
衛
権
（rig

h
t o
f self-d

efen
se

）」
と
い
う
用
語
の
他
に
、

正
当
防
衛
権
（d

ro
it d

e leg
itim

e d
efen

se,
rig
h
t o
f leg

iti-

m
a
te d

efen
ce

）」、

正
当
な
自
衛
（leg

itim
a
te self-d

efen
se

）」
な
ど
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
用
語
が
明
確
に
区
別
し
て
用
い

ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
森
・
前
掲

注
１
）一
〇
一
頁
も
参
照
。

77
）

K
a
u
fm
a
n
n
,
su
pra n

o
te 68,

p
p
.
580

581.

78
）

均
衡
性
の
原
則
の
起
源
は
、
カ
ロ
ラ
イ
ン
号
事
件
に
お
け
る
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
あ
る
と
さ
れ
る
（G

ra
y
,
C
.,
In
tern

ation
al L

aw
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an
d
 
th
e U

se of F
orce

(2
ed
.,
O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress,
2004),

p
.
120

）。
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
（W

eb
ster

）
は
、
英
国
政
府
は
「
不
合
理
な
、

も
し
く
は
過
度
な
こ
と
は
一
切
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
衛
の
必
要
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
行
動
は
、
必
要
性

に
よ
り
制
限
さ
れ
、
明
白
に
そ
の
必
要
性
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
自
衛
権
に
つ
い
て
の
均
衡
性
原
則
に

頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
国
際
連
盟
の
時
期
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
（B

ro
w
n
lie,

su
pra n

o
te 47,

p
.
261

）。
現
代
に
お
い
て
、
均

衡
性
の
判
断
基
準
や
比
較
対
象
に
つ
い
て
の
議
論
が
錯
綜
し
、
そ
の
曖
昧
さ
や
多
義
性
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
戦
間
期
に
お
い
て
も
均
衡
性
の
判
断
基
準
は

論
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

一
九
二
六
年
、
軍
縮
会
議
準
備
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
ド
ゥ
ブ
ル
ッ
ケ
ー
ル
（d

e B
ro
u
ck
ere

）
に
よ
る
報
告
書
の
中
で
は
、

正
当
防
衛
は
、
攻
撃

の
重
大
性
（th

e serio
u
sn
ess o

f th
e a

tta
ck

）
に
均
衡
し
、
危
険
の
急
迫
性
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
措
置
を
採
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
暗

に
意
味
す
る
（“R

ep
o
rt b

y M
.
d
e B

ro
u
ck
ere o

n P
o
in
t 1

(b
)
o
f th

e P
ro
p
o
sa
l L

a
id b

efo
re th

e P
rep

a
ra
to
ry C

o
m
m
issio

n fo
r th

e
 

D
isa
rm
a
m
en
t C
o
n
feren

ce b
y th

e F
ren

ch D
eleg

a
tio
n
,”
L
eagu

e of N
ation

s R
eports an

d R
esolu

tion
s of th

e S
u
bject of A

rticle 1
6

 
of th

e C
oven

an
t:
M
em
oran

d
u
m
 
an
d
 
C
ollection

 
of R

eports,
R
esolu

tion
s an

d
 
R
eferen

ces prepared
 
in E

xecu
tion of th

e C
ou
n
cil’s

 
R
esolu

tion of D
ecem

ber 8
,
1
9
2
6
,
(L
ea
g
u
e o
f N

a
tio
n
s,
1927)

p
.
69

）」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
い
う
均
衡
性
と
は
攻
撃
の
重
大
性
と

手
段
の
均
衡
で
あ
る
。
上
述
の
国
際
連
盟
総
会
に
お
け
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
代
表
に
よ
る
と
、
均
衡
性
と
は
日
本
の
行
動
と
も
と
と
な
っ
た
紛
争
と
の

均
衡
性
で
あ
る

脚
注
50
）。
カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
自
衛
権
に
基
づ
く
武
力
の
行
使
に
つ
い
て
は
、

不
合
理
な
、
も
し
く
は
過
度
な
こ
と
」
は
行
っ
て
は
な

ら
な
い
と
し
て
、
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
正
当
防
衛
の
行
使
は
、
対
象
と
な
る
国
家
の
最
も
重
要
な
権
利
を
侵
害
し
て
は
な
ら
ず
、
戦
争
法

規
が
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
侵
害
さ
れ
た
り
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
り
す
る
利
益
、
そ
し
て
誤
っ
た
意
思
の
強
さ
（in

ten
site

d
e
 
v
o
lo
n
te

fa
u
tiv
e

）
に
均
衡
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
的
に
制
限
さ
れ
、
目
的
を
達
成
次
第
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
（K

a
u
f-

m
a
n
n
,
su
pra n

o
te 68,

p
.
581

）。
す
な
わ
ち
、
武
力
を
用
い
た
自
衛
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
被
侵
害
利
益
そ
し
て
誤
っ
た
意
思
の
強
さ
に
均
衡
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、

不
合
理
な
、
も
し
く
は
過
度
な
こ
と
」
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
部
分
は
直
接
的

に
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
出
典
と
し
て
引
用
し
て
い
る
わ
け
し
て
は
い
な
い
が
、
該
当
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
は
、“il d

o
it etre

 
ra
iso
n
n
a
b
le

 
et n

o
n ex

cessif”

で
あ
り
、
こ
れ
は
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の

“d
id n

o
th
in
g u

n
rea

so
n
a
b
le o

r ex
cessiv

e”

を
想
起
さ
せ
る
。

な
お
、
現
代
に
お
け
る
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
根
本
和
幸
「
自
衛
権
行
使
に
お
け
る
必
要
性
・
均
衡
性
原
則
」
村
瀬
信
也
編
『
自
衛
権
の
現
代
的
展

開
』

東
信
堂
、
二
〇
〇
七
年
）、
特
に
六
三
｜
六
六
頁
を
参
照
。

79
）

ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
に
よ
る
評
価
は
後
述
す
る
。

80
）

た
だ
し
、
以
下
で
論
じ
る
よ
う
に
、
自
己
解
釈
権
に
つ
い
て
は
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

81
）

M
a
cM

u
rra

y
,
J.V

.A
.,
P
roceed

in
gs of A

m
erican S

ociety of In
tern

ation
al L

aw
,
V
o
l.26

(1932),
p
p
.
42

45,
M
a
llo
ry
,
W
.H
.,
“T
h
e
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P
erm

a
n
en
t C

o
n
flict in M

a
n
ch
u
ria
,”
F
oreign

 
A
ffairs

,
V
o
l.10

(1932),
p
p
.
222

224,
227

228.

82
）

M
a
llo
ry
,
Ib
id
.,
p
.
227.

83
）

M
a
cM

u
rra

y
,
su
pra n

o
te 81,

p
.
44.

84
）

C
o
leg
ro
v
e,
K
.
W
.,
“E
n
fo
rcem

en
t o
f T

rea
ty O

b
lig
a
tio
n b

y S
elf-H

elp
,”
P
roceed

in
gs of A

m
erican

 
S
ociety of In

tern
ation

al
 

L
aw
,
V
o
l.26

(1932),
p
p
.
96

101.

85
）

B
rierly

,
su
pra n

o
te 65,

p
.
254.

86
）

こ
の
点
に
つ
い
て
の
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
本
節
一
を
参
照
。

87
）

E
a
g
leto

n
,
su
pra n

o
te 7,

p
.
25.

88
）

B
rierly

,
su
pra n

o
te 66,

p
p
.
130

131,
G
ira
u
d
,
su
pra n

o
te 61,

p
p
.
800

810,
B
a
sd
ev
a
n
t,
su
pra n

o
te 68,

p
.
549,

L
a
u
terp

a
ch
t,
su
pra

 
n
o
te 8,

p
.
198,

L
a
u
terp

a
ch
t,
E
.,
F
u
n
ction

 
of L

aw
 
in
 
th
e In

tern
ation

al C
om
m
u
n
ity

(C
la
ren

d
o
n P

ress,
1933),

p
.
179.

89
）

W
rig
h
t,
su
pra n

o
te 36,

p
.
107.

90
）

W
rig
h
t,
su
pra n

o
te 8,

p
p
.
46

48.

91
）

E
a
g
leto

n
,
C
.,
P
roceed

in
gs of A

m
erican

 
S
ociety of In

tern
ation

al L
aw
,
V
o
l.26

(1932),
p
.
131.

92
）

E
a
g
leto

n
,
su
pra n

o
te 8,

p
.
506.

93
）

K
u
h
n
,
A
.K
.,
“T
h
e L

y
tto
n R

ep
o
rt o

n th
e M

a
n
ch
u
ria
n C

risis,”
A
JIL

,
V
o
l.27

(1933),
p
p
.
96

100,
H
u
d
so
n
,
M
.O
.,
“T
h
e R

ep
o
rt

 
o
f th

e A
ssem

b
ly o

f th
e L

ea
g
u
e o

f N
a
tio
n
s o
n th

e S
in
o
-Ja
p
a
n
ese D

isp
u
te,”

A
JIL

,
V
o
l.27

(1933),
p
p
.
300

305.

94
）

拙
稿
・
前
掲

注
48
）「
戦
間
期
の
『
戦
争
の
違
法
化
』
と
自
衛
権
」
四
六
（
一
九
九
）
頁
。

95
）

B
o
rch

a
rd
,
su
pra n

o
te 8,

p
.
116.

96
）

Ib
id
.

97
）

B
ro
w
n
,
P
.M
.,
“Ja

p
a
n
ese In

terp
reta

tio
n o

f th
e K

ello
g
g P

a
ct,”

A
JIL

,
V
o
l.27

(1933),
p
.
102.

98
）

Ib
id
.

99
）

た
だ
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
後
の
著
作
の
中
で
、
不
戦
条
約
は
曖
昧
で
危
険
な
自
衛
権
を
あ
が
め
て
お
り
（co

n
sa
cra

ted

）、
様
々
な
締
約
国
は
戦
争

に
訴
え
る
権
利
と
自
衛
戦
争
に
訴
え
る
必
要
の
あ
る
状
況
か
否
か
を
自
ら
決
定
す
る
権
利
を
明
示
的
に
留
保
し
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、

不
戦
条
約
の

署
名
か
ら
四
年
の
間
に
、
三
つ
の
不
戦
条
約
違
反
が
起
こ
っ
た
、
す
な
わ
ち
、
一
九
二
九
年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
中
国
の
侵
略
（a

g
g
ressio

n

）、
一
九
三

一
年
の
日
本
に
よ
る
満
州
の
占
領
（o

ccu
p
a
tio
n

）、
一
九
三
二
年
の
ペ
ル
ー
に
よ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
侵
略
（in

v
a
sio
n

）
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
満
州

事
変
は
不
戦
条
約
に
照
ら
し
て
違
法
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（B

ro
w
n
,
P
.M
.,
“U
n
d
ecla

red W
a
r,”

A
JIL

,
V
o
l.33

(1939),
p
.540

）。
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100
）

他
に
、
信
夫
淳
平
教
授
、
米
田
実
教
授
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

101
）

信
夫
淳
平
教
授
も
同
様
で
あ
る
。
信
夫
淳
平
「
不
戦
条
約
と
満
蒙
自
衛
権
」
外
交
時
報
五
九
一
号
（
一
九
二
九
年
）、
同
『
満
蒙
特
殊
権
益
論
』

日

本
評
論
社
、
一
九
三
二
年
）、
同
「
満
蒙
特
殊
権
益
と
国
家
自
衛
権
」
外
交
時
報
六
三
四
号
（
一
九
三
一
年
）
な
ど
を
参
照
。

102
）

立
作
太
郎
「
最
近
満
州
事
件
と
国
際
連
盟
規
約
」
国
家
学
会
雑
誌
四
六
巻
一
号
（
一
九
三
二
年
）
一
四
頁
、
立
作
太
郎
「
満
州
事
件
と
兵
力
の
行

使
」
国
際
法
外
交
雑
誌
三
二
巻
一
号
（
一
九
三
三
年
）
一
六
頁
、
立
・
前
掲

注
９
）一
四
頁
。

103
）

立
教
授
は
、
不
戦
条
約
第
一
条
の
戦
争
の
用
語
を
法
的
意
味
で
の
戦
争
と
解
し
、
ま
た
自
衛
の
た
め
に
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
解
す
る
。

し
か
し
、
満
州
事
変
は
「
国﹅
際﹅
法﹅
上﹅
の﹅
戦﹅
争﹅
と﹅
み﹅
と﹅
め﹅
ら﹅
れ﹅
ざ﹅
る﹅
強﹅
力﹅
的﹅
手﹅
段﹅
（
立
・
前
掲

注
102
）「
満
州
事
件
と
兵
力
の
行
使
」
二
〇
｜
二
一
頁
）」
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
不
戦
条
約
第
一
条
の
禁
止
の
範
囲
外
に
在
る
と
主
張
す
る
。

104
）

立
作
太
郎
「
最
近
満
州
事
件
に
関
係
し
て
不
戦
条
約
を
読
む
」
外
交
時
報
六
四
九
号
（
一
九
三
一
年
）
二
三
頁
。
日
本
が
満
蒙
問
題
に
つ
い
て
不
戦

条
約
の
適
用
の
除
外
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
不
戦
条
約
締
結
時
に
留
保
的
言
明
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
手
続
の
関
係
か
ら
い
え
ば

英
国
よ
り
弱
い
地
位
に
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
も
、
事
実
上
の
利
益
は
英
国
の
利
益
と
類
似
し
て
お
り
、
英
国
に
関
し
て
特
殊
的
関
係

を
認
め
な
が
ら
日
本
の
満
蒙
に
お
け
る
特
殊
的
関
係
を
認
め
な
い
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
す
る
（
立
・
前
掲

注
９
）一
五
三
｜
一
五
五
頁
）。

105
）

立
・
前
掲

注
９
）六
四
頁
。

106
）

自
衛
権
に
基
づ
く
と
論
じ
得
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
自
己
保
存
権
に
よ
っ
て
正
当
化
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

自
保
権
の

存
在
を
認
め
得
る
と
せ
ば
」
と
い
う
留
保
つ
き
な
が
ら
も
、
満
州
に
於
け
る
我
が
国
の
利
益
が
、

自
保
権
に
依
り
擁
護
さ
れ
る
に
適
す
る
我
国
の
重
大

利
益
と
称
す
る
を
得
べ
き
」
と
い
う
の
で
あ
る
（
立
・
前
掲

注
９
）一
五
三
頁
）。
立
教
授
が
、
自
己
保
存
権
と
自
衛
権
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
脚
注
140
を
参
照
。

自
保
権
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
脚
注

126
）を
参
照
。

107
）

松
原
一
雄
『
満
州
事
変
と
不
戦
条
約
・
国
際
連
盟
』

丸
善
、
一
九
三
二
年
）

三
三
｜
三
六
頁
。

108
）

横
田
・
前
掲

注
９
）一
八
七
頁
。

109
）

田
岡
・
前
掲

注
９
）「
不
戦
条
約
の
実
効
」
一
〇
〇
｜
一
〇
四
頁
。

110
）

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
著
作
の
中
で
は
、
満
州
事
変
が
違
法
な
武
力
行
使
で
あ
っ
た
と
明
言
し
て
い
る
（
田
岡
良
一
『
国
際
法
上
の
自
衛
権
』

勁

草
書
房
、
一
九
六
四
年
）
一
七
九
｜
一
八
五
頁
）。

111
）

立
教
授
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
一
又
正
雄
『
日
本
の
国
際
法
学
を
築
い
た
人
々
』

日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
七
三
年
）
一
一
四
｜
一
二
三
頁

を
参
照
。

112
）

一
九
三
〇
年
の
教
科
書
に
お
け
る
自
衛
権
の
定
義
は
「

一
）
国
家
自
身
、
其
機
関
又
は
其
臣
民
の
危
害
が
急
迫
な
る
こ
と
、

二
）
已
む
を
得
ざ
る

に
出
で
た
る
こ
と
、
即
ち
他
の
手
段
を
以
て
し
て
は
到
底
危
害
を
去
る
の
目
的
を
達
す
る
能
は
ず
し
て
、
且
危
害
を
去
る
に
必
要
な
る
程
度
を
超
え
ざ
る

（法政研究78-４- ）48 1120

論 説



こ
と
、

三
）
危
害
を
去
る
為
め
に
行
ふ
行
為
は
危
害
を
去
る
に
必
要
な
る
程
度
を
超
え
ざ
る
こ
と
、

四
）
危
害
が
自
衛
を
行
ふ
国
家
又
は
其
機
関
の
不

法
行
為
に
基
づ
き
た
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
、

五
）
危
害
が
自
衛
行
為
の
加
へ
ら
る
べ
き
国
家
又
は
機
関
の
不
法
行
為
に
因
り
て
起
り
た
る
か
、
又
は

少
く
と
も
該
国
家
又
は
其
機
関
が
危
害
の
生
ず
る
を
防
ぐ
の
責
任
を
全
う
せ
ざ
る
こ
と
」
立
作
太
郎
『
平
時
国
際
法
論
』

日
本
評
論
社
、
一
九
三
〇
年
）

一
八
一
｜
一
八
二
頁
。

113
）

こ
れ
は
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
が
「
攻
撃
（a

tta
ck

）」
を
自
衛
権
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
に
倣
っ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

114
）

立
作
太
郎
「
国
際
紛
争
と
自
衛
権
」
日
本
国
民
一
巻
（
一
九
三
二
年
）
一
〇
頁
。

115
）

立
作
太
郎
「
自
衛
権
概
説
」
国
際
法
外
交
雑
誌
三
一
巻
四
号
（
一
九
三
二
年
）
二
頁
。
脚
注
140
も
参
照
。

116
）

立
・
前
掲

注
９
）一
四
〇
頁
。

117
）

立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
六
頁
。

118
）

立
・
前
掲

注
９
）一
四
〇
頁
、
立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
四
頁
。

119
）

立
・
前
掲

注
114
）「
国
際
紛
争
と
自
衛
権
」
一
八
｜
一
九
頁
、
立
・
前
掲

注
９
）一
五
四
｜
一
五
五
頁
。

120
）

こ
の
時
期
の
多
く
の
日
本
の
国
際
法
学
者
が
、
自
衛
の
手
段
と
し
て
法
的
意
味
で
の
戦
争
に
至
ら
な
い
手
段
は
許
さ
れ
る
と
捉
え
て
い
た
が
、
信
夫

淳
平
教
授
は
そ
の
例
外
で
あ
り
、
自
衛
と
し
て
許
さ
れ
る
手
段
は
法
的
意
味
で
の
戦
争
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
（
信
夫
淳
平
『
満
蒙
特
殊
権
益
論
』

日

本
評
論
社
、
一
九
三
二
年
）
五
一
一
頁
）。

121
）

立
・
前
掲

注
114
）「
国
際
紛
争
と
自
衛
権
」
一
二
頁
、
立
・
前
掲

注
９
）一
四
〇
頁
。

122
）

立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
四
頁
。

123
）

伊
藤
不
二
男
「
国
際
法
」
野
田
良
之
、
碧
海
純
一
編
『
近
代
日
本
法
思
想
史
』

有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
）
四
八
五
頁
。

124
）

横
田
喜
三
郎
「
わ
が
国
に
お
け
る
国
際
法
の
研
究
」『
国
際
法
論
集
』
第
一
巻
（
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
）
二
五
五
頁
（『
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観
、

法
学
部
・
経
済
学
部
』

東
京
帝
国
大
学
、
一
九
四
二
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）、T

a
k
a
n
o Y

u
ich
i,
“In

tern
a
tio
n
a
l L
a
w
:D
ev
elo
p
m
en
t

 
o
f th

e S
tu
d
y in Ja

p
a
n
,”
Japan

 
S
cien

ce R
eview

:
L
aw
 
an
d
 
P
olitics

,
N
o
.4
(1953),

p
p
.
4
5.

125
）

リ
ス
ト
は
、
既
に
一
九
八
九
年
に
は
正
当
防
衛
と
緊
急
避
難
の
区
別
を
採
用
し
て
い
る
（v

o
n L

iszt,
F
.,
D
as V

olkerrech
t
(S
p
rin
g
er,

1898),

S
.
128

）。

126
）

立
教
授
は
、
自
己
保
存
権
を
「
自
保
権
」
と
称
す
る
。

127
）

立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
五
頁
。

128
）

出
典
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
「
国
際
法
三
一
二
頁
乃
至
三
一
六
頁
」、
ウ
ォ
ー
カ
ー
「
国
際
法
提
要
二
三
頁
乃
至
二
四
頁
」、
ア
ン
チ
ロ
ッ

チ
「
国
際
法
仏
文
五
〇
七
頁
」、
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
「
国
際
法
一
五
七
頁
乃
至
一
六
〇
頁
」、
フ
ェ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
「
国
際
法
一
四
三
乃
至
一
四
六
頁
」、
リ
ス
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ト
「
国
際
法
第
十
二
版
二
八
五
頁
」、
ハ
イ
ド
「
国
際
法
第
一
巻
六
五
節
」
と
な
っ
て
い
る
（
立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
二
〇
頁
）。
そ
れ
ぞ
れ
、

W
estla

k
e,
J.,
In
tern

ation
al L

aw
,
P
a
rt 1

(C
a
m
b
rid
g
e U

n
iv
ersity P

ress,
1904),

W
a
lk
er,

T
.A
.,
A
 
M
an
u
al of P

u
blic In

tern
ation

al
 

L
aw

(U
n
iv
ersity

 
P
ress,

1895),
A
n
zilo

tti,
su
pra

 
n
o
te 63,

B
rierly

,
T
h
e
 
L
aw
 
of
 
N
ation

s
(C
la
ren

d
o
n
 
P
ress,

1928),
F
en
w
ick

,

In
tern

ation
al L

aw
(T
h
e C

en
tu
ry C

o
.,
1924),

v
o
n L

iszt,
F
.,
D
as V

olkerrech
t
(J.

S
p
rin
g
er,

1925),
H
y
d
e,
C
.C
.,
In
tern

ation
al L

aw

(L
ittle B

ro
w
n
,
1922)

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

129
）

出
典
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
「
国
際
法
、
平
時
、
三
一
二
頁
乃
至
三
一
三
頁
」、
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
「
国
際
法
、
仏
訳
、
第
一
巻
五
〇
六
頁

乃
至
五
〇
七
頁
」、
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
「
国
際
法
一
五
七
頁
乃
至
一
六
〇
頁
」、
フ
ェ
ン
ウ
ィ
ッ
ク

「
国
際
法
一
四
五
頁
」、
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
「
国
際
法
第
一

巻
四
二
一
頁
、
ハ
イ
ド
「
第
一
巻
六
五
節
」
に
な
っ
て
い
る
（
立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
一
五
頁
）。
そ
れ
ぞ
れ
、W

estla
k
e,

Ib
id
.,

A
n
-

zilo
tti,

su
pra n

o
te 63,

B
rierly

,
Ib
id
.,
F
en
w
ick

,
Ib
id
.,
F
a
u
ch
ille,

T
raite

d
e d

roit in
tern

ation
al pu

blic
,
t.1

(8
ed
.,
R
o
u
ssea

u
,
1922),

H
y
d
e,
Ib
id
.

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ハ
イ
ド
と
フ
ェ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
は
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
を
引
用
し
な
が
ら
自
衛
権
が
攻
撃
を
要
件
と
す
る
と
定
義
す

る
。

130
）

あ
る
い
は
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
の
よ
う
に
義
務
を
破
っ
て
い
な
い
国
家
が
侵
害
を
受
け
る
こ
と
が
正
義
に
背
く
と
し
て
過
失
の
あ
る
国
家
に
対
し
て
の

み
権
利
侵
害
を
許
す
か
、
あ
る
い
は
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
の
よ
う
に
正
当
防
衛
と
緊
急
避
難
の
区
別
を
採
用
し
て
正
当
防
衛
を
違
法
行
為
を
前
提
と
す
る
か
の

違
い
は
あ
る
。

131
）

出
典
は
「
国
際
法
平
時
三
一
二
頁
乃
至
三
一
三
頁
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
立
教
授
は
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
がd

e m
in
im
is n

o
n cu

ra
t lex

（
法
は

細
事
を
度
外
視
す
）
の
原
則
の
適
用
が
あ
る
の
を
説
い
て
、
微
細
の
利
益
に
関
し
て
は
自
衛
権
の
適
用
を
認
め
な
い
と
す
る
よ
う
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い

る
。

132
）

出
典
は
、

国
際
法
、
ド
イ
ツ
文
、
第
一
巻
二
九
六
頁
」
と
な
っ
て
い
る
。

133
）

ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
文
献
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

134
）

こ
の
理
由
づ
け
に
、
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
の
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
九
、
二
四
頁
）。

135
）

立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
九
頁
。

136
）

立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
九
頁
。

137
）

立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
一
五
頁
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
い
う
「
諸
国
」
が
具
体
的
に
ど
の
国
家
を
指
す
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。

138
）

立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
一
五
頁
。

139
）

立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
一
〇
｜
一
二
頁
。
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140
）

さ
ら
に
、
自
衛
権
に
加
え
て
、

衰
微
の
傾
向
に
在
る
」
こ
と
を
自
ら
が
認
め
る
自
己
保
存
権
を
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
立
教
授
が
、

学
説
上
の
自
己
保
存
権
と
自
衛
権
の
位
置
づ
け
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
二
年
の
論
考
の
中
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い

る
（
立
・
前
掲

注
114
）「
国
際
紛
争
と
自
衛
権
」
八
｜
一
九
頁
に
も
同
様
の
説
明
が
あ
る
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
自
己
保
存
権
が
国
家
の
基
本
的
権

利
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
往
時
の
国
際
法
学
者
の
ほ
と
ん
ど
が
一
般
的
に
認
め
て
い
た
が
、
近
時
に
至
っ
て
自
己
保
存
権
を
認
め
ず
単
に
自
衛
権
の
み

を
認
め
る
学
説
が
有
力
と
な
っ
た
傾
向
が
あ
る
と
い
う
（
立
作
太
郎
、
鹿
島
守
之
助
「
戦
争
開
始
の
際
の
敵
対
行
為
に
関
す
る
研
究
報
告
」
外
務
省
条
約

局
第
二
課
編
『
大
東
亜
戦
争
関
係
国
際
法
問
題
論
叢
』

外
務
省
条
約
局
第
二
課
、
一
九
四
二
年
）
一
九
頁
）。
し
か
し
、
近
時
の
学
者
の
中
に
も
自
己
保

存
権
の
存
在
を
認
め
る
学
者
も
お
り
、
あ
る
い
は
、
国
際
法
の
範
囲
内
に
於
い
て
、
ド
イ
ツ
刑
法
の
観
念
に
基
づ
い
て
自
衛
権
に
対
す
る
緊
急
防
衛

（N
o
tw
eh
r

）
の
外
に
自
己
保
存
権
に
近
似
す
る
緊
急
状
態
行
為
（N

o
tsta

n
d
h
a
n
d
lu
n
g

）
を
認
め
る
者
が
あ
り
、
現
時
の
国
際
関
係
に
お
い
て
自
己

保
存
権
を
自
衛
権
の
他
に
認
め
る
理
論
的
根
拠
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
て
い
る
（
立
、
鹿
島
・
同
上
）。
彼
は
、
一
九
三
〇
年
の
教
科
書
で
は
、

国
際
法
上
緊
急
状
態
行
為
を
認
め
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
が
、
一
九
三
二
年
の
論
文
で
は
、
そ
れ
が
、
国
際
慣
例
上
認
め
ら

れ
る
と
論
じ
る
余
地
が
あ
る
と
し
て
い
る
（
立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
七
頁
）。
次
に
、
自
己
保
存
権
と
自
衛
権
の
異
同
で
あ
る
が
、
国
際
慣
例

上
、
自
己
保
存
権
と
自
衛
権
は
明
白
に
区
別
し
て
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
留
保
し
な
が
ら
も
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
者
を
並
列
し
て

こ
れ
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
単
純
な
理
論
よ
り
言
え
ば
、
他
国
の
普
通
の
権
利
に
勝
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
る
狭
義
の
自
己
保
存
権
は
、
自
衛
権
と
同
様
に
、

国
家
の
緊
急
権
（d

ro
it d

e n
ecessite

マ

マ

）
に
属
し
、
こ
れ
に
よ
り
擁
護
さ
れ
る
権
利
ま
た
は
そ
の
他
の
法
益
に
対
す
る
切
迫
し
た
危
険
が
存
在
す
る
場

合
に
お
い
て
、
こ
の
擁
護
に
必
要
な
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
活
動
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
と
説
明
す
る
（
立
、
鹿
島
・
同
上
一
九
｜
二
〇
頁
）。
そ
し

て
、
自
己
保
存
権
は
、
必
ず
し
も
他
の
攻
撃
が
存
在
す
る
の
を
待
た
ず
に
生
存
（
又
は
こ
れ
に
ほ
ぼ
準
ず
る
程
度
の
重
大
利
益
）
の
切
迫
し
た
危
険
が
存

在
す
る
場
合
に
は
、
狭
義
の
自
己
保
存
権
が
活
動
し
、
時
に
第
三
国
に
対
し
て
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
一
方
、
自
衛
権
は
、
他
よ
り

攻
撃
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
、
自
ら
の
権
利
ま
た
は
法
益
を
守
る
た
め
に
活
動
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
攻
撃
が
現
に
行
わ
れ
る
場
合
ま
た
は
攻
撃
が
行

わ
れ
る
形
勢
が
切
迫
し
た
場
合
に
お
い
て
は
じ
め
て
攻
撃
者
に
対
し
て
活
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
自
衛
権
を
国
内
法
の
正
当
防
衛
権
と
類
似
す
る
観

念
と
し
て
解
す
る
傾
向
か
ら
言
え
ば
、
必
ず
し
も
生
存
（
ま
た
は
こ
れ
に
ほ
ぼ
準
ず
る
程
度
の
重
大
利
益
）
の
切
迫
す
る
危
険
が
存
在
す
る
場
合
に
限
ら

ず
、
は
な
は
だ
し
く
些
少
で
な
い
権
利
ま
た
は
利
益
に
関
す
る
切
迫
し
た
危
険
が
存
在
す
る
と
き
は
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
（
立
、
鹿
島
・
同

上
二
〇
頁
。
立
・
前
掲

注
115
）「
自
衛
権
概
説
」
五
｜
六
頁
に
も
同
様
の
説
明
が
あ
る
。
な
お
、
以
上
の
説
明
に
お
い
て
は
現
在
用
い
ら
れ
な
い
表
現
も

用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
立
教
授
の
使
用
し
た
用
語
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。）。
つ
ま
り
、
自
衛
権
は
、
他
国
に
よ
る
攻
撃
を
前
提
と
し
、

自
国
の
生
存
の
み
な
ら
ず
自
国
の
権
利
や
法
益
を
守
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
方
自
己
保
存
権
は
、
生
存
に
対
す
る
切
迫
し
た
危
険
が
存
在
す
る
場
合
に
、

第
三
国
に
も
行
使
し
う
る
。

141
）

松
原
一
雄
『
国
際
法
概
論
』

巌
松
堂
書
店
、
一
九
三
四
年
）
四
三
三
頁
。

不
法
な
る
攻
撃
」
と
は
、
後
の
文
献
で
は
、

他
国
の
国
家
機
関
例
へ
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ば
軍
隊
が
一
国
の
領
土
又
は
其
機
関
若
し
く
は
人
民
に
対
す
る
積
極
的
行
為
と
し
て
目
前
に
現
は
れ
た
る
攻
撃
」
と
さ
れ
て
い
る
（
松
原
一
雄
「
国
際
強

制
の
種
々
相
」『
経
済
法
律
論
叢
』
九
巻
一
号
（
一
九
三
八
年
）
三
頁
）。

142
）

松
原
・
前
掲

注
141
）四
三
三
｜
四
三
四
頁
。

143
）

拙
稿
・
前
掲

注
48
）「
戦
間
期
の
『
戦
争
の
違
法
化
』
と
自
衛
権
」
四
八
（
一
九
七
）
頁
。
な
お
、
一
九
三
四
年
の
教
科
書
に
お
い
て
、
危
難
防
衛

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
危
難
防
衛
は
、
正
当
防
衛
と
異
な
っ
て
「
不
法
の
侵
害
」
者
に
対
し
て
防
衛
行
為
に
出
る
の
で
は
な
く
、
危

険
が
「
急
迫
」
し
て
い
る
場
合
に
、

公
海
上
に
於
て
『
危
害
の
原
因
た
る
物
』
そ
の
も
の
に
対
し
（
例
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
ス
号
事
件
）
又
は
『
危
険
の

由
て
来
る
国
家
』
に
対
し
、
又
は
そ
の
国
家
の
領
土
内
に
就
き
、
又
は
領
土
内
の
人
若
は
物
（
例
え
ば
艦
船
）
に
対
し
、
直
接
自
救
の
手
段
に
出
る
（
松

原
・
前
掲

注
141
）四
三
七
頁
）」
こ
と
を
許
容
す
る
概
念
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
危
難
防
衛
と
は
、
緊
急
避
難
と
は
異
な
る
概
念
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
危
難
防
衛
は
、
ド
イ
ツ
の
学
者
の
い
う
「
緊
急
行
為
（
緊
急
避
難
）」
と
異
な
り
、

無
害
の
」
他
人
や
国
家
に
危
険
を
転
嫁
し
え
な
い
（
松
原
・

前
掲

注
141
）四
三
六
｜
四
三
七
頁
）。
他
国
が
「
無
害
」
で
は
な
く
そ
の
国
家
に
対
し
て
危
難
防
衛
を
で
き
る
の
は
、
危
険
が
他
国
ま
た
は
そ
の
官
憲
の

作
為
ま
た
は
不
作
為
と
因
果
関
係
を
有
す
る
場
合
だ
と
さ
れ
る
。
緊
急
行
為
は
、

無
害
の
」
国
家
に
危
険
を
転
嫁
で
き
た
が
故
に
、
生
存
が
危
機
に
あ

る
場
合
に
の
み
行
い
え
た
が
、
危
難
防
衛
の
行
使
は
、

無
害
の
」
国
家
に
危
険
を
転
嫁
し
え
な
い
代
わ
り
に
、
一
国
の
「
法
益
」
が
危
険
に
瀕
す
る
場

合
で
あ
れ
ば
よ
く
、

権
利
」
が
ま
さ
に
侵
害
さ
れ
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
り
、
必
ず
し
も
「
重
大
な
」
権
利
ま
た
は
「
重
大
な
」
利
益
の
み
に
限
ら
れ

て
い
な
い
（
松
原
・
前
掲

注
141
）四
三
九
頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
松
原
教
授
は
、
正
当
防
衛
も
危
難
防
衛
も
、
保
護
法
益
は
生
存
権
や
領
土
権
に
限
ら
ず
、

権
利
な
い
し
法
益
一
般
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
不
戦
条
約
上
も
在
外
自
国
民
保
護
の
た
め
の
出
兵
も
許
さ
れ
る
と
の
解
釈
を
と
る
が
、
こ
れ
を

自
衛
と
称
す
る
か
は
自
衛
権
の
意
義
次
第
で
あ
る
と
す
る
（
松
原
一
雄
『
国
際
問
題：

全
』

雄
風
館
書
房
、
一
九
三
一
年
）
一
九
六
｜
一
九
七
頁
）。

144
）

松
原
・
前
掲

注
141
）四
三
九
頁
。

145
）

松
原
・
前
掲

注
141
）四
四
二
頁
。
他
に
、
自
衛
行
為
を
「
権
利
と
し
て
は
基
本
権
の
随
一
で
あ
る
」
と
す
る
も
の
と
し
て
カ
ウ
フ
マ
ン
、

生
存
権

の
一
作
用
」
と
す
る
も
の
と
し
て
ホ
ー
ル
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
で
は
、
著
者
が
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
著
作
名
と
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

一
部
の
著
作
に
つ
い
て
は
こ
の
教
科
書
の
「
凡
例
（
文
献
及
略
称
）」
の
中
の
一
頁
目
で
そ
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
一
九

二
四
年
のA
 
treatise on In

tern
ation

al L
aw

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ウ
フ
マ
ン
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
三
二
年
の
松
原
教
授
の
論
文

の
中
で
はD

as
 
W
esen

 
d
es V

olkerrech
ts

（
日
本
語
表
記
は
ダ
ス
・
ウ
エ
ー
ゼ
ン
・
デ
ス
・
フ
エ
ア
ケ
ア
レ
ヒ
ツ
）
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。

146
）

松
原
一
雄
「
自
衛
と
復
仇
」
国
際
法
外
交
雑
誌
三
一
巻
三
号
（
一
九
三
二
年
）
二
頁
。

147
）

出
典
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ア
ン
チ
ロ
ッ
チ
「
国
際
法
仏
訳
五
〇
六
頁
以
下
」、
ハ
イ
ド
「
国
際
法
一
〇
六
頁
以
下
」、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
「
国
際
法
上
ノ
三

〇
六
頁
」、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
「
上
ノ
二
五
六
頁
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、A

n
zilo

tti,
su
pra n

o
te 63,

H
y
d
e,
su
pra n

o
te 128,

W
estla

-

k
e,
su
pra n

o
te 128,

O
p
p
en
h
eim

,
In
tern

ation
al L

aw
(4th ed

.
ed
ited b

y A
rn
o
ld D

.
M
cN
a
ir,
L
o
n
g
m
a
n
,
1925)

だ
と
思
わ
れ
る
。
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148
）

出
典
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ウ
ェ
ス
ト
レ
ー
ク
「
ペ
ー
パ
ー
ズ
一
一
二
頁
」

国
際
法
上
三
一
二
頁
」、
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
「
平
時
国
際
法
一
五
七
頁
」、
ハ
イ

ド
「
国
際
法
上
ノ
一
〇
六
｜
七
頁
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、O

p
p
en
h
eim

,
L
.(ed

.),
T
h
e
 
C
ollected

 
P
apers

 
of
 
Joh

n
 
W
estlake

 
on

 
P
u
blic In

tern
ation

al L
aw

(C
a
m
b
rid
g
e U

n
iv
ersity P

ress,
1914),

W
estla

k
e,
su
pra n

o
te 128,

B
rierly

,
su
pra n

o
te 128,

H
y
d
e,
su
pra

 
n
o
te 128

だ
と
思
わ
れ
る
。

149
）

松
原
・
前
掲

注
141
）四
三
三
｜
四
三
四
頁
。

凡
例
」
の
中
で
は
、V

erd
ro
ss,

D
ie V

erfa
ssu

n
g
 
d
er V

o
lk
errech

tsg
em
ein
sch

a
ft
(1926),

A
n
zilo

tti,
D
.,
C
ou
rs
 
d
e
 
d
roit in

tern
ation

al
(tra

d
u
it p

a
r G

ilb
ert G

id
el,

S
irey

,
1929),

L
eh
rbu

ch
 
d
es
 
V
olkerrech

ts
(d
eu
tsch

e
 

Ü
b
ersetzu

n
g
:
B
ru
n
s u
.
S
ch
m
id
,
1929),

W
estla

k
e,
In
tern

ation
al L

aw
,
2 v
o
ls.
(1913)

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
松
原
教
授
は
、
人
民
の
権
利

の
侵
害
は
国
家
自
身
の
権
利
侵
害
と
捉
え
る
（
松
原
・
前
掲

注
141
）四
三
四
、
三
五
七
｜
三
六
五
頁
）。

150
）

松
原
・
前
掲

注
９
）一
三
〇
｜
一
三
二
頁
。

151
）

フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
一
九
二
三
年
の
ル
ー
ル
占
領
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
に
軍
隊
を
送
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
連
盟
理
事
会
の
問
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
日
本
に
対
す
る
不
戦
条
約
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
不
戦
条
約
が
連
盟
規
約
よ
り

も
重
い
と
し
た
の
か
そ
れ
と
も
ル
ー
ル
占
領
を
顧
み
て
心
が
疚
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
と
問
う
。
次
に
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
一
九
二
七
年
に
自
国

民
保
護
の
た
め
に
中
国
に
出
兵
し
、
な
る
べ
く
速
や
か
に
撤
兵
す
る
と
国
際
連
盟
に
宛
て
た
覚
書
に
記
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
春
か
ら
冬
ま
で
中
国
に

駐
兵
し
、
そ
の
後
も
若
干
の
残
留
兵
を
有
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
連
盟
は
理
事
会
も
総
会
も
沈
黙
を
守
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
す
る
。
そ
し
て
、
在
留

民
保
護
の
た
め
の
出
兵
ま
た
は
駐
兵
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
行
う
場
合
に
は
連
盟
規
約
に
違
反
し
な
い
が
、
日
本
が
行
う
場
合
に
は
こ
れ
に
違
反
す
る
の
か
、

そ
し
て
不
戦
条
約
が
で
き
た
今
日
不
戦
条
約
に
も
抵
触
す
る
の
か
と
問
う
。
さ
ら
に
、
不
戦
条
約
の
締
結
に
際
し
た
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
モ
ン
ロ
ー
主
義
を

主
張
す
る
以
上
、
他
国
が
そ
の
特
殊
利
益
地
域
に
つ
い
て
自
衛
手
段
を
行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
不
戦
条
約
違
反
と
し
て
非
難
し
え
な
い
と
主
張
す
る
。
イ

タ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
三
年
の
コ
ル
フ
島
占
領
事
件
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
は
ギ
リ
シ
ャ
と
の
交
渉
が
片
付
く
ま
で
コ
ル
フ
島
の
占
領
を
続
け
て

き
た
事
実
が
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
が
日
本
の
注
意
を
喚
起
す
る
資
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
疑
問
を
提
起
す
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
一
九

二
〇
年
以
来
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ウ
ィ
ル
ナ
市
を
占
領
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
事
件
を
有
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
不
戦
条
約
を
笠
に
き
て
日
本
の
注
意

を
喚
起
す
る
こ
と
に
疑
義
を
呈
す
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
不
戦
条
約
締
結
後
も
モ
ン
ロ
ー
主
義
を
放
棄
す
る
意
思
は
な
い
が
、
日
本
は

中
国
に
対
し
て
干
渉
を
行
い
つ
つ
あ
る
の
で
も
モ
ン
ロ
ー
主
義
を
主
張
す
る
の
で
も
な
く
た
だ
不
戦
条
約
も
そ
の
発
動
を
妨
げ
な
い
自
衛
権
を
主
張
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
注
意
を
喚
起
し
た
の
か
と
問
う
。
ま
た
在
外
自
国
民
保
護
の
た
め
の
出
兵
を
不
戦
条
約
は
禁
じ
て
い
な
い
と

い
う
立
場
を
ア
メ
リ
カ
が
と
っ
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
が
同
じ
目
的
の
た
め
兵
力
を
使
用
す
る
こ
と
は
不
戦
条
約
が
禁
止
す
る
の
か
と
問
う
。
さ

ら
に
、
ア
メ
リ
カ
が
メ
キ
シ
コ
の
匪
賊
追
撃
に
対
し
て
同
国
に
繰
り
返
し
出
兵
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
不
戦
条
約
の
結
果
と
し
て
こ
の
よ
う
な
「
権
利
」

を
今
後
は
断
念
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
と
す
る
。

（78-４- ）1125 53
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152
）

横
田
・
前
掲

注
９
）一
八
四
頁
。

）

緊
急
避
難
と
は
、

国
家
や
国
民
に
対
す
る
急
迫
な
危
害
を
除
去
す
る
た
め
に
止
む
を
得
な
い
防
衛
の
行
為
で
あ
る
（
横
田
・
前
掲

注
９
）一
八
九

頁
）」
と
定
義
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
要
件
は
、
急
迫
な
危
害
で
あ
る
こ
と
と
国
家
や
国
民
に
対
す
る
危
害
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
自
衛
行
為
と
全
く
同
一
で
あ
る
が
、
自
衛
行
為
の
場
合
は
危
害
が
不
正
で
あ
る
が
、
緊
急
行
為
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
く
、
相
手
国
の
責
任
に
帰
す

べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
相
手
国
の
機
関
の
違
法
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ

れ
が
防
止
す
べ
き
義
務
を
有
し
な
が
ら
適
当
に
防
止
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
も
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
や
む
を
得
な
い
防
衛
で
あ

る
と
い
う
要
件
に
関
し
て
は
、
自
衛
行
為
で
は
危
害
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
権
利
と
防
衛
の
た
め
に
侵
害
さ
れ
る
ほ
か
の
権
利
の
関
係
が
異
な
る
が
、
緊

急
避
難
で
は
こ
れ
を
必
要
と
せ
ず
、
軽
微
な
権
利
を
防
衛
す
る
た
め
に
、
重
大
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
（
横
田
・
前
掲

注
９
）

一
八
九
頁
）。

154
）

急
迫
性
と
は
、
目
前
に
迫
っ
た
危
害
で
あ
り
、
ま
さ
に
行
わ
れ
よ
う
と
す
る
現
在
の
危
害
で
あ
り
、
未
来
や
過
去
の
危
害
を
含
ま
な
い
。
ま
た
、
不

正
な
こ
と
は
法
律
上
で
不
正
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
違
法
な
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
横
田
・
前
掲

注
９
）一
八
六
頁
）。
よ
り
具
体
的
に
は
、
不
正
に
対
す
る

責
任
は
相
手
国
に
あ
る
こ
と
を
要
し
、
危
害
が
相
手
国
の
機
関
の
違
法
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
る
か
、
少
な
く
と
も
危
害
の
生
じ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と

に
つ
い
て
相
手
国
の
機
関
に
故
意
か
過
失
が
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

155
）

横
田
・
前
掲

注
９
）一
八
五
｜
一
八
七
頁
。

156
）

横
田
・
前
掲

注
９
）一
八
五
｜
一
八
七
頁
。

157
）

横
田
喜
三
郎
「
満
州
事
件
と
国
際
法
」
国
際
法
外
交
雑
誌
三
一
巻
四
号
（
一
九
三
二
年
）、
六
六
頁
。

158
）

横
田
喜
三
郎
「
戦
争
の
絶
対
的
禁
止
」
外
交
時
報
六
三
二
号
（
一
九
三
一
年
）
二
三
｜
三
一
頁
。
な
お
、
祖
川
武
夫
、
松
田
竹
男
「
戦
間
期
に
お
け

る
国
際
法
学
」
祖
川
武
夫
『
国
際
法
と
戦
争
違
法
化
』

信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
）
三
四
四
頁
も
参
照
。

159
）

横
田
喜
三
郎
「
ア
メ
リ
カ
中
立
法
の
研
究
」
一
又
正
雄
、
大
平
善
梧
編
『
時
局
関
係
国
際
法
外
交
論
文
集
』

巌
松
堂
、
一
九
四
〇
年
）
三
三
一

｜
三
三
二
頁
。

160
）

松
井
芳
郎
「
社
会
科
学
と
し
て
の
国
際
法
学
｜
日
本
に
お
け
る
そ
の
形
成
と
展
開
｜
」『
国
際
社
会
の
法
構
造：

そ
の
歴
史
と
現
状
』

東
信
堂
、
二

〇
〇
三
年
）
八
頁
。

161
）

田
畑
茂
二
郎
「
わ
が
国
際
法
学
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
二
人
の
先
達
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
九
六
巻
四
・
五
号
（
一
九
九
七
年
）
一
〇
｜
一
六
頁
。

162
）

田
岡
良
一
『
国
際
法
学
大
綱

上
巻
』

巌
松
堂
、
一
九
三
四
年
）。
松
井
芳
郎
教
授
は
、
田
岡
教
授
の
国
際
法
学
に
つ
い
て
、
国
際
法
の
規
範
論
理

構
造
よ
り
も
そ
の
歴
史
的
背
景
を
、
国
内
法
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
は
な
く
国
際
社
会
の
特
質
を
よ
り
重
視
し
た
と
い
う
意
味
で
「
い
わ
ば
横
田
の
そ
れ
（
国

際
法
学
｜
著
者
注
）
の
対
極
に
位
置
し
て
い
た
と
い
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
松
井
・
前
掲

注
160
）「
社
会
科
学
と
し
て
の
国
際
法
学
」
一
一
頁
）。
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163
）

田
岡
教
授
は
、
自
力
救
済
と
い
う
用
語
を
用
い
る
。

164
）

田
岡
良
一
「
不
戦
条
約
の
意
義
」
法
学
（
東
北
大
学
）
一
巻
二
号
（
一
九
三
二
年
）
一
三
頁
。

165
）

田
岡
・
前
掲

注
164
）「
不
戦
条
約
の
意
義
」
一
三
頁
。

166
）

田
岡
・
前
掲

注
164
）「
不
戦
条
約
の
意
義
」
一
四
頁
。

167
）

田
岡
・
前
掲

注
164
）「
不
戦
条
約
の
意
義
」
一
四
｜
一
六
頁
。

168
）

田
岡
・
前
掲

注
164
）「
不
戦
条
約
の
意
義
」
一
三
、
二
八
頁
。

169
）

た
だ
し
、
田
岡
教
授
は
、
不
戦
条
約
に
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
自
助
手
段
の
制
限
に
伴
う
べ
き
国
際
紛
争
解
決
の
手
段
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
不
備
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
不
戦
条
約
は
「
自
力
救
済

ゼルプストヒルフェ
の
手
段
と
し
て
、
即
違
法
者
に
対
し
、
権
利
を
侵
害
さ
れ
た

る
者
が
自
力
を
以
て
執
行
す
る
救
済
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
も
禁
止
し
な
が
ら
、
是
れ
に
対
す
るS

u
b
stitu

to

を
提
供
し
な
い
（
田
岡
・
前
掲

注
164
）

「
不
戦
条
約
の
意
義
」
三
二
｜
三
三
頁
）」
の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
、
不
戦
条
約
の
生
命
を
維
持
せ
し
め
る
た
め
に
は
違
法
者
に
対
す
る
被
害
国
家
の
個

別
的
制
裁
に
代
わ
る
国
際
社
会
の
共
同
制
裁
を
組
織
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
田
岡
教
授
に
よ
る
と
、
こ
の
実
現
は
近
い
将
来
に
於
い
て
は
「
不
可
能

事
に
属
す
る
（
田
岡
・
前
掲

注
164
）「
不
戦
条
約
の
意
義
」
三
四
頁
）」。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
実
現
す
る
ま
で
は
「
不
戦
条
約
は
法
の
理
想
に
合
せ
ざ

る
悪
法
と
し
て
存
在
し
、
国
家
が
何
ん
ら
道
徳
上
の
不
正
を
自
ら
感
ず
る
こ
と
な
く
し
て
破
る
と
云
ふ
危
険
に
曝
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
運
命
を
持
つ

（
田
岡
・
前
掲

注
９
）「
不
戦
条
約
の
実
効
」
一
〇
五
頁
）」
と
し
て
、
そ
の
批
判
の
矛
先
は
満
州
事
変
の
日
本
の
行
動
へ
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
不
戦
条

約
の
批
判
へ
と
向
け
ら
れ
た
。
な
お
、
田
岡
教
授
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
至
っ
て
も
同
様
の
問
題
提
起
を
し
て
お
り
、
国
連
憲
章
二
条
四
項
に
つ
い

て
は
理
論
上
不
可
能
な
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
か
政
治
的
な
申
し
合
わ
せ
に
過
ぎ
ず
、
法
の
世
界
に
お
い
て
は
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た

（
田
岡
良
一
「
選
択
条
項
の
過
去
と
現
在
｜
大
戦
後
の
平
和
主
義
と
国
際
法
学
の
任
務
｜
」
法
学
論
叢
六
三
巻
六
号
（
一
九
五
八
年
）
三
六
｜
三
七
頁
）。

170
）

上
述
の
通
り
、
横
田
教
授
は
、
自
衛
権
を
広
く
解
し
な
が
ら
も
満
州
事
変
は
違
法
だ
と
主
張
し
た
。

171
）

現
在
、
一
般
的
に
は
、
満
州
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で
を
指
し
て
「
一
五
年
戦
争
」、
あ
る
い
は
盧
溝
橋
事
件
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で

を
指
し
て
「
日
中
戦
争
」
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
盧
溝
橋
事
件
か
ら
一
九
四
一
年
に
中
国
に
よ
る
宣
戦
布
告
が
な
さ
れ
る

ま
で
は
、
日
本
も
中
国
も
戦
争
状
態
の
存
在
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
法
的
意
味
で
の
戦
争
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
三
七

年
の
盧
溝
橋
事
件
か
ら
一
九
四
一
年
一
二
月
九
日
の
中
国
の
宣
戦
布
告
ま
で
を
「
日
支
事
変
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
表
し
て
い
る
。
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一九三〇年代前半から中葉までの自衛権（西嶋）


